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「さぁさぁ、どんどん食べてくださいよ。ここは私の奢おごりですから！」

　太った中年の商人が、三人の巡礼者を高級料理店でもてなしていた。

　裕福そうな商人だ。頭にターバン、お腹にキンピカの布帯を巻いている。

　ここは貴族国家『ノブレス・シテ』の首都メトロでも有名な店らしく、店内は宮殿のように燦さん然ぜんと輝き、客層は貴族が中心だ。給仕たちですら品がある。

　埃ほこりまみれの巡礼者たちだけでは、足を踏み入れることができそうにない店だった。

「ここは私のお得意様でね。テーブルもシャンデリアも、みんなうちが入れたんですよ」

　我が家のような足取りで、商人は奥まった席に向かった。彼の指定席があるらしい。

「あなたがたは、私の命の恩人！　なんでも注文してください。さぁどうぞ、マントは給仕に預けて……座って座って」

　よくしゃべる商人だった。よほど上機嫌なのだろう。真っ先に椅い子すに座ると、額ひたいの汗あせをふく。

「まったく参りました。首都まであとちょっとというところで、盗とう賊ぞくに遭あうとは。あなたがたが、連中をおっぱらってくれなきゃ、仕入れた商品を根こそぎ奪われてしまうところだった」

　その盗賊団、計二十名をあっさり撃退したのは、一番背の高い巡礼者だった。

　ちょうど今、質しつ素そなマントを給仕に手渡したところだ。

　漆しつ黒こくの短髪と深いブルーの瞳が、人目をひく。歳は二十歳ぐらいだろうか。

　ノブレスでは黒髪も青い瞳も珍めずらしくはない。だが、彼の容姿は一度見ると、しばらく目が離せない独特の雰囲気があった。彫ほりの深い目鼻立ちが、どことなくエキゾチックなのだ。

　黒い詰つめ襟えりの上着姿が、板についている。商人もそこに注目し、こう言った。

「おやまぁ、お強いと思ったら、軍人さんでしたか。そうでしょうとも。街道を荒らす盗賊どもが手も足もでなかったんですからね！」

「巡礼者だ。今は……」

　と黒髪の青年は返した。これ以上ないというほどにそっけない態度だ。

　それをフォローするかのように、もう一人の巡礼者が口をひらいた。

「しかし、申し訳ありませんね。盗賊をやっつけたのはキリル……黒髪の彼だけで、僕たちはなにもしていないのに……」

　声はキリルの隣からした。だが、その声を聞いた誰もが「天上から降ってきた」ように思えた。ただの美声ではなく、厳おごそかに美しかったからだ。

　マントを脱いだ美声の主あるじは、しばらく店内の時間をとめた。給仕たちも、近くにいた貴族のご夫人も、太った商人もみんな彼の非現実的な容姿に見み惚とれてしまったのだ。

　宗教画にでてくる大天使。というのが一番、伝わりやすい表現だろうか。美しい金色の瞳と、肩で切り揃そろえられた白プラ金チナの髪。人とは一線を画した美び貌ぼうには、輝くような気品がある。

「いいい……いやいや、どうぞお座りください。レガ教の巡礼者に功く徳どくを施ほどこすことは、ノブレス国民の義務ですから。あなたがたを私の馬車に乗せたのは、まさに神様のお導きでしょう」

　一いつ旦たん、座った商人が立ちあがってまで、彼に椅子を勧める。

「失礼ですが、お名前をお伺うかがいしても……」

「僕？　アルカディ・トルストシェインと言いますが、なにか？」

　翼のない大天使は答えた。

「トルストシェイン様……トルストシェイン家というと……ええっと、どちらの貴族様で？」

　彼の気品を鑑かんがみ、商人がそう思ったのも無理はない。

　大天使でないなら、名門貴族。あるいは王族だと、誰もが考えるだろうからだ。

「僕の家は、名家ではありません。父は爵位をもっていたようですが、僕は幼少の頃、養子にだされ、修道院暮らしでしたから」

　なんてもったいない！　と商人は心をこめて返答した。

「王宮の舞踏会にでれば、どのようなご婦人も貴方あなたの虜とりこでしょうに！」

　ははは、とアルカディは愛あい想そ笑いでごまかした。どんなに高貴なご婦人も王女様も、あんまり関心がなさそうだ。

「さ、リュドミもマントを脱いで」

　と一番小さな巡礼者を「愛称」で呼んで、マントを脱がせてやる。

　マントのなかから小さな黒い頭と華きや奢しやな身体が現われた。十二、三歳の少年に見えるが、男の子にしては骨が細く、なで肩だ。大きな銀緑色シルバーグリーンの瞳が愛らしい。

「……お腹へった」

　とその少年は、力のない声で呟つぶやいた。

「はいはい。昨夜からなにも食べていませんからね」

　アルカディは愛情深く少年の面倒を見た。座った少年の胸元に、ナプキンをとめてやる。

「いやいや、可か愛わいい弟さんですな」

　商人に「弟」と決めつけられても、少年は反論しなかった。今は「そんなに似てますか？」と訊ききかえす気力はない。「血はつながっていないし、第一、私、女なんですけれど？」なんて長々としゃべる前に、なんでもいいから食物を口に入れたかった。

（私たちの旅って、ギリギリすぎるわ。これも全部「お金がもてない」っていう掟おきてのせいよ）

　すべてを人の施しでまかなう。それが彼らの旅のルールなのだ。幌ほろ馬ば車しやに便乗して移動。食料は現地調達。その現地調達が、雨でうまくいかないときもある。今日がそうだ。

　商人は彼らを気の毒に思って、首都に着くなりここへ連れてきてくれた、というわけだ。

（こんなことくり返していたら、いつか荒野でミイラになるわ！　今だってなりそうなの！）

　というのはいささか、大げさだった。人は一日絶食したぐらいでは死なない。

　店内には、さまざまな料理の匂においが充満している。それが空からっぽの胃い袋ぶくろを刺激するのだ。

「お腹……へったー」

　と二度リュドミが呟いたとき、ドン、と巨大な円えん卓たくに料理が載った。

　目の前に置かれた『ガチョウの丸焼きカバブ』を見て、リュドミがぎょっとする。「美お味いしそう」というより、グロテスクに見えたからだ。しかしそれを給仕が上品にとりわけ、付け合わせの野菜と一つの皿に盛ると、なんとも食欲をそそる一品になった。

（お・い・し・そー！）

「いただきまーす！」

「ダメだ！」

「いけませんリュドミ！」

　キリルとアルカディがあわてて阻そ止しにでた。

　アルカディは皿を取りあげ、キリルはリュドミの身体を軽々と担かついで、椅子から遠ざける。

（うわぁぁぁん！　私の食物！）

　リュドミが皿に向かって手をのばした。目め尻じりに涙が溜たまっている。キリルに担がれたままだから、ひどく情けない格かつ好こうだ。












「肉はダメだ」

　とキリルはリュドミに囁ささやいた。

　すみません、とアルカディが商人に詫わびた。

「僕たちは菜さい食しよく主義なんです。肉と魚はちょっと」

「そうでしたか。ははは……まるで、聖地『レガトゥス』におわす、聖人のようですな」

　と彼は返し「野菜スープとパンを」と給仕に注文した。

「しかし、もったいない。このガチョウは絶品なんですよ」

　商人がリュドミの前で肉にかぶりつく。

（ああ……イジワル！）

「やっぱりうまい。……そういえば、レガトゥスの聖人・聖女様は、生なま臭ぐさ物ものを食べると、身が汚けがれて還げん俗ぞくしてしまうらしいですな。普通の男と女になってしまうとか」

「そうなんですか」

「おや、ご存じなかったんですか？」

　ええ、と平然と返すアルカディを見て、リュドミは呆あきれた。

（自分がその、生臭物一つで還俗する聖人じゃない……！）

　アルカディは容姿に似合わず、したたかな性格だ。ニッコリ笑って平然と噓うそをつく。

「噂うわさによると、聖人ってのは特殊な力をもっていて、軍の一個大隊すら敵かなわないそうです。十日ほど前にあった、ノブレス軍とメルカンテ軍の交戦の噂、聞きましたか？」

「いいえ、僕たちはその……危ない場所には近づかないようにしていたので。それで、なにがあったんです？」

「数万の兵士が睨にらみあっているなか『聖セントフューレン』を名乗る、三人の聖人・聖女が現われて、度ど胆ぎもを抜くような凄すさまじい力で、戦いに水をさしたそうですよ」

「度胆を抜く、ですか？」

「そう、戦車も武器も一瞬で破壊され、大地震が起き、両軍が睨みあう大地が、数十万キロメルトにわたって、割れたそうです。今もまだ交通手段が分断されているとか」

「それはすごい！　しかし、交通手段が途切れたとなると、みんな生活に困っているでしょう」

　アルカディは痛ましげな顔を見せた。

　リュドミがキリルの腕のなかで、口をパクパクさせる。

（自分が暴走したせいで、ああなったんじゃない！）

　そこへ、野菜スープとパンが到着した。

　キリルがようやく、リュドミの身体を解放する。

　温かいスープを目の前にしたとき、リュドミは本当に泣いていた。

（やっと、食べられるー！）

　本名リュドミラ・カリン。十六歳。聖地『レガトゥス』の聖女にして、先日、戦争を食い止めた聖フューレンの立役者。

　その役割は「ジャッジメント」。戦火を審判するものとして、神が選んだ少女だ。

　黒髪で元軍人、キリル・セロフは「粛しゆく正せい者しや」。罪人を裁く聖人だ。

　白金の髪をもつアルカディ・トルストシェインは「救きゆう済さい者しや」。罪人を救う聖人だ。ただし、「究極の救済は一切の消滅」という危険思想の持ち主なので、暴走すると大変なことになる。

　彼らに与えられた使命は「戦争を終決させること」。

　聖フューレンの武力介入で、一つの戦いが回避されたのはおよそ十日前。彼女たちは、その旨むねをノブレス国王とレガ教の教皇に報告するため、首都にやってきたのだった。

「いただきます！　いただきます！　いただきます！」

　キリルとアルカディと、奢ってくれた商人の顔を代わる代わる見ながら、リュドミラ・カリンは三回、食前の言葉を口にした。

　颯さつ爽そうとスプーンを手にする。と、素す早ばやくアルカディが、スープ皿をもちあげた。

　キリルは再びリュドミラの腰を軽々と担ぎ、テーブルから遠ざける。

「スープのなかに浮いているのは、細かく刻きざんだベーコンではありませんか？」

　とアルカディは給仕に訊いた。

「ちょっとぐらいいいじゃない！　食べる！　食べるったら食べる！」

　キリルの逞たくましい腕のなかで、リュドミラはスプーンをブンブンとふって暴れた。

「確認するまで、もうちょっと待て」

　キリルは暴れるリュドミラに囁いた。盗賊団を撃退したとき、彼の青い瞳は凍った海のように厳しかったが、リュドミラに対するときはやや違う。気難しい兄のような視線になるのだ。

「もう待てない！　ちょっとも待てない！」

「待てる」

「待てない！」

　キリルと押おし問もん答どうする。

　そのときのリュドミラはどこからどう見ても、聖女というより粗そ野やな少年そのものだった。
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　お腹が満たされると、リュドミラは自分の食べられない肉料理をもって、店の裏口へ向かった。首輪のない漆しつ黒こくの大型犬が一匹、じっと「伏せ」をして町並みを見つめている。

「オロ、お待ちどう！　お腹がへったでしょ？」

　リュドミラの姿を見た犬が、勢いよく立ちあがり、短い尻尾しつぽをふった。

　オロの手前でしゃがみこみ、肉料理の入ったアルミ容器を置く。

　オロはキリルの相棒で、ドーベルマン型のホムンクルスだ。

　ホムンクルスとは、おもに軍事用に造られた「人造生命体」のことをいう。知能が高く人語を理解するだけでなく、とても気立てがいい。

「お肉、美お味いしい？　オロ」

　皿に顔を突っこみながら、オロは「オン！」と元気よく吠ほえた。

「だよねー。ここの料理、首都メトロでもピカ一なんだって」

（お肉って、そんなに美味しいのかな？）

　リュドミラは生まれながらの聖女だ。肉も魚も食べたことがない。

（食べると堕おちるっていうけど、本当かしら？）

「先を越されたか」

「あ、キリル……」

　裏口に黒い痩そう身しんが立った。キリルだ。彼も手に皿をもっていた。

　キリルと、二皿目の肉料理を見て、オロが目を輝かせる。

　オロの手前に皿を置いたキリルは、壁に背中をくっつけて、懐ふところから黒い缶を取りだした。

　食べるか？　という仕し草ぐさで、その缶をリュドミラに差しだす。

　リュドミラは缶から紫むらさき色の包み紙のキャンディを一つ、とった。

　黒い缶には、大粒のキャンディがいっぱい入っているのだ。

『いくら食べても、なくならない魔法の飴あめ缶かん』とリュドミラは勝手に命名していた。

　あらゆる武器を自在に操る、「粛しゆく正せい者しや」キリル・セロフの必需品が、この飴缶なのだ。

（どう見てもただの飴缶なんだけど、『力』が解放されると、これが武器に変形するのよね）

　変へん幻げん自じ在ざいのブラックボックスを興きよう味み津しん々しんという顔つきで見つめつつ、飴を頰ほお張ばる。

「ねぇ、キリルは、大人になってから聖人になったんだよね？」

「そうだ」

　キリルは特別な聖人だ。

　ノブレスの中央軍特殊８８８部隊の出身で、戦地で聖戦の神に「聖せい痕こん」を穿うがたれたという。

　聖痕は聖人・聖女の証あかしのようなものだ。形は人それぞれだが、リュドミラもアルカディも他のものも、生まれたときから、聖痕をもっている。それが普通なのだ。

「じゃ、肉料理は食べたことがあるんだよね？」

　……ああ、とキリルは答えた。

「美味しいの？」

「そうだな。まぁ、料理の具合によっては不ま味ずくもなるが」

「今でも食べたいと思う？」

　そう尋たずねられて、キリルは束つかの間ま、黙だまりこんだ。

「食べたいというか……食べたことがある」

　ええ!?　とリュドミラが驚いた。

「還げん俗ぞくしなかったの!?」

「できなかった。食べたが、もどした。身体からだがうけつけなかった」

　今度はリュドミラが黙りこんだ。

　リュドミラもかつてはずっと「還俗したい」と思っていた。普通の女の子になって、普通に恋がしたかった。そんなありふれた自由に焦こがれていたのだ。

　還俗する方法は二つある。

　生なま臭ぐさ物ものを食べる。あるいは異性とキスをする。

　このどちらかで、聖人・聖女は堕ちて、ただの人間になるのだ。

　しかし、食べても吐はきもどすという想像はしたことがなかった。

（私も食べたら吐くのかしら？）

「キリルもその……還俗したかったの？」

　還俗するため、口にしたのではないか？　ふと、リュドミラは思った。

「そうだな」

「聖人になるのは、イヤだった？」

「……」

　キリルは答えなかった。代わりに「お前はどうなんだ？」と訊きいた。

「お前は今でも還俗したいのか？」

　うーん、とリュドミラは眉み間けんに皺しわを寄せて、考えこんだ。

　以前は「なにがなんでも還俗して、普通の恋がしたい！」と思っていた。ジャッジメントの使命は手に余ったし、天てん啓けいで縛しばられる人生はイヤだったのだ。

　今は少し違う気がする。

　ジャッジメントの力を使って、戦争を一日も早く終わらせる。

　それが当面の目標になっていた。

　戦争が終わったあとしたいことが、見つかったからだ。

「還俗して、あのフェルナンドとかいう男と結婚したいのか？」

　キリルがその名を口にして、リュドミラはどぎまぎした。

（どどどど……どうしてフェルナンドの名前が、そうすらっ……と口からでてくるかな？）

　脳のう裏りに、旅先でであった美しい紫むらさきの瞳の青年の顔が浮かびあがってきた。

　あやつり人形の旅芸人で、リュドミラにとても優しくしてくれた青年だ。

　――戦争が終わって、平和になったら……一緒に旅をしよう。

　これが、リュドミラが男性と初めて交わした約束だ。

　この約束を果たすため、一日も早く戦争を終わらせたいのだ。

「けけ、結婚なんて考えてないわ。でも一緒に旅をして、あやつり人形の人形劇がしたいの」

　リュドミラは真っ赤になった顔を隠すように俯うつむいた。

　オロが食事をやめた。骨つきの肉片を銜くわえたまま、リュドミラを見つめる。オロの視線に気づいているのかいないのか、リュドミラは指先で地面に「[image: ]」を描きだした。

「フェルナンドと一緒にいると、なんていうか……生きてきてよかったなぁって思うの」

「……あの男はやめたほうがいい。俺の直感だが」

　キリルが呟つぶやいた。水をさされたリュドミラが、ムッとして顔をあげる。

「キリルはどの男の人でもダメだって言うでしょ？」

「今はな。『ジャッジメント』に還俗されると、こっちが困るからな」

「戦争が終わったら、文もん句くはないでしょ？」

「あの男はやめておけ」

「どうして？」

「きな臭くさい」

　ふたたびリュドミラは口を尖とがらせた。

「人形師のどこがきな臭いのよ？　きな臭いのはキリルのほうでしょ？」

　リュドミラは徐々にムキになってきた。

　そのリュドミラの様子を見て、キリルは「こりゃダメだ」とばかりに裏口の扉に手をかけた。

「ちょっとキリル！　どうしてそう思うのよ!?」

　リュドミラの言葉が、店に戻ろうとするキリルを追いかける。

「なんとなく。あの男ならまだ俺のほうがマシだ……」

　キリルは、はっとしたように、口を閉ざした。

「どういう意味？」

　とリュドミラが訊きかえす。

「……そういう意味じゃない」

「なら、どういう意味よ？　今のって『告白』っぽかったんだけれど？」

「バカ……違う！　俺のほうが正体がはっきりしているって意味だ！」

　キリルが露ろ骨こつに焦あせる。

　ポロッとオロの口元から、骨つき肉がおちた。

「誤ご解かいするな、オロまで！　本当に違うからな！」

（キリルの狼狽うろたえた顔って、初めて見たわ。この手の話はすっごく苦手そう）

　とリュドミラが感じたときだった。

　急に店のなかが騒がしくなった。と、同時に裏口に複数の警官がやってくる。

「そこを動くな！　両手を壁につけろ！」

　武器を突きつけられて、リュドミラは顔色をかえた。キリルも一瞬にして剣けん呑のんな表情になる。

「な、なに？」

「さっさとしろ！」

　怒ど鳴なられて、とりあえず言われたとおりに壁に手をついた。キリルも渋しぶ々しぶ従う。彼のことだから反撃できなくもなかったろうが、公こう僕ぼく相手に、事を荒立てる気がなかったらしい。

　警官は慣れた手つきで、リュドミラとキリルの両手に手て錠じようをかけた。

「へ？」

　リュドミラ、手錠を見つめて呆ぼう然ぜんとする。

　アルカディと商人が、縄なわで拘こう束そくされた状態で店からでてきた。商人は汗をダラダラ掻いていたが、アルカディは涼しい顔つきだ。

「全員、さっさと車に乗れ！」

　オロだけ残して、一同が連行された場所は、町外れの「留りゆう置ち所じよ」だった。

　商人は尋じん問もん室しつに、リュドミラたちは半地下に造られた、殺風景な一室に押しこめられた。

　ギギィーガッタン！

　気味の悪い音をたてて、錆さびた鉄てつ格ごう子しがリュドミラの目の前で閉まった。

「ええー！　どうしてこうなるのかわからない！」

　鉄格子を両手でつかみ、リュドミラは混乱していた。

（マントも鞄かばんも没ぼつ収しゆう!?　あのなかにはフェルナンドに渡す人形と、大事な鬘ウイツグが入っていたのに！）

　それらはリュドミラが命の次に大事にしている品だった。幌ほろ馬車のなかで一いつ生しよう懸けん命めい作った、女の子のあやつり人形と、自前の髪でつくった鬘だ。

「なんで!?　どうして!?　私たち、なにも悪いことはやってないよ！」

「それが、そうでもないらしくて」

　とアルカディはリュドミラの背後から、声をかけた。

　リュドミラが美声の主を振りかえると、アルカディはやや当惑した声で言った。

「あの商人、どうも違法薬物の密みつ輸ゆも手がけていたらしく……」

　最後まで商人と一緒にいたのはアルカディだった。

　彼は警官が店に押し入ってきたとき、罪状を読みあげるのを聞いていたのだ。

「キリルが守った商品のなかに、その違法薬物があったんです。我々は知らず知らず、密輸に手を貸してしまったわけです」

　リュドミラたちは、薬物法違反の共きよう謀ぼう犯はんに問われているらしい。

「それなら、俺だけ逮捕すればいい」

　とキリルは言った。商品を守ったのはキリルで、リュドミラたちは手を貸していないからだ。

「そういうわけにはいかないわ！　私たち、三人ひと組だもの」

　リュドミラは「それが仲間だ」と言わんばかりに反論した。

「それが、そういうわけにもいかないんです」

　アルカディは仲間意識以外で反論した。

「その非合法な薬で手に入れたお金で、僕たち豪勢な食事をしましたから」

「違法取得金使用罪か……」

　とキリル。リュドミラは知らなかったが、ノブレスにはそういう法律があるらしい。

　違法なことで手に入れたお金は、使うことも犯罪なのだ。

　そうこうしているうちに、太っ腹の商人が尋問室から戻ってきた。

「いやぁ、申し訳ない申し訳ない。とんだことに巻きこんでしまって……」

　悪わる怯びれもせず、商人は笑った。

（笑い事じゃないでしょう！）

　リュドミラは腹を立てたが、商人はこう説明した。

「運んでいるのは、神経痛に効くメルカンテ産の生しよう薬やくなんですよ。メルカンテと開戦する前は合法だったんですがね。その薬がなくなると、それはそれは困る病人がいるわけで……」

　わかってくれ、というように商人は肩をすくめた。

「とはいえ、みなさんに迷惑をかけるとは……いえ、そのうち、うちの店たな子こが保釈金をもってきますから。大丈夫大丈夫」

「そのうちっていつ？」

　リュドミラが不安そうに尋ねる。

「明日の朝には」

「じゃ、今夜はここで寝るの!?」

　野宿には慣れたが、鉄格子のなかは初体験だ。

　ふと見れば、キリルは早くも粗そ末まつなベッドに寝転がっていた。

（まるで自分の部屋みたいに、寛くつろいでいるように見えるんだけど？）

　アルカディは、腕を組んで壁にもたれかかり「しょうがないな」という顔だ。

　慣れている、慣れていない、慣れている……。

　リュドミラは一人一人の顔を見て、奇き妙みようなことを呟きだした。

　商人はどう見ても、この事態に慣れていた。よくあることなのだろう。

　キリルは……慣れすぎかもしれない。元軍人の過去は詮せん索さくしないほうがよさそうだ。

（アルカディは……そうか、彼が一番ベテランだったわ）

　懲役１６８年の永久犯罪者。

　リュドミラも詳くわしい経緯は知らない。彼の腕にある犯罪者の焼印を見たことがある程度だ。

　彼はある事件の犯人として、聖セントフューレンに任命されるまで、ずっと投獄されていたのだ。

「大丈夫ですよ、リュドミ。鉄格子のなかは荒野より安全です」

　アルカディが不安げなリュドミラに言う。

「そうだ。雨も風も夜盗も防げる」

　とキリルが付け足す。

（フォローになっていないのよ、二人とも！）

　そのときだ。

　カツーン、カツーンと廊下に甲かん高だかい音が響いた。固い……金属の杖つえかなにかをつく音だ。

　やがて、豪華な衣い裳しようを身に纏まとった大貴族が、鉄格子の前に立つ。

　手にしているのは、宝石が散りばめられたブロンズの杖だった。

　頭には房飾りのたくさんついた、大きな帽子を乗せている。

　黒い髪より、整った逆三角形のあご髭ひげが印象的だった。

　細身だが、鋼はがねのような印象のする身体。鳶とび色の細長い瞳。鷲わしか鷹たかを連想してしまう瞳だ。

　キリルがチラッと、その大貴族を盗み見た。

　アルカディは凍ったような視線に、冷笑を浮かべた。

「お初にお目にかかります。リュドミラ・カリン様」

　彼は杖を床に置くと、膝ひざをついた。

「我は貴族国家『ノブレス・シテ』、首都執政官メトロミニストル、ルネ・ベルトランにございます」

　仰ぎよう天てんしたのは商人だった。

「ノブレスの陰の国王……！」

（陰の国王？）

　リュドミラは目を見開く商人と、平へい伏ふくする大貴族を交互に見つめた。

「法王宮からの急使にございます。メルシエ二世教皇聖下、ご体調思わしくなく、リュドミラ様に火急、お越しいただきたいとのことにございます」

　言葉が難しくて、リュドミラはすぐに理解できなかった。

　首をひねっている間に、鉄格子がひらく。

「リュドミ、行っておいで。教皇聖下はずっと病床にあるときく。君に会いたがっているんだよ」

　と丁寧に説明してくれたのはアルカディだった。

　どうぞ、と二人の門番が慇いん懃ぎんにリュドミラを外へ案内した。ついさっき、リュドミラを牢屋にたたき込んだ二人だから、なんとも皮肉だ。












「私だけ？　キリルとアルカディは？」

　リュドミラは狼狽うろたえて尋ねた。

「お呼びなのは、リュドミラ様だけにございますれば……」

　自分だけ解放されることに、リュドミラは動揺した。一人にされるのは心細い。いつも三人で行動していたし、教皇聖下に単独で会うのも不安だった。

　ガシャン……無情にも、リュドミラだけを解放し、牢獄の門が閉められる。

　キリルは抗議するどころか、動く様子もなかった。

　アルカディもだ。逆に、彼の美しい顔を見て、ベルトランが「ふん」と一つ、鼻をならしたことも、リュドミラをおののかせた。

「どうぞ、リュドミラ様」

　ベルトランは腰を少し折り、仰ぎよう々ぎようしくまっすぐ手を差しだした。

（この手に摑つかまるのかな？）

　訳もわからず、リュドミラはそっとベルトランの手に手を重ねた。

「光栄にございます」

　彼はそう呟き、リュドミラを留置所からノブレス王宮へと誘いざなったのだった。
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「あの……教皇聖下に会うのではなかったのですか？」

　王宮のだだっ広い中庭を横目に、リュドミラはルネ・ベルトランに尋ねた。

　美しい庭だった。回廊の白はく亜あの列柱に仕切られた、植物園のようだ。植え込みはどれも測ったようにサイズが決められていて、芝生しばふの長さすら均一だ。枯かれた花は一つもない。たくさんの庭師がこの状態を維持するため働いているに違いない。

「さようでございます。しかしながら、まずは王宮で沐もく浴よくとお召めし替かえを」

（た……たしかに、この格好じゃ……）

　旅の巡礼者姿も、このひと月ほどで板についていた。いや、つきすぎていた。今や、「さすらいの旅少年」みたいだ。

　客観的に自分の姿を振りかえって、リュドミラは恥はずかしくなってきた。

　ここは貴族国家『ノブレス・シテ』の中ちゆう枢すう。大理石の廊下は塵ちり一つなく、白亜の列柱は整然とならび、垣根を彩いろどる花さえも輝いている。埃ほこりっぽいのはリュドミラだけだ。

　ルネ・ベルトランは、長く広い回廊を歩きながら、こう言った。

「港町『パロス・ヴィレ』でのご活躍、我は感服いたしました。リュドミラ様」

　お世辞ではなかったのだろう。彼の声も視線も、小さな聖女を讃たたえている。

　ノブレス軍とメルカンテ軍、数万の軍勢を仲裁した『聖フューレン』の活躍を言っているのだ。

「あの、みんなもう知っているのでしょうか？　私はそのことを国王陛下と教皇聖下にご報告にきたのですが」

「軍の情報部が翌日には報しらせを……」

　なんだ、とリュドミラは拍ひよう子し抜ぬけした。自分たちが商人の幌馬車に便乗してまで、報告に戻る必要はなかったのだ。

「慣れぬ旅でお疲れでしょう。ご一報くだされば、神輿みこしを担いでお迎えにあがりましたものを」

（……全然、気づかなかったわ。そういう帰り方もあったのね）

　リュドミラはどっと疲れがでてきた。その手段で帰ったら「お腹へったー！」を連発することもなかったに違いない。

　しかしアルカディもキリルも、軍経由で迎えを頼めることなど、一言も言わなかった。

　知らなかったのだろうか？

（ううん。たぶん、イヤだったのね。キリルは元軍人だけど軍嫌いだし、アルカディも色々と訳アリだから）

「しかし驚きました。三人の巡礼者がノブレス首都に入ったと報告があった直後、別の情報網から投獄されたと聞きましたもので」

　急いで馳はせ参じました次第で……とベルトランは言って、ほんの少し笑った。

　とても不器用な笑みに見えた。あまり笑わない人が、無理して愛あい想そ笑いをした感じだ。

　あの、とリュドミラは訊いた。

「キリルとアルカディは？」

「あの二人ならば、ご心配には及およびません。というより、リュドミラ様が気にかけるほどのものではございません。さぁ、こちらでご用意を」

（なんて？）

　ベルトランの言葉にひっかかりを感じた。だが、問いかえす間もなく、ベルトランは金の縁ふち取どりがなされた扉の前で立ち止まった。扉についていた侍従が、そつのない仕草で扉を開ける。

　ベルトランは入室せず、ただ一礼した。

　リュドミラは一歩、部屋のなかに入った。静かに背後で扉が閉まる音がする。

「おおおお……おおお……お待ち……して……」

　甲高い女性の声に、リュドミラは思わず一歩、退いた。ドン、と背中に扉が当たる。

　目の前に、侍女の格好をした一人の女性が、顔を絨じゆう毯たんにすり付けて、平伏していた。

（な……なに？）

　ものすごく緊張しているのが伝わってきて、リュドミラまで緊張する。

「わわわたくしは……このたたたたび、聖女リュド、リュド……リュロっ！　いったぁ……」

　その侍女が、口に手を当てて顔をあげた。思いっきり、舌したをかんだらしい。

　目鼻立ちがすっきり整った、愛らしい女性だった。歳はリュドミラの二、三歳上だろうか。

　薄い茶色の髪はクルクルにカールしていて、白はく磁じの肌にはピンクのチークと紅をさしている。

　庭園に咲いている小さな薔ば薇らのような印象だった。

　オレンジのドレスに白いエプロンがついた、メイド服がとてもよく似合っている。

（さすが王宮勤めの侍女ね。爪の先まで研みがかれている。貴族のお嬢様なのかもしれないわ）

　地方貴族の娘のなかには、「花嫁修業」と称して王宮へあがる娘がいる。

　そこで、首都の大貴族と出会い、恋におちれば「玉の輿」だからだ。

「大丈夫？」

　リュドミラは侍女に近寄り、すっとしゃがみこんだ。見たままを表現すると、「お嬢様と下男の息子」みたいな図だ。

　ひっ、と一声、侍女は背後にとびすさった。

「そんなに怖がらないで……なにもしないわ」

　とリュドミラはつとめて明るく声をかけた。

「すみません。すみません。すみません！」

　再び平伏しようとする侍女に「緊張しないで」とリュドミラはほほ笑みかけた。

「私の名前はリュドミラ・カリンよ。十六歳。あなたと同じ女の子よ」

「そそそ……そんな！　同じじゃありません！　聖女様は私なんかより、うんとうんと……うーんと偉い方です！」

　侍女の、オレンジ色のドレスの胸元から、小さなペンダントがのぞいた。

（聖地『レガトゥス』の紋章だわ。彼女、レガ教徒なのね）

　聖戦を象徴する剣。浄化を意味する太陽。そして正しい審判を表す天てん秤びん。

　この三つを組合わせたシンボルは、レガトゥスの紋章なのだ。ノブレスの国民はほとんどがレガ信徒だから、こういったペンダントを肌身離さずもっているものも多い。

　彼女はきっと熱心な教徒なのだろう。リュドミラを神聖化しすぎて、パニックになりかけている。

（私ってそんなに偉いのかしら？）

　本人に自覚が欠けているようだが、紛まぎれもなく彼女は偉かった。

　レガ教の法典にはこうある。

　聖女――天啓と聖痕によってもたらされる、神の代理人。人の子であり、人の子でないもの。その言葉は神の言葉。人は畏い敬けいの念をもってその御言葉を拝し、決して逆らうことなかれ。

　これが「聖女」であり、リュドミラ・カリンの立場だったのだ。
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　オレンジのメイド服がよく似合う彼女は、ジョセフィーヌと名乗った。地方貴族の三女で、花嫁修業中だそうだ。

「ジョセフィーヌは素敵な巻き毛をしているのね。お人形みたいよ」

　と言うと、彼女は真っ赤になって「恐れ多い！」と呟いた。

　まだ、リュドミラと視線をあわせてくれない。

　上着のボタンを外してくれるのだが、指先が震えている。

　絶対、粗そ相そうがないようにとベルトランに念押しされたらしく、ジョセフィーヌの緊張はなかなか解ほぐれなかった。

　下着のチュニック一枚になると、リュドミラは宮廷風の風呂に導かれた。沐もく浴よくと聞いていたから、どこかに泉があるのかと思っていたが、でてきたのは純金製のバスタブだった。

（それも、花びらが浮いている……）

　いい香りがした。赤とピンクとオレンジの花びらが、湯の表面を埋めつくしている。

（これは、夢にまでみた王女様の入浴！）

　リュドミラは「きゃぁぁぁ[image: ]」と叫ぶと、とっとと下着を脱いだ。

　背後でジョセフィーヌがぎょっとしているのにも気づかず、ドボーンとお湯に飛びこむ。

「気持ちいい！」

　ザッバーン、とお湯がこぼれる。

「私、こんなお風呂に入ったの、生まれて初めて！」

　と言うと、ジョセフィーヌは愛情深い姉のような顔をした。

　リュドミラの素行が野生児のようで、余計な緊張がふっとんでしまったらしい。

　はーっと大きく息を吸うと、リュドミラは頭から花の湯のなかに沈しずんだ。

　そのまま、リュドミラは長いこと花びらの下からでてこなかった。

「あの、リュドミラ様……リュドミラ様!?」

　ジョセフィーヌが大あわてで金のバスタブに近づく。

　ザバーン！　とリュドミラが出現。

　驚いたジョセフィーヌは「ひっ」と一声、後ろへひっくり返った。

「ご、ごめん！　驚かせちゃった？」

　クスクスクス……とジョセフィーヌが笑ったのはこのときだった。リュドミラも笑った。

　二人の笑い声が、浴室に響き渡った。
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「その巻き毛はどうやって手入れをするの？　すごく大変そうね」

　髪を優しく洗ってくれるジョセフィーヌに、リュドミラは訊いた。

「そんな……みんなやっていることですわ。専用の筒つつに巻きつけて、櫛くしで整えて……」

　髪を巻きつけたまま高い枕まくらで眠るらしい。これをノブレスの大抵の乙女はやっているらしいから、リュドミラは驚いた。

「リュドミラ様の御お髪ぐしは……すす、素敵な黒い……ええっと」

　黒い短髪をどう誉ほめようか戸惑っているジョセフィーヌを見て、リュドミラは笑った。

「ああ、これは染めているの。本当の色はガーネットよ。戦地では男の子のフリをしたほうが安全だから、切って染めたの。でも安物の染め粉しかなくて、バサバサになっちゃったの」

「まぁ！　お労いたわしいこと。あの、元通りにしてもよろしいのでしょうか？」

　リュドミラが「そんなことできるの!?」と驚くと、ジョセフィーヌは、髪の色を元に戻すことができる薬液をもってきた。

　丁寧にそれを塗りつけ、痛めないように黒い染め粉を落としてくれる。

　リュドミラは神に感謝するかのように、ジョセフィーヌに感謝した。

　戦地では安全第一だから、少年の容姿もいたしかたない。だが、ノブレスの王宮では、やはり見栄えは重要だ。ジョセフィーヌを見ていると、自然とそう思えてくる。

　髪の色を元に戻すと、つぎにジョセフィーヌはリュドミラの背中を流してくれた。

　背中の真ん中を、スポンジが何度も行き来する感触に、リュドミラはこう言った。

「背中のそれは痣あざなの。だから洗ってもとれないわ」

「でも……その、動いているようなのですが」

　小指の爪を二枚くっつけたような痣は、一対の翼のような形をしていた。片方は黒く、片方は輪りん郭かく線せんだけ黒くはっきりしていて、中は肌色だ。ジョセフィーヌがスポンジをあてると、わずかに向きをかえる。だが、こすってもとれない。

　ジョセフィーヌが手をとめて、じっとその痣の動きを見つめた。

「ピ……ピクピクしてますわ、リュドミラ様」

「パタパタじゃない？」

「ええ。そうです。パタパタ羽は撃ばたいています。なんだか可愛いです。とても」

「そう？　それは私の聖痕なの」

　えっ、と一声、ジョセフィーヌはスポンジを落とした。

「聖痕は、神がつけた印よ。信仰心のないものには見えないわ。それが見えるということは、ジョセフィーヌは本当に熱心なレガ教徒なのね」

「私……私、なんと恐れ多いことを！　て、天罰がくだりますわ！」

「べつに恐ろしくはないわ。私も小さい頃、掻きむしって取ろうとしたの。それがなければ、普通の女の子になれると思って。やるだけ無駄だったわ」

　どれだけこすっても消えないことは実験済みだった。「ジャッジメント」の聖痕は、彼女が生まれたときからそこにあり、一生、そこにあるものなのだ。

「リュドミラ様は……普通の女性になりたいのですか？」

　恐る恐る、ジョセフィーヌは尋ねた。

「うん。戦争が終わって、神に与えられた使命を果たしたらね。還俗して……旅にでるの」

　バスタブの縁に両りよう肘ひじをのせジョセフィーヌに向き合うと、リュドミラは楽しそうに語った。

「旅ですか？」

「うん。人形劇をしながら、世界中を回るの」

「お一人でですか？」

「ううん。フェルナンドと二人で」

「フェルナンド……？」

「旅先で出会った旅芸人よ。あなたと同じ色の髪をした、男の人」

　ジョセフィーヌは絶句した。まさか、神聖なる聖女の口から「還俗して男と旅にでる」というセリフがでるとは、思っていなかったのだろう。

「とても優しい人なの。それからあやつり人形が上手なの！」

　リュドミラは銀緑色シルバーグリーンの瞳を輝かせて話しだした。

　同性の相談役に恵まれなかったリュドミラは、彼女の姉のような雰囲気に好感をもっていた。

　しかも彼女は聞き上手だった。相づちをうつだけでなく、話を上手につぎに繋げてくれる。

「では、旅はフェルナンド様から誘われたのですか？」

「そうよ。彼が『一緒に行かないか？』って」

「それはその……プロポーズではないのですか？」

「プロポーズ!?　そうじゃないわ。旅に誘われただけよ」

　と言いつつ、リュドミラの頰は蒸じよう気きした。

「いやまさか……ふふふ……プロポーズだなんて大おお袈げ裟さな……ありえないわ」

　独りでニヤニヤする。そこへ急せかすようなノックの音が響いてきた。

　ジョセフィーヌの顔つきが変わる。

「いけない。お早くお支し度たくを」

　もっとフェルナンドの話をしていたいところだが、そうもいかないらしい。

　別室には、見慣れた聖女の「聖衣ダルマチカ」が用意されていた。

　純白の尼に僧そう服ふくで、背中にレガトゥスの紋章が刻きざまれたものだ。

　金糸を折りこんだベルトをし、いささか背の高い聖帽ミトルをかぶる。

　リュドミラの足にあわせた靴ブーツも用意されていた。レガトゥスでは通常素足で過ごすのだが、ここは首都だ。靴は必需品だった。

　支度ができた直後、ベルトランが姿を見せた。

「お急ぎくださいませ」

　ベルトランの口調は固かった。

　よくない空気を感じて、リュドミラの顔からも笑顔が消えた。

「法王宮までご案内いたします」

　恭うやうやしく手を差しだすベルトランに促うながされて、リュドミラは教皇メルシエ二世がおわすという法王宮へ向かった。

　法王宮は王宮に隣接していて、一本の廊下でつながっているらしい。

　ジョセフィーヌはリュドミラの背後に従って歩いていたが、法王宮には入れないのか、手前で一礼してリュドミラを見送った。

　ベルトランと二人きりになり、いささか不安になる。

　法王宮の廊下は青い石でできていた。一歩入ると、王宮とは違う静せい謐ひつな雰囲気に圧倒される。

　壁には巨大な宗教画が、美術館のように飾ってある。天井は一面、ステンドグラスだ。

　装飾品は水晶を使ったものが多い。聖地『レガトゥス』が、水晶でできた浮ふ遊ゆう城じよう塞さいだからだろうか？　ところどころにレガトゥスを感じさせるものがあった。

　法王宮のあちこちには、豪華なケープを纏まとった大司教たちがいた。

　三角形の聖帽をかぶり、祈りの言葉を唱えている。

　ベルトランに誘いざなわれた聖女の姿を見るや、彼らはすぐさま青い廊下に平伏した。

　帽子を手に取り、胸に手をあてる。

「聖女様だ……」

　通りすぎれば、追いすがってきそうな大司教たちの視線に、リュドミラは戸惑った。

　切せつ羽ぱ詰つまった眼差しが、背中に痛い。

　青い廊下を突き当たりまで歩き、階段をのぼり、首都を一望できる渡り廊下を歩いた。

　はたと足をとめる。眼下の広場に集う、何千、何万という市民たちの姿を見たからだ。

　人々は手にレガトゥスの紋章を象かたどったペンダントをもっていた。

　立っているものもいるが、膝をついて祈っているものも多い。

「メルシエ二世聖下の安否を気遣う、レガ教の信者たちです」

　ベルトランが説明した。リュドミラの顔が不安で歪ゆがむ。

「教皇聖下はそんなにお悪いのですか？」

　ベルトランは答えず、「こちらへ」という仕草でリュドミラを導いた。

　法王宮の別棟へやってきた。教皇の私邸だ。豪華な装飾品や絵画などはなく、ありふれた首都の風景画と、野の花が生けられた花瓶が飾られていた。

　教皇が華美を好まない人物だということが、それだけでよく伝わってくる。

　樫かしの木の大きな扉の前で、ベルトランは立ち止まった。

　軽くノックすると、扉は内からひらいた。

「来たか……おてんば聖女」

「モ、モス枢すう機き卿きよう！」

　でてきたのは、杖をついた小柄な老人だった。御おん歳とし百三歳。聖地『レガトゥス』の管理を任されている、最高齢の聖職者だ。

　リュドミラは涙がでるほどホッとした。緊きん迫ぱくする雰囲気に気け圧おされていたらしい。

　モス枢機卿はリュドミラの父親的な存在だ。幼い頃レガトゥスに引き取られた聖人・聖女たちの多くは、彼を肉親のように慕い、頼っている。厳しく愛情深い人なのだ。

「しっ……静かに。なかにお入り」

　再会の挨あい拶さつもなく、モス枢機卿はリュドミラをなかに招いた。

　ともに入ろうとするベルトランの手前で、トンと杖をたてる。

　ベルトランがモス枢機卿を見下ろした。

　モス枢機卿は、その視線をうけた。いや、跳はねかえした。

　ベルトランが一歩さがる。と同時に、扉はパタンとしまった。

（なんか、今、すごいものを見た気がするわ）

　呆あつ気けにとられているリュドミラを連れ、モス枢機卿は部屋の奥にしつらえられた天てん蓋がいつきのベッドに向かった。

　周囲には、数人の大司教クラスの聖職者の姿がある。

　リュドミラが近寄ると、彼らは身を退いて、部屋の片隅に集まった。

　モス枢機卿はベッドに近寄り、一礼して小さな声で呼びかけた。

「聖下、聖女リュドミラ・カリンがまいりました」

　モス枢機卿が、リュドミラを手招く。

　リュドミラはそっとベッドのなかを覗のぞきこんだ。

　そこには、丸い顔の一人の老人がいた。

（教皇メルシエ二世聖下……）

　モス枢機卿を見慣れているからか、それほど老いているとは思わなかった。事実、彼はモス枢機卿よりずっと若いに違いない。

　一、二度、レガトゥスを表敬訪問した彼を、遠目で見たことがある。

（でも、もっと丸々としたイメージだったわ。ちょっと太くて、まん丸い顔に丸いメガネをかけていたの）

　すでに生気のない白い顔には、そのときの面おも影かげはない。

「あの……初めまして聖下。リュドミラ・カリンです」

　ちょっとおどおどしながら声をかける。すると白い丸顔の老人は、力なく瞳を開けた。

　目ま蓋ぶたから現われた瞳は、薄い紫色だった。

（フェルナンドと同じ瞳の色だわ）

　ふと、そう思い、不思議な親近感を覚える。

　紫色の瞳は美しく……そしてはかなくリュドミラの目に映った。

　紫水晶アメジストは日差しのなかにあると、徐々に色いろ褪あせ、やがて色を失う。それと同じように、薄い紫の瞳は、今にも無色透明なものに変わってしまいそうだったのだ。

「聖下、元気をだしてください」

　リュドミラがそう言うと、教皇は瞳だけで笑った。

「貴女に……ぜひ……私の嘆たん願がんを……」

　苦しげな声が、とぎれとぎれに聞こえた。

　リュドミラはモス枢機卿に指示されて、教皇の枕元に耳を近づけた。

「どうか、この国と……幼き国王をお守りください」

（ノブレスと、幼き国王？）

　言葉はそれが最初で、最後だった。

　丸い顔の老人は、そのまま眠りについた。

　しばらく時間がとまる。医師が脈を確かめ、静かに頭を横にふる。

　一人の聖職者が部屋から駆けだし、一人が啜すすり泣きはじめると、みなが一いつ斉せいに泣き伏した。

　ガラーンガラーン。

　近くで鐘が鳴り響く。弔とむらいの鐘だ。

　リュドミラは遠い目をして、天井を見あげた。

　教皇メルシエ二世の魂が現世を離れたことを、彼女は独自の感性で察知した。

（煉れん獄ごくの扉がひらくわ）

　煉獄……それは天国と地獄の狭はざ間まだ。死者はそこで、生前の行いを神にジャッジされる。

（不思議。痛みはなにも感じないわ。でもとても切ない気分だわ。大きな心配事があるのね）

　煉獄の扉がひらく瞬間、リュドミラは死者と共鳴を起こす。痛みや想いを共感するのだ。

　これは神が彼女に授けた、一つの能力だった。

　――どうか、この国と……幼き国王をお守りください。

　とても強い、その思いがリュドミラの胸に突きささった。

（くっ……胸が苦しい）

　あまりに強い思念で、リュドミラは胸を押さえて、うずくまった。

（泣かないで……聖下）

　リュドミラは心のうちで語った。

（私、できるだけのことをするから。ノブレスと、国王陛下のために……貴方の代わりに、できるだけのことをするから……）

「神よ、万人に優しく、小さきものを愛する清き魂を、どうか天界へお導きください」

　リュドミラは手を胸にあてて、祈った。

　その直後だった。ざわっ、と周囲が騒いだ。

　はっとしてリュドミラが顔をあげると、ベッドの真上に光がさしていた。それは、雲から顔をだした一条の陽光のようにも見えたし、光る糸がおりてきたかのようにも見えた。

　どちらにせよ、天井に穴が空いているわけではないから、不思議なことに間違いはない。

　光はやがて明るいシャンデリアのように拡散した。

「これはなんとしたことか……」

　とモス枢機卿が驚いて、二、三歩後ずさる。

「猊げい下か、見えないの？　『天門』が開いているのよ」

　ほら、というようにリュドミラは天井を指した。

　リュドミラには、光のなかに天窓のようなものが見えていた。そこから光が溢あふれているのだ。

「煉獄で『判決』がでたのよ。聖下はこれから天界へ行くの」

　光る花が降ってきた。雪の結晶のように見えるが、冷たくはない。

　リュドミラは花を両手で受けとめるような仕草をした。

　その姿は、光に包まれた聖女そのものだった。

　神々しくて、恐れ多くて近づくことすらできない。

　バサッと鳥が羽撃くような音が、リュドミラの耳に届く。

　光のなかに見えたのは、白と黒の翼だった。

（天窓の向こうに誰かいるわ。あれは……誰？）

　眩まぶしくてよく見えない。力強く羽撃く、羽の音ばかりが耳に残る。

　光の花に交じって、白と黒の鳥の羽が舞う。

　――励はげめよ、我が分身――

　頭に響く声を聞いて、リュドミラが口を大きくひらいた。

「え!?　ええっ！」

　その声があまりに臨りん終じゆうの場にふさわしくなく、さすがにモス枢機卿が諫いさめる。

「聖女リュドミラ、場をわきまえなさい」

「だって猊下！　あれ！　ほら！　本当にいる！」

　いるよいるよ！　とリュドミラが叫ぶ。

　だが、そこに誰がどんな姿でいたのか、目にできた聖職者はいなかった。

（神様がいた！　初めて見た！）

　聖女として生を受けて十六年。聖地『レガトゥス』ですら見たことがない姿を、彼女はほんの一瞬、垣かい間ま見た。そして彼女ははじめてその耳で「天啓」を聞いた。

　――励めよ、我が分身。

　それは「お告げ」というより、激励のように聞こえたのだった。
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　教皇の崩ほう御ぎよに立ち合ったのは、数人の聖職者だけだったのに、一時間後には、法王宮全体に「奇跡」の話が広がっていた。

　臨終のそのとき、聖女の祈りで天門がひらいた。

　光の欠けらが花はな吹雪ふぶきのように降り、聖女はそのなかでほほ笑んでいた。

（私、笑っていたかしら？）

　という当人の疑問はさておき、この噂はやがて広場にひしめく、レガ教徒の耳に届く。

「聖地『レガトゥス』の聖女様が、今、法王宮にいらっしゃるそうだ！」

「絶世の美女で、指先がこう天を指すと、光が降ってきたらしい」

「そこにいた大司教様がたが、一様に十歳ほど若返ったとか」

「すごい。ここにいたら、おいらの持病も治るかな？」

「ああ、治る治る。治るに決まっている！」

　噂というものはこんなものだ。そこに数万人の信徒がいれば、噂は何百とおりも出来上がる。

　もはやどれが本当で、どれがウソか、誰にもわからなくなるのだ。

「いやはや……聖女リュドミラ様は、大人気ですな」

　数時間後、王宮に戻ったリュドミラを待っていたのは、執政官ルネ・ベルトランだった。

　彼は不ふ興きようを隠さなかった。

　法王宮に連れていってくれたときは、礼儀正しい貴族の男性に思えたが、帰ってきてみれば態度がガラリと違う。

（私、なにか失礼なことをしたかしら？）

「今は戦時下。聖女信仰よりも、愛国精神を高めたいところなのに……ったく」

　つまり彼は、リュドミラの人気があがったことが、気に入らないのだった。

　人々の関心が、自分や、メルカンテとの戦争から離れていくことを懸け念ねんしているのだ。

「もうこの辺りでよろしいでしょう。リュドミラ様のお役目は終わりました。明朝、聖地『レガトゥス』へご帰還ください。人目については大変でしょうから、目立たぬ馬車を用意させていただきます」

　さっさと帰れ、と言われている気がした。

「あの……でも、キリルとアルカディは？」

「天啓をうけ聖地をでた聖フューレンは、国境における戦争の一つを終決させました。よって、聖フューレンはこれにて解散。あの二人の心配は無用です。リュドミラ様はどうぞ聖地にて安寧にお過ごしください」

　やはり「終わったから帰れ」と言われているとしか思えない。

　でも、とリュドミラは言いかえした。

「まだノブレスとメルカンテは戦争をつづけています。まだ帰るわけにはいかないんです」

　旅にでる前にうけた天啓は「戦争を終決させよ」というものだった。

　あれは、たった一つの戦いのことではなく、戦争全体を指していたように思うのだ。

　つまりそれは……とベルトランは訊きかえした。

「リュドミラ様は、ノブレスにお味方くださるということでしょうか？」

「？」

「戦争を終決させるために、聖フューレンが今後、ノブレス軍に協力してくれるというのなら、話は違ってきます」

　ベルトランが目を細めた。リュドミラに近づき、こう囁く。

「聖フューレンが絶大なる力をもっていることは、周知の事実となりました。あなたがたがノブレスの後うしろ盾だてになってくれれば、鬼に金棒。メルカンテは臆おく病びよう風かぜにふかれて、さっさと白旗をあげてくるに違いありません」

　待ってください、とリュドミラはあわてた。

「た、たしかに聖地『レガトゥス』はノブレスの国土にあります。でもレガトゥスは絶対聖域で、政治には不ふ干かん渉しようです！　どちらかの軍の味方なんて……」

「そんなことを言っていると、戦争はいつまでたっても終わりませぬぞ」

　ベルトランは即座に反論した。ぷいっ、とそっけなく踵きびすを返す。

「そもそもこの戦争は、自由主義国『メルカンテ』がふっかけてきた理り不ふ尽じんな争いです。ヤツらは『自由と平等』を建て前に、我が国から国民を引きぬきつづけている」

　それはある意味、本当のことだった。

　ノブレスにいる貧しい平民は「自由と平等」を求め、メルカンテに亡命したがる。

　国民の流出を防ごうとするノブレス軍と、亡命者を積極的に援助するメルカンテ軍が、国境線でぶつかったことが、開戦のきっかけになったとされているのだ。

「そ、それはノブレス側の一方的な考え方かもしれません。メルカンテの人たちにだって、言いたいことがあるはずです。まずは話し合いをするべきです」

　とリュドミラは訴うつたえた。

「そういう綺き麗れい事ごとを言うから、我はレガトゥスが嫌いなのです」

　あからさまな嫌けん悪おを顔にだして、ベルトランは突っかえした。

「だいたい、レガトゥスに貴族国家『ノブレス・シテ』がどれほど献金しているかご存じか？」

「そそ、それは、献金ではなく寄付ではないのですか？」

「同じですよ。金は金。国民の血税です。話を戻しましょう、聖女リュドミラ。はっきりいいます。我に協力してください。貴女が戦いの女神としてノブレス軍を導くのです。士気はあがり、戦争はきっと早く終わります。戦争を終結させることこそ、貴女の使命なのでしょう？」

「私は……！」

　リュドミラは声を荒げた。

「戦いを止めるためになら、どんなことでもします。でも、みんなを戦いに導くなんて、まっぴらです！」

　なんて恐ろしいことを考える人なのだろう、とリュドミラは怖おぞ気け立だった。

　彼は、聖人の力を武力として使いたがっているのだ。

「そうですか。ではどうぞ、聖地にご帰還ください」

「できません。あなたこそ、その恐ろしい考えを改めてください。そんなふうでは……」

「説教は結構！　レガトゥスは政治には不干渉、そう偉そうに豪語したのは貴女でしょう？　我のやり方に口を挟まないでいただきたい！」

　ベルトランは冷たく言い放った。
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　首都メトロきっての大教会『聖ヨシフ大聖堂』の前の噴水公園に、子供たちの集団ができていた。

　数日前から、旅のあやつり人形師が来ていて、話題を呼んでいるのだ。

「さぁさぁ、人形劇を始めるよ。用意はいいかい？」

「いいよ！　早く早く！」

　子供たちに急せかされて、旅芸人は鞄かばんのなかから二体のあやつり人形を取りだした。

　柔やわらかな癖くせのある茶髪が、風になびく。

　彼は人形の用意をしながら、公園をぐるりと見回した。

　誰かを探しているのだろうか？　それとも待っているのだろうか？

　やがて彼は視線を戻し、子供たちに向かってほほ笑んだ。

　美しい紫色の瞳の下に、小さなえくぼができる。

「今日は醜みにくいアヒルのお姫様が、村で牛飼いの少年に出会ったところからだ」

　と言うと、彼は自作の童話を語りはじめた。

　ちょうどそのとき王宮の一室で、リュドミラは鞄のなかから、一つのあやつり人形を取りだしていた。

　留りゆう置ち所じよで没ぼつ収しゆうされた私物を、今朝届けてもらったのだ。

「ジョセフィーヌ、一生に一度のお願いよ。これをフェルナンドに渡してほしいの」

　ガーネット色の髪をした少女の人形は、彼との「約束」だった。

　リュドミラは自分に似た人形を、彼は彼に似た人形を作って、一緒に人形劇をする。

　この目標のために、一生懸命作った人形だ。

「近々……ううん、もしかしたらすでに、首都に着いているかもしれないわ。子供の集まりそうな広場や公園、教会のそばに、あなたと同じ髪の色をした人形使いがいたら、この人形を渡してほしいの。瞳は紫よ。とてもきれいで、印象的な瞳だからすぐわかるわ」

　ドンドンドン！　扉を破りそうな、荒々しいノックの音が響く。

　着替えはまだか!?　と催さい促そくしているのだ。

　リュドミラは、これからレガトゥスに強制送還される。

　貧しい農家の娘のような格かつ好こうだった。着替えを手伝ってくれるジョセフィーヌのほうが、何倍も華やかで美しい。「いくら、人々に聖女様と気づかれないためにとはいえ、これではあまりにお可か哀わい相そうですわ」とジョセフィーヌは泣いた。

　ベルトランの嫌がらせであることは、いうまでもない。

　自分に協力しない聖女など、利用価値もなければお荷物……いや、邪じや魔ま者ものなのだ。

　リュドミラはノックの音に急かされるように、人形をジョセフィーヌの手に押しつけた。

「十日ほど前に、首都で会おうって約束したの。彼はきっと待っているわ。フェルナンドに伝えて。事情があって一緒に旅にでられなくなったの。だから、人形だけ渡すって」

　ドンドン！　とまたノックの音がした。リュドミラを連行する役人が痺しびれを切らしていた。

「他にはなにも報しらせないで。彼は私が聖女だと知らないの。ずっと知らないでいてほしいの。彼の心のなかでは……普通の女の子でいたいの」

　ジョセフィーヌは人形を握りしめて、嗚お咽えつしはじめた。

「そんな……そんなの、あんまりです。リュドミラ様も……フェルナンド様もお可哀相です」

　彼女はうんとロマンチストなのだろう。さっきから「お可哀相に」を連発している。

　同情して泣いてくれる同年代の女性を見て、リュドミラはもらい泣きしそうになった。

（へんなの。私のことを哀あわれんで泣いているジョセフィーヌを見て、もらい泣きするなんて）

　一人だったら、こんなにも感情は高ぶらなかったと思う。

　キリルやアルカディの前だったら、きっと凹へこんでしょげかえっていただけだ。

「聖女はね、もともと男性との恋愛はできないの。それはわかっていたことなの」

　と言いつつ、胸がつまってきた。胸のつかえを追い払おうと、リュドミラは小さく笑った。

「ジョセフィーヌはいい恋をしてね」

　それだけ言って、部屋をでた。

「リュドミラ様！」

　ジョセフィーヌは人形を胸に抱いて、追いかけてきた。引きとめようとするように、リュドミラの足にしがみつく。

　その行動が意地らしくて、リュドミラは感動した。

　レガ教徒のペンダントを光らせるジョセフィーヌに、リュドミラは言った。

「あなたに会えてよかったわ、ジョセフィーヌ。お人形、お願いね」

　ジョセフィーヌは泣きながら、何度も首しゆ肯こうした。

　その姿を見て、リュドミラは泣くまいと必死になっていた。ジョセフィーヌに感動して泣きたいのか、自分が哀れで泣きたいのか、混乱してよくわからない。

　王宮をでて、城壁のそばに停まっている、古ぼけた一頭だての辻つじ馬ば車しやに乗りこむ。

　騎乗した二人の役人が、馬車の前を行く。

（ジョセフィーヌが見たら、また大泣きするわ。聖女様なのに、囚しゆう人じんみたいだって）

　これもベルトランの嫌がらせだろう。

　乗り心地の悪い馬車のなかで、リュドミラはキリルとアルカディのことを心配した。

（あの二人は、大丈夫かしら？）

　ベルトランは心配するなと言ったが……それだから心配なのだ。

（私は、大丈夫？）

　自問すると、また胸がぐっと苦しくなった。

（大丈夫……じゃない。大丈夫なわけない）

　ベルトランの、つまらない意地悪に、いちいち打ちのめされる。

　気にしなければいいのだ。気にしたほうが負けだと思うのに、ベルトランは年季のはいったいじめっ子だった。いじめのツボを心得ている。

（見すぼらしい身み形なりで、強制送還なんて……）

　惨みじめで、惨めで……これならいっそ、巡礼者の格好のほうがマシだと思う。

　リュドミラは唯一の私物ともいえる鞄のなかから、ガーネット色の鬘ウイツグを取りだした。それをかぶる。せめてもの見栄だ。

　リュドミラの頰ほおを大粒の涙がこぼれ落ちた。

　泣き声を役人に聞かれるのがイヤで、スカートに顔を埋める。

「ううっ……フェルナンド……」

　今、彼に会いたい。

　いっぱい話を聞いてもらうのだ。悔くやしくて、腹が立ってしかたがないことも、彼に話を聞いてもらえたら、それだけで気持ちがすっきりしそうだった。

（首都に来て、腹が立つことがいっぱいあったのよ、フェルナンド。意地の悪いノブレスの執政官は最悪だわ）

　彼はきっと静かに話を聞いて「大変だったね」と同情し、気分転換に人形劇をしてくれる。

　それだけでいい。今、そういうことをしてくれる人がほしい。

　キスなんかしなくてもいい。抱きしめてほしいとも思わない。

　ただ話を聞いてくれて、心を和なごませてくれれば、それだけで十分なのだ。

（フェルナンドに会いたい。会いたい。どうしても会いたい）

　リュドミラはスカートから顔をあげ、涙をふいた。

　そっと辻馬車の窓にかかった、色いろ褪あせたカーテンをめくる。

　真横にいた馬上の役人と視線があい、大あわてでカーテンを閉めた。

　リュドミラの頭のなかは、いつしか一つの願いでいっぱいになっていた。「言葉に取りつかれる」とはきっと、こういうことをいうのだろう。

　フェルナンドに会いたい。……会いたくて会いたくて、会わずにはいられない。

　リュドミラの顔つきが変わったのは、その直後だった。
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「メルシエ二世がご崩ほう御ぎよなされたときの話、聞いたか？」

「ああ。聖女様が奇跡を起こしたって……」

　この噂うわさは、留置所の門番たちの耳にも入った。

　リュドミラが牢ろうから連れだされて、一昼夜たった。

　投獄の原因をつくった密輸商人は今朝、保釈されでていった。当初は巡礼者三人の保釈も考えていたようだが、ベルトランの姿を見て、考えを変えたようだ。曰いわくありげな巡礼者には、関わらないほうが無難だと思ったのだろう。

　以来、牢屋には二人の男たちが残った。

　一人は黒髪に黒い詰め襟姿の男性だった。キリル・セロフだ。

　彼はベッドから動かなかった。日に二度配給される食事にも、ほとんど手をつけない。

　もう一人は、絶世の美び貌ぼうと白プラ金チナの髪をもつアルカディ・トルストシェイン。こちらは、部屋の隅すみに寄りかかるようにして座りこみ、ボロボロになったレガ教の教典をめくっている。

　読んでいるわけではない。部屋にはその本しかなく、暇ひまつぶしにめくっているのだ。

「リュドミ、帰ってきませんね」

　アルカディは数時間に一度、同じことをキリルに語りかけた。

「今日は無理だろう」

　はじめ、キリルはそう答えた。

　数時間後、同じことをアルカディが呟つぶやくと「まだ無理だろう」と返した。

　ついさっき、同じことを口にしたアルカディに、キリルはこう言った。

「ここには戻ってこないだろう」

　二人の関心事は、唯ゆい一いつ、リュドミラのことだけだった。

　他に共通の話題もなければ、仲間意識も希き薄はくな二人だ。

「聖下が崩御なさったみたいですしね」

　とアルカディは教典をめくりつつ、会話をつづけた。

「リュドミラが本当に奇跡を起こしていたら……厄やつ介かいなことになるな」

「そうですね、あのベルトランが黙っていませんよね」

「首都執政官メトロミニストル、ルネ・ベルトランを知っているのか？」

「ええ、あなた以上にね。彼には積せき年ねんの恨うらみが……」

　アルカディの声を遮るように、カーンと不吉な音が響いた。

　アルカディが口を閉ざし、視線をあげる。

　カツーン、カツーン……

　リュドミラがここから連れだされる前も、この音が鳴り響いていた。

　まさに、不吉の前ぜん兆ちようだ。

　おでましだ、とキリルが呟く。

　アルカディは、クスッと冷笑した。

　カツーン……ブロンズでできた杖の音がとまった。

　つぎにガチャガチャと錠じようをはずす音がした。

　キリルが薄目をあけ、わずかに体勢をかえる。

　牢獄には不似合いな、豪華な衣い裳しようをつけた男が一人、入ってきた。

　門番はいつのまにか消えている。彼が追い払ったようだ。

「久しぶりだな、『黒き狩人』」

　執政官ルネ・ベルトランはキリルを二つ名で呼んだ。彼の軍人時代のあだ名だ。

　キリルは返事をしなかった。

「聖人、キリル・セロフとお呼びしたほうがよかったかな？」

　くくく……と笑いながら、ベルトランは言いなおした。あきらかに、皮肉だった。

　キリルはまた黙殺した。

「かつての上官に挨あい拶さつもなしか？」

　ベルトランがキリルの枕まくら元もとに近づいた。

「挨拶？　それ以上近づいたら、殺すぞ」

　キリルは物ぶつ騒そうな挨拶を返した。一瞬、ベルトランがたじろぐ。

　身をきるような冷たい声色で、キリルはこう言った。

「俺に聖せい痕こんが刻まれて慈悲深くなったと思うな。お前が俺の隊を全滅させたことは、一生忘れない……」

「ひどい言いがかりだ。あれは不幸な事故だ。我のせいではない」

　苦笑まじりにそう言うと、ベルトランはキリルを真上から覗のぞきこむようにして、囁ささやいた。

「お前に頼みたいことがある」

「断る。俺はもうお前の手て駒ごまじゃない」

「リュドミラ・カリンが逃亡した」

「……」

　キリルが音もなく半身を起こす。目が怖いほどに真剣だ。

　リュドミラの逃亡。これはさすがに、キリルも想像していなかったのだ。

　ベルトランはこう説明した。

「聖女様には昨夜、レガトゥスにご帰還いただくむね、ご了承いただいた。そして今朝方、用意した馬車で、レガトゥスに向かわれたのだが……どうしたわけか途中で姿が見えなくなってしまわれた」

　するとキリルは言った。

「あいつが自みずからすすんでレガトゥスに帰るとは思えない。強制送還しただろう？」

　ベルトランは「とんでもない」と返した。

「聖女様はご自分の足で、馬車にお乗りになった。我は護衛二名をつけ、つつがなく送りだした。我に非はない」

　と彼は自分の正当性を主張する。

　ベルトランから見た一方的な見解だということは、キリルもアルカディも重々承知だ。

「リュドミが勝手に逃げだすなんて……相当、ひどいことをしたでしょう？　あの子はとても良い子なんですよ」

　アルカディが発言すると、「黙れ！」とベルトランは一いつ喝かつした。

　キリルの発言は許すが、お前の発言は認めていないという顔で睨にらむ。

　百聞は一見にしかず。ベルトランとアルカディの確かく執しつは、かなりのものらしい。

　ベルトランの話によると、こうだ。

　リュドミラは道中、腹痛がすると訴えた。

　護衛は馬車を停め、付近の民宿にリュドミラを案内した。

「聖女様はひどくお苦しみで、これは尋じん常じようではないと思いました」と護衛は報告したらしい。

　休息のため部屋の準備をさせている最中、リュドミラの姿はいつのまにか消えていたという。

　付近の道という道、家屋という家屋を捜したが、リュドミラは発見できなかった。

「さっそく、秘密裏に聖女様の捜索隊を結成し、姿を見失った場所へ向かわせた。なんせ、彼女はメルシエ二世聖下のご臨りん終じゆうに立ちあい、奇跡を起こした。今やレガ教徒の崇拝の的だ。掠かすり傷一つ負わせても、宗教問題になる」

「どんな奇跡を起こした？」

「知らぬ。密室の戯ざれ言ごとだ。本当だったかも定かではない。が、噂は法王宮の外にまで広がっている」

　苦々しくベルトランは返した。

「あれは一番、厄介な手合いだ。キリル、お前なら我のいわんとすることがわかろう？　彼女は人心を惑わす魔女になりかねん」

　キリルはなにも言わなかった。その隙すき間まに、アルカディが涼すずしい顔で割りこんだ。

「少女に人気を奪われて、躍やつ起きになる小心者とはあなたのことでしたか。ルネ・ベルトラン」

「黙れ！　永久犯罪者」

　鬼のような形相でベルトランは怒ど鳴なった。

「聖人なんぞ、厄介ごとを起こす邪魔者でしかない。……まったく、役に立たぬ国王のお守だけでも煩わずらわしいというのに！」

　イラついた素そ振ぶりで杖をカツンと床に叩たたきつけると、ベルトランはキリルに言った。

「お前の協力がいる。リュドミラ・カリンを捕まえろ」

　断る、とキリルは即答した。

「リュドミラに振り回されろ、ベルトラン。俺も旅先でさんざん振り回された。一筋縄ではいかないぞ」

「我はこの大国を支えるだけで手一杯だ。小娘と鬼ごっこをする暇はない。優しくしてつけあがるようなら、鞭むちでも銃でも使用するまでだ」

「聖女に手をあげると天罰がくだるぞ」

　キリルがそう言うと、ベルトランはケタケタと笑いだした。

「おもしろいことを言うようになったなキリル。罪人に天罰がくだるのなら、我もお前もとっくに地獄に堕ちておろうが！　我は神など信じぬ。だが人の信仰心は侮あなどれぬ。ゆえに、天罰は怖くないが、レガ教徒は厄介なのだ」

　とはいえ、とベルトランはつづけた。

「てこずるようなら発砲も止やむを得まい。頭と心臓は狙うなと厳命しておこう。死ぬと処理が面倒臭い」

「……この……！」

　キリルがやおらベルトランに摑つかみかかった。

　カラン！　とベルトランの手から杖が離れる。

「殺してやる！」

　キリルの右腕はベルトランの首をぐいぐい絞めつけた。

　徐々に、ベルトランの顔が鬱うつ血けつしてくる。だが、抵抗しない。

「っ！」

　急にキリルは左肩を押さえて、うずくまった。その顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

　くくくく……とベルトランが床に仰向けになったまま、笑いだした。

「聖人は善人悪人を問わず、無抵抗な人間に暴力はふるえぬという。あの伝承は本当のようだな」

　キリルは黒い詰め襟をはずし、左肩に直じかに触れた。だしてみた手は血で真っ赤になっている。

「キリル……聖痕が泣いているんですか？」

　アルカディが駆け寄ってきたが、キリルは彼を追い払うような仕草で遠ざけた。

　聖痕が泣くとは、聖痕から自然に血が流れだす現象をいう。

　キリルの聖痕は大きい。左肩から右脇にかかるほどの、大きな漆黒の剣の聖痕をもっている。

　それには鎖が幾いく重えにも絡からまっていて、「力」を封印しているのだ。

　あの巨大な剣に身を裂さかれていることを、誰よりキリルは理解した。

　ベルトランは立ちあがり、キリルの肩を蹴けりとばした。

「聖人になって損をしたな、キリル・セロフ」

「余計な……お世話だ！」

「我に協力しろ。さもなければ、お前のペットを殺処分する。あの、黒いホムンクルスだ」

「……！」

「留置所の角で、じっとお前を待っていたところを網あみで捕獲した。忠実なのは結構だが、軍事用ホムンクルスにしてはマヌケだな」

「思考を『非戦闘モード』にしてあるから……だ！」

「もったいない。観賞用ならポメラニアン型のほうがよいぞ」

　オロのことだった。彼はベルトランの手中におちてしまっていたのだ。

「オロに手をだすな。リュドミラにも……だ！」

　キリルは嚙かみつくような顔で叫んだ。

「我に協力するな？　お前がうんと言えば、犬も聖女も無傷ですむ」

「……くっ」

「返事は？　キリル、いい加減、折れろ」

　ベルトランがキリルの肩を踏みつける。

　肩に剣を突きさされるような痛みに呻うめきつつ、キリルはついに「わかった」と答えた。

「その代わり……捜索の指揮権は俺に預けてもらう。俺は、他人の下では働かない」

　息も絶え絶えに、キリルはその条件をつきつけた。

　そのとき、ベルトランは魔王がわが子を見るような眼差しをキリルに向けた。

「承知している。『黒き狩人』は、いかなる名将も御ぎよせぬ戦士の異名だ。御せるのはまぁ、我くらいだろう」

「勝手にほざいていろ……」

　キリルは罵ののしったが、ベルトランは乱暴に彼を引き立てた。

　痛みのせいで、方向感覚さえ不確かなキリルは、アルカディを振りかえった。

「リュドミラは……絶対、守る」

　アルカディは答えなかった。彼は、脅きよう迫はくという手段でキリルを手に入れたベルトランのご満悦の表情を、ただ睨みつけていた。
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（ついにやってしまったわ。私の十オ八ハ番コ）

　キリルがベルトランに脅迫されている頃、リュドミラはそんなことを思っていた。

　聖女、リュドミラ・カリンの常じよう套とう手段。それは「逃亡」なのだ。

　レガトゥスにいた頃から、彼女は逃亡常習犯だった。

　よもや奇跡を起こした聖女が、仮病をつかって護衛を欺あざむくなど、誰が考えるだろうか。

　という盲点をついて、リュドミラは「腹痛の名演技」を披露し、まんまと逃亡をはたした。

　宿屋で役人を撒まくのは簡単だった。リュドミラのいつものパターンだ。彼女は路地裏を使わず屋根伝いに逃走した。

　リュドミラは普通の女性より、ずっと身体が軽い。屋根から屋根へ飛び移る姿は、空気の妖精そのものなのだ。

　地味な衣服も幸いした。屋根のでっぱりや煙えん突とつの陰に潜ひそめば、目立たない。

　役人たちは、路地裏と民家の家宅捜査はしたが、屋根のうえには注目していなかった。

　彼女はそんな役人をよそ目に、一直線に首都へと戻った。だが、家屋が途切れた田園の途中で足止めを食う。屋根がないうえ、すべての道という道が、検問で封ふう鎖さされていたのだ。

（道に検問を置きはじめたわ。これじゃ、街道から首都に入るのは無理ね）

　素早い対応だった。リュドミラが逃げだして、まだ二時間と経たっていない。

（ベルトランの指図かしら？　抜け目のない意地悪男って……最低最悪だわ）

　リュドミラは街道から首都に入るのをあきらめた。

　踵きびすを返し、田園の向こうに見えている森へ向かう。

（森を突っ切るしかないわ）

　大変な迂う回かいコースになるが、しかたがない。

（絶対、絶対、フェルナンドに会うの。会ったら事情を説明して、相談に乗ってもらうの）

　このときリュドミラは、一いち縷るの望みをフェルナンドにかけていた。

　キリルでもアルカディでもない。リュドミラはフェルナンドにすがりつきたかったのだ。

（必要なら、なにもかも打ち明けるわ。私が「聖女」だということも含めて）

　すべて知ってもらわないと、今、どれほど悔しい思いをしているか、わかってもらえない気がした。

（彼は全部知っても、急に態度を変えたりしない。今までどおりつき合ってくれるわ）

　リュドミラは確信していた。いや、確信とはちょっと違う。切望とも違う。

　それは、熱い「想い」のようなものだった。

　リュドミラは、その想いを原動力にして、力強く跳ちよう躍やくした。

　今度は森の妖精のごとく、幹から幹へと弧こを描いて進みだしたのだ。
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「失踪した時間から逆算して、少女の足ではまず首都へは戻れません。ここより東、五キロメルトから七キロメルトの地点のどこかに潜んでいる可能性が濃厚でしょう」

　捜索隊の隊長は、地図の一点を指して言った。

　ノブレスの東の端にある、聖地『レガトゥス』につづく街道が、地図に示されている。この道は『聖・巡礼者街道』と呼ばれていて、一番、リュドミラ捜索に重要な地点だった。

「いや、たぶんもうこの辺りにいる。早ければ、検問を置く前に首都へ戻っている」

「し、しかし馬で駆けているわけではありませんし、大人の男でも……」

　到底、この短時間で首都まで戻ってこれない。と隊長は言いたかったのだろうが、相手は聞いていなかった。

　黒い詰め襟の上着を着た青年は、にべもなく、こう命令した。

「検問は必要ない。すぐに解散させろ」

　キリル・セロフだった。さすがに捜索隊の隊長の顔は強こわばった。

　完璧に街道を塞ふさぎ、首都へつながる畔あぜ道みちまで封鎖したというのに、これでは面子メンツが丸まる潰つぶれだ。

　ベルトランから直々に、青年に従うように言われてはいるが、隊長はキリルの倍は年上だ。おまけにベルトラン直下の実動部隊の責任者で、貴族の出だった。いきなり、息子のような若造の言うことに従えと言われても、「はいそうですか」とは言えない自じ尊そん心しんがある。

　しかし……と隊長は体面を死守しようと反論した。

「やみくもに捜索するよりも、街道をはっていたほうが効率的です」

　つぎの瞬間、隊長は凍いてつくような青い目で睨まれた。

「……うっ」

　言葉がでてこない。怒鳴られたわけでもないのに、脅おどされているような威圧感だ。

「解散させろ。俺に二度同じことを言わすな」

　わ、わかりました、と隊長は首しゆ肯こうした。

「それから、武器は一切使うな。もしも俺より先に発見したら、捕縛せず俺に報せろ。これは厳命だ。俺に報せず勝手なことをしたら、命令違反で厳罰に処す」

「わ、わかりました」

「捜索隊の人数を減らせ。足の速い人間を六名、私服で首都に紛まぎれこませろ。それで十分だ」

「しかし、首都は教皇ご崩御の件もあり、相当混雑していて……捜索は難航するかと」

「……」

　隊長はまた、凍てつく青い眼めの脅迫をうけた。

　彼も文官ではなく、武人だ。軍隊経験もあった。猛も者さと呼ばれる人間も、多く知っている。

　だが、この青年のもつ威圧感は、どこか違うのだった。

　熱い氷のような……あるいは聖なる怒りのような迫力がある。

「彼女はお前たちには、捕まえられない。街道でも首都でも一緒だ。下ばかり見ていては、発見もできないだろう」

　と言うと、青年は森の木を指した。

「彼女は……うえにいる」

「は？」

　青年の言った意味を、隊長はまったく理解できなかった。
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　森を突っ切って、リュドミラが首都の外れに辿たどり着いたのは、夕方だった。

　水車小屋の屋根のうえで、リュドミラははぁー、と大きく一息ついた。

（さすがに疲れたわ。でもあの門をくぐれば首都よ）

　首都の入り口には防壁があり、深夜は緊急時以外通行禁止になるため、閉門されるのだ。

　塀へいのうえには夜警の兵士がいるから、ここだけは飛び越えることができない。

　そこが最後の難関になると予想していた。

（おかしいわ。検問がないわ。私の追跡をあきらめたのかしら？）

　門は開門されていて、郊外に帰る男や買物帰りの主婦が出入りしている。

　検問もなければ、兵士もいない。拍子抜けするほど無防備だ。

　そこへ一台の幌ほろ馬車が通りかかった。

　ラッキー、とばかりに、リュドミラは屋根からおりると、幌馬車の荷台に潜もぐりこんだ。

　荷台のなかは、木箱に入った空あきき瓶びんが並んでいる。ガラガラと、空き瓶がベルのように音をたてていたお陰で、忍びこむ足音を消してくれた。

　幌馬車は門をくぐり、石畳の街路が広がる首都へ入った。

（もう楽勝よ。街に入れば人混みに紛れることができるもの！）

　リュドミラは安心した。木箱と木箱のあいだに隙すき間まを作って、そこに身を潜める。

　木箱にひっかけてあった白い布をさっと取って、目深にかぶった。ガーネット色の鬘が目立つと困るからだ。

　幌馬車は酒屋の前で停まった。御者台の中年男性が、店のなかに入っていく。

　リュドミラは幌馬車のなかで、街の喧けん噪そうを聞いていた。

「今日は夜通し、メルシエ二世聖下の追つい悼とうミサが行なわれるそうよ」

「夕食のあと、私も参加するわ」

　主婦たちの話し声が聞こえる。リュドミラはふと、丸い顔のメルシエ二世を偲しのんだ。

　酒屋のドアベルが鳴る。

「まって、フェルナンド！」

　若い女性の声に、リュドミラはドキッとした。

　いや、声に反応したのではない。「名前」に反応したのだ。

「お釣つりを忘れているわよ、おバカさんね」

「ごめんごめん。ノブレスの通貨はややこしくて」

（フェ、フェルナンドの声！）

　錯覚かと思った。あるいは、幻げん聴ちようだ。

　でもその声があまりに似ていたから、リュドミラは木箱のあいだから這はいだした。

　帆馬車の後ろから覗くと、二人の男女の姿が見えた。二十代と思えるカップルだった。赤いドレスを着たスレンダーな黒髪の女性と、ワイン瓶を入れた紙袋を手にした茶髪の男性だ。

　彼らは繁はん華か街がいに向かって歩きだしていた。

（フェルナンド……だ）

　何度もリュドミラは瞬まばたきした。夕暮れだし人違いかもしれない。

（私、会いたい会いたいと思いすぎて、幻覚でも見ているのかもしれないわ）

　でも髪の色と長さは似ていた。ふわふわした、独特のクセのある、茶色の髪だ。

　背丈も、体格も似ている。さきほど聞いた声は、そっくりだった。

（後ろ姿はそっくりだわ。でも顔が違うかも？）

　そのとき男性が、横に居る黒髪の女性の顔を覗きこんだ。

（フェルナンド……！）

　横顔を見たとたん、リュドミラの身体を電流が流れた。

　指の先と唇が痺しびれていく。

「いやね、フェルナンドったら」

　そう言って女性が艶あでやかに笑った。彼より少し年上だろうか。赤い口紅がよく似合っている。

（……きれいな女ひ性と）

　リュドミラは口を開けた。でも声はなにもでてこなかった。

　リュドミラは幌馬車から抜けだして、二人の後を追いはじめた。

　その足取りは夢遊病者のようだった。または、磁石に引き寄せられるブリキの人形だ。

　二人はやがて狭い路地に入っていった。そこには、小さな酒場が密集していた。

「ちょっと待っててね」

　そう言って、美女はさりげなく青年の頰にキスした。ワインを受け取り、一件の店のなかに入っていく。残された青年は頰に手をあてて苦笑し、なにげなく後ろを振りかえった。












　きっと彼はこのとき初めて、路地の入り口に突っ立っているリュドミラに気づいたに違いない。

「……リュドミラ……？」

　名を呼ばれたとき、足が震えた。いっそ気づかれないほうがよかった、と思ったぐらいだ。

「私……」

　頭のなかは真っ白だった。「ひさしぶり」の一言もでてこない。

　硬直しているリュドミラに、フェルナンドが駆け寄ってきた。

「今の、見ていたの？」

　見ていないとは言えなかった。それどころか「キスシーン」がこびりついて頭から離れない。

（だって今のキス……挨拶のキスには見えなかったもの）

　フェルナンドの態度もぎこちなかった。取り繕つくろうように、あれこれと話しかけてくる。

「ええっと……誤解がないよう、ちゃんと説明する。その前に、ひさしぶりだ。元気そうでよかった。大聖堂の前の噴水公園知っている？　あそこで待っていた」

　リュドミラは返事をしなかった。なにも考えつかなかったのだ。小さく何度か頷うなずいて、フェルナンドから離れようとした。

「まって、リュドミラ！」

　フェルナンドがリュドミラの手を摑んだ。そのとき酒場の扉がひらいて、さっきの美女が顔を覗かせた。

　フェルナンドは反射的に、リュドミラの手を放した。

「あ、あの噴水公園で待っているから。ちゃんと説明するから、絶対来てくれ。絶対だよ」

　なんと返事をしたのか覚えていない。リュドミラはフェルナンドが酒場の扉に向かったのと同時に、カラクリ人形になったように、ぎくしゃくと方向転換した。

（膝ひざにうまく力がはいらないわ）

　唇はまだ痺れていた。指先もだ。

　頭から、白い布がするりと落ちた。立ち止まって拾おうとしたがうまくいかなかった。

　邪魔臭くなって、布を置き去りにして歩きだす。

（私……なにしに戻ってきたんだっけ？）

　頭も心も、うまく機能していなかった。フェルナンドと再会できたら、なにか重大な相談事をしようと思っていたはずだが、それすら思い出せない。

（真っ白だわ）

　今までうけたこともない強い衝撃に、心臓だけが爆発しそうなほど、高鳴っていた。
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　前に三人、後ろに三人、帽子を目深にかぶった男たちが、リュドミラの足を止めるまで、彼女は意志のない人形のように歩きつづけていた。

　若い男性の一人が丁重に一礼し、リュドミラに声をかけた。

「リュドミラ・カリン様でございますね？　お迎えにあがりました」

　非常にノロノロとリュドミラは周囲を見回した。

（私、見つかったんだ……）

　と思ったが、ただそれだけだった。ドキリともしない。

「ご無事でなによりでございます」

　そう言って、男の一人がリュドミラの腕をとった。

「そいつに触るな」

　矢のように飛んできた声に、男は手を放した。

　リュドミラの顔に、ようやく表情が戻る。

「キリル……」

　男たちを押し退けるようにして、黒い詰め襟の青年がリュドミラに近づいた。

　キリルだった。リュドミラの手前でしゃがみこみ、肩と頰に手をそえる。

「大丈夫か？」

　とキリルは心配げに尋ねた。ベルトランも捜索隊の隊長も、聞いたことがないような声だ。

　キリルが人間味のある言動をするのは、彼女に対するときだけといってもいい。

　うん、とリュドミラはかすかに頷いた。

「怪け我がはないか？」

　うん、ともう一度、リュドミラが頷く。

「リュドミラ？」

　なにか様子がおかしいと気づいたキリルが、リュドミラの目の奥を覗きこんだ。

「なにがあった？」

　リュドミラはなにをどう説明していいのかわからなかった。

「なんだか……よくわからないの。さっきから、色々なところが痺れて」

　と言うと、キリルはいきなりリュドミラを抱きあげた。医者を呼べ、と男たちに命じる。

「大丈夫。病気とかじゃないわ！　大丈夫だから……」

　おろしておろして、と懇こん願がんするとキリルは素直にリュドミラをおろした。

「おかしいぞ、お前。なにがあった？」

「なにがって……」

　リュドミラは躊ちゆう躇ちよする。

　フェルナンドがね、美女にキスされていたの。そう言ったらキリルはなんと言うのだろうか？

　それがどうした？　と言うだけかもしれない。キリルにとってはきっとその程度のことだ。

「ともかく、場所を移そう。ここじゃ、話しにくい」

　キリルは男に「車をまわせ」と命じた。

「キリル……？」

　リュドミラはおもむろにキリルを見あげた。

「どうした？」

「あの男の人たちは誰？　キリルがどうして命令しているの？」

　リュドミラは真っ白な頭で、なにかを必死で考えようとしていた。

（なにかが、おかしい。とってもおかしいわ。でもよくわかんない）

　やたらに大きい、黒塗りの高級車が目の前で停まった。

　とっさに、リュドミラは車から離れようとした。広い後部席にベルトランがいたからだ。

　逃げようとしたリュドミラの手をキリルが摑む。

「どういうこと、キリル？」

「……」

「どういうことなのよ!?」

　彼は答えない。リュドミラは釈しやく然ぜんとしない顔で、キリルを見つめた。

「さすがに手際がいい。お前に任せて正解だったな」

　ベルトランが車の窓をほんの少しひらき、キリルに声をかけた。

　そのときリュドミラはまた、電気ショックをうけた。

　フェルナンドのときとは違う。でも、胸に突きささるような衝しよう撃げきだった。

「キリル……まさかあなた、ベルトランの命令で……私を捕まえにきたの？」

「貴女がお逃げになるからいけないのですよ、聖女様」

　キッとリュドミラはベルトランを睨んだ。

　キリルが無言で後部席の扉をひらく。

「約束だ、ベルトラン。オロを返してもらう。それから、リュドミラに手荒なことはするな」

「いいだろう」

　キリルはリュドミラを後部席に押しこんだ。

「いやだ！　乗らない！」

　リュドミラが飛び降りようとする。それをキリルは阻止した。突き倒すようにして、後部席に押しこむ。

「レガトゥスに帰れ、リュドミラ。あそこが一番、安全だ」

「勝手に決めないで！」

「車をだせ！」

「キリルの裏切り者！」

　リュドミラは叫んだ。閉ざされたドアの向こうで、キリルはほんの一瞬だけ眉まゆをひそめた。

「裏切り者！」

　唇を嚙みしめる。激しい怒りがこみあげてきて、リュドミラは窓に拳こぶしを叩きつけた。

「裏切り者……」

　車が速やかに発進した。キリルの姿が遠ざかると、怒りは悲しみに変わった。

（フェルナンドもキリルも……フェルナンドもキリルも……どうしてなのよ！）

「キリル・セロフは、我の部下だった」

　助手席にいるベルトランは、打ち拉ひしがれるリュドミラに話しだした。

「だから、彼は裏切ったわけではないのだよ」

「……こんなこと……する人じゃなかった。こんなひどいこと、したことなかったのに」

「彼は優秀な軍人だ。一度仕事を請うけたら、情は挟まぬ。情に流されるようでは、人は殺せぬからな。彼は、我の命令にいつも短く『了解した』と答えた。先せん鋒ぽうを任せれば、圧倒的な戦果をあげ、しんがりをつとめると、大勢のノブレス兵を守った。我々は戦友であり、同志だった」

「聞きたくない聞きたくない聞きたくない！」

　リュドミラは耳を塞いで叫んだ。

　くくく……とベルトランは笑いだした。

「キリル・セロフのことを一番よく知っているのは、このルネ・ベルトランなのだ。聖女様に、彼のことなど理解できようはずがない」

「聞きたくない！　そんな話、聞きたくないわ！」

「くくく……ははははは……！」

　勝ち誇ほこったかのようなルネ・ベルトランの声に、リュドミラは心の芯しんをへし折られたような気分がした。
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　今夜、酒場は比較的、人が少なかった。

　ここ、貴族国家『ノブレス・シテ』の国民はたいがいレガ教徒だ。教皇メルシエ二世の崩ほう御ぎよを聞いて、宴席や飲酒を自じ粛じゆくしているのだろう。

　深夜十二時をすぎ、店は早はや仕じ舞まいすることにした。

「店長、あとは私が……」

　カウンターにいた店の女性が、初老の店長に声をかけた。

　美しい黒髪に、タイトな赤いドレスを着たスレンダーな美女だ。

　歳は二十代半ば。夕方、リュドミラが目撃した美女だった。

　店長が「ありがとう」と手をあげ、でていく。彼は熱心なレガ教徒なのだ。きっとこのあと、法王宮前の広場でひらかれている、追つい悼とうミサに参加する気だろう。

「お客さん、閉店ですよ」

　店にいる客は一人。カウンターにつっぷしている。ふわっとした、茶色の髪をした男性だ。

「ううう……ん」

　起きる様子はない。酔よい潰つぶれてしまったのだろうか？

　カウンターの女性は肩をすくめて、お店にある毛布ブランケツトを彼にかけてやった。

　グラスを洗い、店の椅い子すを片づける。それから彼女は一つのランプをもって、玄関の扉をあけた。「閉店」の看かん板ばんをかけ、ランプに火をともす。不思議な青い炎がついた。

　彼女はそのランプを玄関先に置いて、店内に戻ってきた。

　ほどなくして、床下からガサッと音がした。

　ガサガサ……ドン……！

「……いてっ！」

　ネズミではなさそうだ。

　黒髪の美女が床板の一部をずらす。するとそこから、ひょっこり人間の頭がでてきた。

　若い青年だ。農家のせがれ、という格かつ好こうだった。ひょいと身軽に店内にあがる。

　つづいて、エプロンをつけた商店のオヤジのような男が這はいだした。そのつぎは、丸いメガネをかけた小太りの男性で、紺色の制服を着ていた。警官のようだ。

　執しつ事じ風の男もでてきた。そのあとに、メイド服の若い女性が現われる。

　唐とう突とつに玄関の扉がひらいた。とっさに、警官が警棒を手にする。

「や、ごめんごめん。俺だよ」

　入ってきたのは不ぶ精しよう髭ひげをはやした男だった。手に酒瓶がある。酔っ払いの日雇い労働者という身み形なりだ。

「驚かすな。青い炎がついたからといって、玄関から入ってくるのは反則だ。人に見られたらどうする？」

　青い炎。さきほど黒髪の美女がつけたのは、なにかの合図だったようだ。

「悪い。邪魔臭くて。大丈夫、人には見られていないよ。万一見られても、怪あやしまれやしないさ。酔っ払いが酒場にフラフラ出入りすることは、よくあることさ」

「そういうところ、相変わらずいい加減だよな。『中ちゆう尉い』は」

　農家のせがれは、酔っ払いを「中尉」と呼んだ。

「揃そろったわね」

　黒髪の美女が一人一人の顔を見る。

「聞いたぞ。作戦本部から『実行命令ゴーサイン』がでたって」

　ニヤリと笑ったのは、酒瓶をもった「中尉」だった。

　彼はカウンタにつっぷしている青年を、くいっと顎あごで指した。

「で、そいつが本部からの『伝令メツセンジヤー』かい？」

「イエスだけどノーよ」

　と美女が答える。

「メルカンテ軍司令本部から来たのは、実行指令書じゃなくて、作戦立案者本人よ」

　えっ？　と二、三人が同時に訊きかえした。

「紹介するわ。こちら参謀本部戦略顧問のガスパロ・レキスリアン大佐」

　は!?　とまた二、三人が声を揃える。

　くいくい、とブランケットごしに美女に肩を揺すられ、「どうしてその名前で紹介するんだ」と彼は小さく文句を言った。

　酔い潰れているわけではないようだ。客を装よそおって店に入り、眠ったフリをしてこのときを待っていた、という感じだ。

　茶髪の青年が顔をあげた。

「フェルナンドでいいのに……」

「それ、偽ぎ名めいでしょう大佐？」

「フェルナンドがいいんだ」

　彼は黒髪の美女の顔を、美しい紫の目で睨にらんだ。怖くはない。お菓子をもらえず不ふ貞て腐くされた少年のような目だった。

　彼はくるっと椅子を回転させ、店内にいる人々に向き直った。

　にっこり笑う。

「初めまして……かな。ノブレスに潜せん伏ぷく中のメルカンテ軍情報部の諸しよ君くん。ガスパロ・レキスリアンだ。でもフェルナンドと呼んでくれるほうが私は嬉うれしいんだ」

「メルカンテの英雄候補！　うそっマジ!?」

　農家のせがれが大声をたてて、執事風の男に頭を叩たたかれる。

　メルカンテ軍参謀本部、戦略顧問兼情報部将校、ガスパロ・レキスリアン大佐。

　自由主義国家『メルカンテ』の現大統領、アルベルト・レキスリアンの庶しよ子し。

　その出生については謎なぞが多く、士官学校入学以前の彼を知っているものはほとんどいない。

　士官学校卒業と同時に、軍情報部に入る。当初は地方における小さな作戦を担当する情報士官だった。やがて少しずつ頭角をあらわし、七ヵ月前、メルカンテがノブレスに宣戦布告したとき、彼は本部お抱えの戦略顧問として要職についた。

　それ以来、彼のたてた作戦はことごとく成功し、メルカンテ軍を優勢に導いている。

　昇進に昇進を重ね、弱冠、十九歳だが「大佐」の位にあるのはそのせいだ。

　メルカンテで今、一番有名な軍人といえば、間違いなく彼だろう。

　宣戦布告前から「布陣」としてノブレス首都メトロに潜入している情報部工作員たちのなかには、はじめてガスパロ・レキスリアン大佐の素顔を見たものが多い。

「……大統領とはあまり似ておられぬようですな。大統領選のおり、私はＳＰをしておりましたが、彼はそれはそれは女性ウケする容よう貌ぼうで……」

　丸いメガネの警官がチラッとフェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアンを見た。

　大統領は見事な金髪と、神秘的な紫の瞳の持ち主だった。数々の武勲をたてたあと、政界に転じた彼には、天性のカリスマがあった。色男で女性にもて、仲間受けもよく、まさに、なるべくして大統領になった男だ。

「別にいいさ。少々地味な容姿でも。これでもけっこう、こどもたちには人気があるんだ。教会前の公園であやつり人形を……」

　話の途中で、横の美女が髪をひっぱった。

　よせ、と彼があわてる。しかし、茶色の髪は美女にもっていかれた。

　なんと鬘ウイツグだったのだ。その下から、黄金の短髪が出現する。純金に優るとも劣おとらぬ、輝かしい色だ。

「この姿で旅をするわけにはいかないんだよ。目立ってしょうがない。鬘を返してくれ、ミケラ・フレーニ少尉」

　彼は口を尖とがらせた。

　この姿こそが、ガスパロ・レキスリアンの真の姿だった。まさに、大統領アルベルト・レキスリアンの血を濃く受け継いでいると思わせる容姿だ。

「失礼、大佐。みなが貴方あなたをガスパロ・レキスリアンと認める必要があったものですから」

　と言うと、美女は鬘をフェルナンドに返した。

　彼は大仰にため息をつき、美女の顔を見つめる。

「ええっと……」

　と農家の青年が、二人の様子をジロジロと見て言った。

「お二人は……その、お知り合いでありますか？　それとも、もっと深い仲で？」

　と訊いたら、また執事が頭をぶった。そんなこと今、訊くなという顔だ。

　当たり前のことだが、少尉と大佐ではずいぶん階級が違う。二人の様子を見て、ただの上官と部下と思う人間は、まずここにはいない。

「ああっと……士官学校時代の教官なんだ。ミケラ・フレーニ少尉は」

　と大佐は説明した。「すごく、怖かった」と付け足して、美女に睨まれる。

「大佐は実習をよくおサボりでしたから……」

　言い返した美女に、ふたたび農家のせがれは尋ねた。

「そのとき愛が芽め生ばえたのでありますか？　実習ってなんの実習……っいて！」

　執事に足を踏まれて、青年は質問を強制終了。

「そういうことは、憶おく測そくするからおもしろいんだよ。曹長」

　と農家のせがれに返したのは、エプロンをつけた商店のオヤジだった。
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　ガスパロ・レキスリアン……いや、フェルナンドは、「仕事」でノブレスに来ていた。

　リュドミラと店先で再会したときあわてたのは、この店が「アジト」だったからだ。

　フェルナンドは彼女に自分の正体を知らせていない。

　スレンダーな美女、ミケラ・フレーニも自分の正体も、メルカンテの国家機密なのだ。

「フットワークが軽い方だということは聞いておりましたが……まさか敵国の首都にまでお越しになるとは……」

　商店のオヤジは、農家のせがれを黙らせると、ガスパロ・レキスリアンに語りかけた。

「私は臆おく病びよう者ものなんだよ。作戦を記した書類を送っただけじゃ、安心できないんだ。それに行って説明するのが一番てっとりばやいだろ？」

　と大佐。ふたたび鬘をかぶる。

「とうとうやるんですか。暗殺ですか？　それともテロですか？」

　執事風の男が尋ねた。「旦だん那な様、お飲み物は紅茶ですか、それともアルコール類をお持ちしましょうか？」と尋ねているような口調で、「暗殺ですか？」と問うのだ。

「なんにせよ、腐ふ敗はいした貴族社会から、ようやく民を救えるわけですな。ノブレスはベルトランが執政官になってから、悪いほう悪いほうへと転がっています。増税に徴ちよう兵へい……平民には苦しいことばかりだ」

　商店のオヤジは苦々しい顔つきで言った。

　現地人になりすますスパイたちは、平民の暮らしをつぶさに見ている。司令本部からのゴーサインを心待ちにしていたのは、彼らのほうなのかもしれない。

「やるからには、派手にやりたいですなぁ」

　とメガネの警官が言う。

　やるよ、とガスパロ・レキスリアンは返した。

「派手にやる。ノブレスの屋台骨をへし折る」

「……」

　みなが絶句した。

　ノブレスの屋台骨をへし折るとは、なんという喩たとえだろうか。

「こ……この人数でですか？」

　とメイド服の女性が、不安げに訊いた。しかしその頰ほおはやや赤い。

　さきほど見た、大佐の容貌にすっかり魅入られた顔だった。

「この人数でできるんだ」

　と大佐が自信たっぷりで返した。

「この国の実権は執政官のルネ・ベルトランが握っている。幼い国王をないがしろにし、国政を好きにあやつっているのはヤツだ。そこをつけば、この国は二つに分裂する」

　彼は一同の顔を見つめながら、こう言った。

「みな、一人一人がミスしなければ、作戦は成功する。本作戦が成功すれば、半年後、地図から貴族国家『ノブレス・シテ』はなくなっているだろう」

　今度は全員、度ど胆ぎもを抜かれた。

　彼の発言は大だい胆たんで、虚きよ勢せいとは思えないものがあった。

　みんなを圧倒したのは「英雄候補」のもつ自信だったに違いない。

　ガスパロ・レキスリアンは語りだした。半年後、ノブレスを消滅させる作戦を。

　それは大おお博ばく打ちに近い奇き策さくだった。いや、大博打というより、「イカサマ博打」だった。

「そそそ……そんなペテン、本当に成功しますか？」

　警官は丸いメガネの奥で、目を丸めていた。

「成功する。イカサマとペテンは、私の得意業なんだ」

　大佐は得意顔で返す。

　この言葉が事実であることは、敵であるノブレス軍のほうがよく知っている。

　ことごとく裏をかかれ、足をすくわれ、散々な目にあってきた当事者だからだ。

「すでに法王宮では、メルシエ二世の後継者が、選挙コンクラーベで決められようとしている。作戦は、次代の教皇が決まったときに決行する」

　さっそく準備にかかろう、とガスパロ・レキスリアン大佐は言った。
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　貴族国家『ノブレス・シテ』は建国以来、国王は世せ襲しゆうで、教皇は選挙で行なわれるしきたりだ。

　高位聖職者が一同に介し、次の教皇にふさわしいと思うものに一票を投ずるのだ。

「辺境にいる大司教が、首都に到着するまで、選挙はできない。己おのれの頭上に教皇の聖帽ミトルをいただきたい人間は、今、最後の裏工作で必死だろう」

　ノブレスの陰の国王と言われる、ルネ・ベルトラン執政官は語った。

　ここは、王宮のなかの執政官執務室だ。

　ノブレスの政治、軍事をほぼ手中にしている、ベルトランの部屋だった。

　室内は薄暗かった。部屋に点在する小さなランプが、高級家具や調度品を照らしている。部屋自体それほど大きくはなく、シックで重厚な趣おもむきがあった。

　翡ひ翠すいを使ったインテリアが多いため、室内は緑を基調にまとめられている。

　王宮は廊下にいたるまで、金きん箔ぱくがふんだんに施ほどこされた華美な建築物だったから、この部屋だけ別空間のようだ。おそらく彼、ルネ・ベルトランの趣味なのだろう。

「だが、今頃あわてても遅い。遅すぎる。次代の教皇になりたいというのなら、メルシエ二世が存命している間から、根回ししておかなければな……」

　くくく……と彼は冷笑した。

　ベルトラン家は、首都に居城をもつ大公爵である。国家予算以上の財産をもっているという噂うわさだ。「ノブレスがつぶれても、ベルトラン家は存続するだろう」というものもいた。

　代々、軍部を仕切ってきたベルトラン家は、数々の名将、名軍師を輩出している。彼、ルネ・ベルトランもまた、若い頃は『ノブレスの隼はやぶさ』という異名をもっていた。

　少数精鋭部隊を組織し、目が回るほど素早い展開で、敵を翻ほん弄ろうし、懐ふところに潜りこむ。

　狙ったら外さない。「まるで、雲を裂き天空から現われた隼に目をえぐられるような気分になる」という噂から『ノブレスの隼』という異名がついた。

　情け容赦のない攻撃をつらぬくことから、「血に飢うえた貴族」として異端視するものもいたほどだ。

　その彼が、現ノブレス中央軍、最高司令長官なのである。

「大司教とて、白き聖衣ダルマチカの中身は我とさして違わぬ。たいしたこともない俗物だ」

　彼は翡翠のはめ込まれた二つのグラスに、酒をついだ。

　その一つを、目の前に突っ立っている男性へ差しだす。

「お前と酒を飲むのは久しぶりだ、キリル」

　そう、それは黒い詰め襟姿のキリル・セロフだった。

　彼はグラスには見向きもせず、ベルトランの顔を睨んでいた。

「そう怖い顔をするな。もうじきに、お前のペットがここへくる」

「ペットじゃない。オロは俺の相棒で、軍事用ホムンクルスだ」

　キリルは訂正した。顔が怖い。リュドミラを連れもどすのに協力して、もう数時間経たつ。とっくにオロを取りもどせている時間だった。

　なのにベルトランは多忙を理由に、今まで、キリルを待たせたのだ。

「あの聖女……リュドミラとか言ったか。彼女との旅はどうだった？　退たい屈くつだったか？」

「答える義務はない。だが、要求する権利はある。彼女には手をだすな。そういう約束だ」

　キリルは無愛想に答えた。

「くくく……口が達者になったな。キリル」

「さっさとレガトゥスに送りかえせ」

「言われるまでもない。だが、実はいささか問題があってな。しばらく首都におくことになるやもしれぬ」

　キリルの青い瞳が、鋭く光る。

　凄すごむな、とベルトランは言った。

「我の意向ではない。彼女の意向なのだ。どうしてもレガトゥスに帰りたくないらしい」

　キリルはそのとき、静かにため息をついた。

「その顔だと、理由を知っていそうだな？」

　キリルは黙秘。だが、たしかに彼には想像がついたようだ。

　リュドミラが大事に作りあげた、一体のあやつり人形が思い浮かんだのかもしれない。

「聖女様の言葉に、我ら一般人は逆らえぬ。レガ教の法典により、そういう決まりだ」

「無神論者のお前らしくない言葉だ。小娘一人ぐらい、なんとでも言い包くるめられるはずだ」

　そうだな、とベルトランはニヤリとした。

「お前が、我の願いを聞いてくれるというのなら、努力してみてもいい」

　ベルトランの口振りに、キリルは嫌な顔を隠さなかった。

「キリル、我の手のうちに戻れ」

　断る、とキリルは即答した。

「お前は狩人だ。我々は似たもの同士だ」

「違う」

「違わぬ。我の仕切ってきた特殊８８８部隊を、引き継いだのはお前だろう、キリル？　お前は優秀だった。ゆえに後継に選んだ。そのお前が聖衣をきて神輿みこしにのる姿は……見たくない」

　反へ吐どがでる、とベルトランは汚い言葉を付け足した。

「肉が食えない生活というのはどうだ？　レガトゥスで毎日なにをして過ごす？　日がな一日祈りつづけるのか？　我に言わせるとな、生きる屍しかばねとは、お前たち聖人のことだ」

　キリルは答えなかった。

　だが、彼の目には、わずかな動揺が走った。それをベルトランは見逃さなかった。

「我は知っている。レガトゥスにお前の居場所はない。血に汚れた聖人など、誰も相手にしない」

「黙れ」

「お前は異端の聖人だ。お前は孤独で、ひとりぼっちだ。レガトゥスに帰ったら、お前は二度と俗世間には戻れぬ。あの水晶でできた修道院のなかで、なにもせず朽くち果はてるのだ」

「黙れ！」

「耐えられるのか？　そんなことに？」

　ベルトランは尋ねた。彼が答えないと「我なら、死んだほうがましだ」と自分で答えた。

　キリルは焦しよう燥そう感かんをにおわせて、口を開いた。

「ベルトラン、お前にはわからない。大きな力が俺を支配していて、俺は逃げられない。たとえレガトゥスで異端視されたとしても、それが……俺に与えられた余生だ」

　苦し紛まぎれに語るキリルを見て、ベルトランが瞳を細める。キリルはつづけた。

「お前は神を信じていない。だが、神は存在する。お前もいつか、それを思い知る。戦友と一緒に死んだほうがマシだと思っても、叶かなわなかった。神が……俺を手て駒ごまとして生かしたからだ」

　ベルトランはキリルの瞳を覗のぞきこんだ。キリルはその視線から顔を背そむけ、呟いた。

「神はいるんだ……ベルトラン」

「何度も言うな、キリル。神の存在など知らぬ。しかし、ほかでもないお前の言うことだ。信じてやってもいい」

　だが、とベルトランは言い継いだ。

「神は、お前を苦しめているだけに見えるが？」

「それが神だ。俺は……善人じゃない」

「我は神ではないが、お前を楽にしてやれるぞ」

　はっとしたように、キリルはベルトランを見た。

「舌した先さき三さん寸ずんで、お前をレガトゥスから引き抜ける。お前は自由を手にできるだろう。特殊８８８部隊にいた頃の報ほう酬しゆうも手付かずだろう？」

　あれがあれば、一生働かずに暮らせるはずだ、とベルトランは言った。

「屋敷がほしいなら、我が用意してやる。郊外の閑散とした森のそばがいい。夏場は狩しゆ猟りようを楽しむことができるだろう。使用人も、お前が好みそうな、寡黙で無用な詮せん索さくをしないやつを探してやる。爵位もほしければ、くれてやる」

「……」

「神より我のほうが、お前をよく知っている。お前が今、望んでいることは『誰の干かん渉しようもうけず、一匹のホムンクルスと一緒に、ひっそりと暮らすこと』だ。そうだろう？」

　それはキリルの内心を見透かすような一言だった。

　ベルトランは、どんな言葉がキリルの心を揺さぶるか心得ているのだ。

　そのとき、ノックの音がした。

　入れ、とベルトランは命じた。一人の下男が、赤い首輪をした犬をつれ入室する。

「オロ……！」

　黒いドーベルマン型のホムンクルス……オロがその声に反応して、キリルに向かって走った。

　リードをもっていた下男が、思わず手を放す。

　オロはタックルするような勢いで、キリルに飛びついた。

　キリルはすぐにオロの首輪を外した。しきりと顔を舐なめたがるオロを宥なだめて、黒くてしなやかな身体を撫なでてやる。

　下男がベルトランに書類を渡すと退出した。その書類をベルトランが速読する。

「死んだ戦友の『記憶』を組みこんだホムンクルスか……。泣ける話だな」

　ベルトランの声に、キリルの手がとまった。

「……どうしてそれを？」

「なんのために、今までお前を待たせたと思っている？　その犬の組織サンプルの検査結果がでるのを待っていたからだ」

　キリルがベルトランを睨んだ。

　戦友の『記憶』を組みこんだホムンクルス。ベルトランはそう言った。

　オロはキリルの相棒。あれは口くち癖ぐせや比ひ喩ゆではなかったのだ。

「オロは……俺の最後の戦友だ。彼に危害を加えたら、誰であろうと許さない」

「なにもしていない。検査しただけだ。我を信じろ」

　キリルは「信じられない」とした目で、ベルトランを凝ぎよう視しした。

「信じろ、キリル。昔は我の言葉を信じただろう？」

「……昔の話だ」

「そうか？　で、その犬と一緒に、郊外で暮らす話はどうする？　反ほ古ごにして、レガトゥスに帰るか？　そうなると、犬ともお別れだな。あそこに犬は入れない」

「それは……」

　オン、とオロは吠ほえた。利口なオロは、キリルの動揺を見抜いているようだった。

　キリルは目を閉じて、オロを抱いた。

「キリル、返事は？」

「ノーだ、ベルトラン」

　キリルはそう答えた。

「俺たちは互いに覚悟している。聖セントフューレンの旅が終われば、別れることになると。それは、旅が始まる前に決まっていたことだ」

　オロはキリルを見ていた。実直な、迷いのない目だった。

　キリルはオロを見て、少しだけ笑った。

「郊外の屋敷は本当にいらないのか？」

「いらない。そんな夢は……眠ったときに、見るものだ」

　ベルトランの顔つきが変わった。キリルがあくまで、自分の誘いを拒こばんだからだろう。

　キリルは立ちあがった。「行こう」とオロを誘いざなう。

　まて、とベルトランは扉の前に立ちふさがった。

「まだ話が終わっていない」

「……リュドミラの件か？」

「違う。メルカンテのガスパロ・レキスリアンだ」

　いきなりベルトランの口から、メルカンテの英雄候補の名前が飛びだした。

　キリルは関心なさそうに「それがどうした？」と返した。

「あやつのせいで、ノブレスに甚じん大だいな被害がでている。一度でいい。協力してくれ」

「それは知っている。だが、今の俺には関係ない」

「お前以外に、あやつの出鼻を挫くじけるやつがいない」

「……」

「頼む」

　ベルトランの口調は、ずいぶん軟化していた。さっきまで、あれほど偉そうだった彼が「頼む」と言ったのだ。

「近々、ノブレス首都で、あやつが企んだテロが勃ぼつ発ぱつするという情報を摑つかんでいる。下手をすれば、首都でノブレス国民が大勢死ぬことになる」

　ベルトランの顔色はすぐれなかった。

　彼がどのような男であれ、この国を担になっていることに違いはない。そして、メルカンテの戦略顧問、ガスパロ・レキスリアンがノブレスの宿敵であることも、間違いなかった。

「テロを未然に防ぐまででいい。首都に留とどまってくれ。レガトゥスには我が話を通す」

　キリルはうんざりとしたため息をついた。

　夢の別荘生活をどうにか拒んだというのに、今度はこれか、という顔だ。自分の利益ではなく、ノブレス国民の安否につながっていたから、拒む理由を見つけるのも難しい。

「……俺の『力』は封じられていて、普段は使えない」

　キリルは言い訳がましい口調で言った。

「力？　ああ、聖人の大地を裂く力か。そんなものはいらぬ。普段のお前の力で十分だ」

「その程度で、あのガスパロ・レキスリアンの策に勝てるのか？」

「勝てる気がする」

　気がする？　とキリルは邪じや険けんに返した。

「『ノブレスの隼』が『気がする』なんて気弱な言い回しをするところを、初めて聞いた」

「お前がいてくれたら、勝てずともテロは未然に防げる。報酬はお前が望むものを用意しよう」

　キリルはふたたび腰を屈かがめ、オロを撫ではじめた。彼は長い間そうしていた。ベルトランがさすがにイライラしだす頃、オロが一声「オン！」と吠えた。

「そうかな？」

　キリルは吠えたオロに返した。またオロが「オオン」と吠える。キリルが「まぁな」と呟く。

　キリルはオロの言葉を理解しているようだ。

　やがてキリルは立ちあがった。ベルトランを真顔で見つめ、こう言う。

「オロが協力してもいいと言っている」

「……」

　ベルトランは絶句した。「犬が決めるのか？」と問いかえさなかっただけマシだ。

「条件は二つ。俺とオロの自由の保障だ。俺たちはどの部隊にも入らない。情報は包み隠さず、すべて回してもらう」

「承知した。もう一つは？」

「リュドミラを巻きこむな。これ以上、危険で穢けがれた俗世に関わらせたくない」

　わかった。とベルトランは即座に頷うなずいた。

「しかし、やけに固こ執しつするのだな。あの小娘はお前にとってなんだ？　惚ほれているというふうにも見えないが？」

「憶測するな。そういう俗っぽい感情ではない。……彼女は『審判者ジヤツジメント』だ。俺は、彼女の天てん秤びんに乗ることを許された、一人の聖人にすぎない」

　とキリルは答えた。

「彼女の天秤のうえは、お前の手のうえより、ずっと居心地がよかった。『聖人』も悪くないと思うほどにな。……ただ、それだけだ」

　ただ、それだけだ。そう言ったキリルは、どこかしら誇らしげに見えた。
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　メルシエ二世の葬儀が盛大に行なわれた三日後、法王宮では厳げん粛しゆくな空気のなか、選挙コンクラーベが始まった。新教皇になるためには、総数の三分の二の得票数がいる。それに満たない場合は、何度も選挙をやりなおすのだ。

　長いときは数日つづくのだが、今回はあっさりと決まった。

「新教皇がつつがなく選出された模も様ようでございます。リュドミラ様」

　執政官ルネ・ベルトランは言った。

　そのときリュドミラは、色とりどりの花が咲く、王宮の別邸にいた。中庭につくられた円形のテラスで、お茶を飲もうとしていたところだ。

　彼女の隣には、ジョセフィーヌがいる。ここ三日、リュドミラの世話と話し相手をしてくれているのは、彼女だった。

　いつも身だしなみの行き届いた、茶色の髪の侍女は、執政官ルネ・ベルトランが姿を見せたとき、驚いて手元のティーポットを落とした。

　ガッシャンと陶とう器きの割れる音が響く。

「ももも、申し訳ございません！」

　ジョセフィーヌの声は震えていた。よほどベルトランが怖いらしい。

　だが、リュドミラは違った。近寄ってきたノブレスの陰の国王を、銀緑色シルバーグリーンの大きな瞳で見み据すえている。のっけから喧けん嘩か腰ごし、とはこのことだろう。

「つきましては、教皇就任式典を執とり行う所しよ存ぞんでございます。リュドミラ様にはぜひ、ご出席いただきたいとのこと、法王宮より嘆たん願がんが届いております」

　ルネ・ベルトランは、そう言ってリュドミラに深々と頭を下げた。

　この慇いん懃ぎんな態度がうわべだけであることを、先日、リュドミラは思い知った。

　彼は無神論者なのだ。聖女を敬ううやま気持ちはこれっぽっちもない。国民の大半を占めるレガ教徒の手前、今もイヤイヤ頭を下げているということだ。

（おまけに意地悪で、偉そうで、最悪よ）

「……気が進まないわ」

「そこをなんとか」

「それより私はいつまで、ここに軟なん禁きんされているのかしら？」

「軟禁？　めっそうも」

　ベルトランは大げさに驚いた。もちろん演技だ。

　ベルトランは、そのあとすぐ平然と話を戻した。

「実は新教皇就任の折、聖地『レガトゥス』より、モス枢すう機き卿きようにお越しいただき、新教皇に聖帽と聖杖を授ける儀をお頼みするはずだったのですが、猊げい下かはなにぶん百三歳のご高齢……」

　モス枢機卿のことはベルトランに言われるまでもなく、リュドミラのほうがよく知っていた。

　なんといっても、彼はリュドミラの親代わりだ。

　メルシエ二世崩御の折も、彼は尽じん力りよくした。あのお歳で、レガトゥスと首都を行ったり来たりするのはつらいに違いない。

「リュドミラ様には、猊げい下かの名代として……」

　わかったわ、とリュドミラはつれなく即答した。

　不貞腐れた顔を隠さない。駄だ々だをこねても、ベルトランは譲ゆずらない。そう思ったから、リュドミラはあっさり承しよう諾だくしたのだ。

「猊下の代わりに、新しい教皇に聖帽と聖杖をお渡しすればいいのね？」

「さようでございます。就任式典が終わりましたら、リュドミラ様には首都をご自由に見聞できる時間をお作りできると思います」

　自由時間をやる、と言われたのにリュドミラの顔は浮かなかった。

　リュドミラの心には、あの夜以来、ずっと霧がかかっていた。

　――噴水公園で待っているから。ちゃんと説明するから、絶対来てくれ。

　フェルナンドの言葉を思い出すと、スレンダーな美女の姿も同時にでてくる。するとリュドミラは憂うつになる。例のキスシーンを回想しすぎたせいかもしれない。

　なにもかも面倒臭くなったような顔で、リュドミラは言った。

「観光なんてしたくないわ。でもその代わり、就任式典の前に一度だけ外出させて。一時間でいいわ」

　リュドミラはその一時間で「けじめ」をつけるつもりだった。
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　首都で一番大きな教会『聖ヨシフ大聖堂』の前の噴水公園に、リュドミラはジョセフィーヌとともにやってきた。

　リュドミラは細かい花柄のドレス姿に鬘ウイツグをつけ、街娘に変装している。彼女たちの護衛……いや監視役は大聖堂前で待機していた。ベルトランが、リュドミラを監視なしで出歩かせるはずがない。

　とても天気のいい昼下がりで、公園にはたくさんの親子連れがいた。とりわけ、人垣ができている場所がある。噴水の前の広場だ。

　そこで今、あやつり人形のお芝し居ばいが行なわれているのだった。

　リュドミラはその人形師の姿を、噴水の向かいにあるベンチから眺ながめていた。

　ジョセフィーヌはリュドミラの顔を窺った。

「あの、リュドミラ様……お声をおかけにならなくてもよろしいのですか？」

　もう半時間、リュドミラはベンチから動かない。

　ジョセフィーヌが何度促しても、ただぼう、と遠目で人形師の姿を追っているだけだ。

　やがて人形劇が終わり、子供たちはキャラメルをもらって解散しはじめた。

　するとリュドミラは立ちあがった。

「さてと。帰ろうか、ジョセフィーヌ」

　えっ、と彼女が驚いた。てっきり、人形師のところへ向かうと思っていたからだ。

「別に、話がしたかったんじゃないのよ。たんに、見納めよ。レガトゥスに帰る前のね」

　あっけらかんとした口調だったからか、ジョセフィーヌは動揺した。

「それで本当によろしいのですか？」

「うん。いいの。だって、これ以上発展しようがないじゃない？　私は強制送還されるんだもの」

　とひらき直った口調で答える。そこへ、キャラメルを頰ほお張ばった少年が一人、駆けてきた。

　これ、とばかりにリュドミラになにかを差しだす。それは、キャラメルの包み紙だった。

『帰らないでくれ。この間のこと、ちゃんと説明したい』

　小さな包み紙には、一行のメッセージがあった。どうやら彼は、リュドミラがここにいることに気づいていたらしい。半時間以上も直視していたのだから、当然だ。

　ジョセフィーヌが首をかしげているので、リュドミラが簡単に説明する。

「脱走中にね、フェルナンドと路地裏で再会したの。彼、年上の美女と一緒だったのよ」

「えっ……まさか浮気……ですか!?」

　ジョセフィーヌが頓とん狂きような声をあげた。そのあと「なんて恐れ多い！　天罰がくだりますわ！」と付け足す。その剣幕が異様で、リュドミラのほうがびっくりした。

「う、浮気かどうかわからないわ。知り合いなのは確かだけれど」

　リュドミラがそう口にしたとき、二人目の少年がメッセージを運んできた。

『浮気じゃないよ。信じてくれ』

　リュドミラが絶句。まるで自分たちの会話が聞こえているかのような一文だ。

「ねぇ、ジョセフィーヌ。頰にキスする間柄って、なんだろう？　姉弟とか？」

　そう尋ねたら「キス!?」とジョセフィーヌは腹式呼吸で絶ぜつ叫きようした。

「その女性、フェルナンド様と似ていたんですか？」

「いえ、全然。黒髪で色っぽくて、なんだかお似合いだった」

　と言うと、いきなりジョセフィーヌがリュドミラの腕を摑んだ。

「帰りましょう、リュドミラ様。彼はいけません。きっといけない人種です」

　ジョセフィーヌがひっぱりだすと、噴水前の人形師が立ちあがって、こちらに歩きはじめた。

　ジョセフィーヌがそれを見て、走りだす。すると人形師も走った。

　リュドミラは戸惑った。どうしていいのかわからなかった。

　大聖堂から護衛が駆けてきた。不審な青年が聖女に近寄ろうとしている、と見えたのだろう。

　リュドミラはそのまま車に乗せられた。拒否することはできなかったが、抗あらがう強い意志も芽生えなかった。一方、同乗したジョセフィーヌは憮ぶ然ぜんとして言った。

「旅人は女ったらしだって、聞いたことがあります。各地に恋人をもっていたりするんですって。リュドミラ様は騙だまされていたのかもしれませんわ」

（そうなのかな？）

　ジョセフィーヌは憤いきどおるが、リュドミラはきょとんとしていた。そこまで邪じや推すいする余裕も想像力も、リュドミラにはなかったからだ。

「これでよかったのですわ、リュドミラ様。ええきっと、過あやまちが起きるまえで助かったのです」

（私、助かったのかしら？）

　よくわからない。いくら考えても、このジャンルは経験不足で答えがでそうになかった。

　まぁいいわ、とリュドミラは呟いた。

「私が騙されたのか助かったのかわからないけれど……どうせ二度と会えないんだから。いい経験ができたと思うことにするわ」

　そう思う以外、自分を納得させることができそうになかったのだ。
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　就任式が翌日に迫った日、リュドミラは法王宮に向かう廊下で、キリル・セロフと鉢合わせした。リュドミラは聖女の正装姿で、法王宮から迎えにきた若い司教が一緒だった。

　一方、キリルは軍服を身に着けていた。足元には黒いドーベルマンがいて、リュドミラに向かって小さな尻尾しつぽをふっている。

　出会い頭がしら、キリルはリュドミラに、なにかを告げようとした。

「リュドミラ……その」

　彼は口くち籠ごもった。なにかを打ち明けようとしたのか、なにか釈明したかったのか？

　彼の態度はぎこちなかった。だが、そんなキリルの様子にリュドミラは注目しなかった。

　フェルナンドの「見納め」以来、彼女の心からなにか大切なものが欠落していた。

「なに、その格かつ好こう」

　つっけんどんに、リュドミラは訊いた。

　キリルの軍服は、貴族の将校が着るような立派なものだった。緑色の丈の長いジャケットには、きらびやかな装飾がたくさんついている。

　背の高いキリルが着るとサマになった。似合いすぎて、近寄りがたい感じだ。

「いつから軍人になったの？　キリル」

　詰問するような口調で、リュドミラは尋ねた。

　キリルは釈明することをあきらめたように、ため息をついた。そのあとは完璧な無表情に立ち戻り、こう返す。

「俺はもとから軍人だ。こんな俺をお前が知らないだけだ」

「あっそう」

　キリルの返答に、リュドミラはこれ以上ないほど、そっけなく返した。

　険けん悪あくな空気を感じたか、オロが尻尾をふるのをやめる。

「今でもベルトランの言いなりなのね。見損なったわ」

「俺とベルトランの関係をよく知らないくせに、知ったかぶりをするな」

「知っているわ。ベルトランが教えてくれたもの。彼の部下だったんでしょ？　命令されればどんな仕事でもやったんでしょ」

「……それが軍人だ」

　オロは二人の顔を見比べ、オロオロしはじめた。

「さっさとレガトゥスに帰れ」

「言われなくても帰るわよ！」

　リュドミラのお腹のなかから、どうしようもない苛いら立だちがこみあげてきた。

　――俺の任務は、お前を守ることだ。

　旅の最中、キリルは何度もそう言った。そしてその言葉を忠実に実行した。過保護な兄のようにリュドミラの世話をやき、戦場では身をていしてリュドミラを守った。

（なによ、旅が終わったとたん、偉そうな軍人になって！）

　それが一番、釈然としない。まるで一つの「演技」を終了した役者のように見えたのだ。

　キリルは無言で廊下を歩きだした。オロが躊躇ためらいがちに追いかける。

「最低……キリルのバカー！」

　怒鳴った拍子に、目め尻じりから涙が飛び散った。

　この怒号に、キリルはほんの一瞬、歩みをとめた。

　オロがびっくりしたように、リュドミラを振りかえる。

　キリルは振りかえらなかった。ふたたびスタスタと足早に、その場をあとにした。
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　キリルはリュドミラと別れたあと、ベルトランの命令で首都の街にでた。

　当然、オロも一緒だ。車の助手席に「お座り」したオロは、何度かキリルの顔を窺うかがった。

　キリルはそのたび「大丈夫だ」と返した。

「俺たちの旅は終わった。俺はもうリュドミラと会うことはない。リュドミラももう俺と会うことはない。喧嘩は二度としないさ」

　オロがなにか返した。言葉ではなかったが、キリルには伝わったらしい。

「彼女が誤解している？　俺のことをか？　別にいいさ」

　キリルの運転は荒々しかった。三さん叉さ路ろであやうく、別の車と接触しそうになる。

　露店の看板を薙なぎ倒してもおかまいなしだ。

　被害にあったほうも、軍の貴族服を見たとたん、泣き寝入りした。

「オロ、いっそベルトランの誘いに乗って、郊外の別荘を手に入れようか」

　オロは返事をしなかった。ハフッとため息のようなものをつく。

　交通整理をする警官の「とまれ」の指示を無視し、キリルは直進した。

　クラクションが飛びかい、キリルの後ろで車と車が接触して急停止する。

　キリルはそれすら、見ようとしなかった。

　彼は町外れの拘置所の前で、車を停めた。

　オロを伴い、軽犯罪者が抑留される牢屋へ向かう。

　門番に対する態度も、ひどくそっけなかった。

　さっさと開けろと命令し、その手がまごつくと、すぐに苛立った。

　そんな彼は、ここへ二度来た、執政官ベルトラン以上に、高こう慢まんだったかもしれない。

「でろ。聖フューレンは解散だ。よってお前をレガトゥスへ護送する」

　ギギッと、鉄の錆さびた扉がひらく。先日まで、自分が入っていた牢だ。

　壁ぎわに座りこんでいる人影は、動く気配がなかった。

「ベルトランの手先に成り下がったんですか？」

　軍服姿のキリルを一いち瞥べつし、アルカディ・トルストシェインは尋ねた。

　牢獄の石の壁に反響して、彼の声は厳かに聞こえた。裁判官のような声だ。

　拘留されてかれこれ五日になる。だが、やつれた様子はない。

　キリルが答えないと、アルカディはそれを黙認と受け取ったようだった。

「まぁ、それもいいでしょう。あなたには聖衣より軍服が似合う。好きなだけ、薄汚い政治家の手助けをしなさい。僕には関係ない。でもリュドミラの件は別です」

「彼女は無事だ。二、三日中にレガトゥスへ帰る」

「信じられませんね。僕は軍人の言うことは、一言も信じられないんです」

「なら勝手にしろ」

　キリルはイラついたように顎をしゃくった。でろ、というのだ。

「拒否はできないぞ。それが掟だ」

　二人はこのひと月、一緒に旅をした。だが、残念ながら仲間意識は芽生えなかった。

　リュドミラの前では、極力争わないように気をつけていただけだ。

　言い換えるなら、リュドミラがいないと、彼らはまったく反そりが合わない二人だった。

　キリルがズカズカと乱入し、アルカディの肩を摑んだ。

　アルカディはその手をパン、と払い除のけた。

　アルカディの美しい金色の瞳は、憎しみに満ちていた。












「この……裏切り者！」

　アルカディは、感情も露あらわにキリルを罵ののしった。

「あなたが裏切ったのは、僕じゃない。リュドミの『信頼』だ。ベルトランの犬に成り下がったあなたを見たら、リュドミがどんなに悲しむか……！」

「リュドミラは知っている」

「なっ！　馬鹿正直に知らせたんですか!?」

「しょうがないだろ、王宮で鉢合わせしたんだ！」

　キリルはそう言いかえしたあと、早口で事情を説明した。

「首都でメルカンテがテロを企んでいるらしい。防がないと、大勢が犠ぎ牲せいになる」

「ベルトランにそう言われて、軍服を着たんですか？」

「そうだ」

「それをちゃんとリュドミに伝えたんでしょうね!?」

「彼女ははなから聞こうともしなかった。いきなり喧嘩腰でくってかかってきて……」

　キリルの瞳は悔しそうだった。このあと彼は「くそっ、俺はどうしてこんなことを、こいつに話しているんだ？」と呟いた。

　リュドミラに無視されたとき、キリルは虚勢をはった。そっちがその気なら……という態度で応じたのだ。

　その反動だろうか？　キリルはアルカディに本音をさらけだした。

「その話、僕がリュドミの代わりに聞きますよ」

　と言うと、アルカディは立ちあがった。行きましょう、とキリルより先に歩きだす。

　牢屋の前で待っていたオロを一瞥すると、彼はキリルに言った。

「なに、たまには聖人らしいことも、しておこうと思っただけですよ。僕は『救済者』ですからね。軍人の告こつ解かいくらい、聞いてあげます」

　日頃の罪や悩みを聖職者にうちあけることを、告解という。聖職者には守秘義務があり、他言できない戒律があるので、人は安心して心のうちを明かすことができるのだ。

　アルカディの言い方は、恩着せがましいものだったのに、キリルは言いかえせなかった。

　今更、強がってもしかたがないと思ったのかもしれない。

　キリルはアルカディを護送する車のなかで、ずっと彼に「告解」しつづけた。いや、それは告解というより、愚ぐ痴ちに近かった。

　もっぱらベルトランの悪口で、一部はリュドミラの悪口だった。

　彼女はすぐに腹を立てる、すぐに泣く、というのだ。

　アルカディは助手席で、その話を聞きつづけた。

　いつも助手席にいるオロは、アルカディに席を譲り、後部席で長々と横になっている。

「お前のことも腹が立つ。ベルトランのつぎに」

　とキリル。歯止めがきかなくなったようで、どんどん内心を吐と露ろしはじめた。

「却きやつ下か。善意で告解を聞いている僕の悪口はなしです」

「じゃ、リュドミラの好きな人形師の悪口は？」

「それは大歓迎」

「あいつはダメだ」

「同感です。初めて気が合いましたね」

　それはそれで、奇妙な二コ人ン組ビに見えたのだった。
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　とっぷり日が暮れた頃、キリルは車を停めた。

　扉をあけ『聖・巡礼者街道』に立つ。

　田園風景が広がるだけの場所だった。今は真っ暗で車のヘッドライトが唯ゆい一いつの光源だ。

「どうしました？」

　助手席のアルカディが問うた。ややくたびれた声だったのは、キリルの告こつ解かい……いや愚ぐ痴ちが彼の予想に反して、長かったからだ。もう少し長かったら後部席のオロと席を代わってもらおう、と彼が真剣に感じていた頃、キリルは口を閉ざし、ブレーキをかけたのだ。

「おかしい。この道はさっき通った」

「見間違いでしょう？　このあたりはよく似た風景だから」

「俺が見間違うと思うか？　時間的に言っても、そろそろ『聖下都市セント・カトー』の灯あかりが見えないとおかしい」

「しかし、道は単純に東に向かってのびているだけです。間違うことはない」

「俺は間違ったとは言っていない。『この道はさっき通った』と言ったんだ」

　キリルは真っ暗になった街道を睨にらんでいた。その横にストンとオロがおり立つ。

「オロ、なにかわかるか？」

　キリルの声に反応して、オロが前方に歩きだした。やがて漆しつ黒こくの犬の姿は夜の闇に同化した。

「オロ？　……オロ！　戻れオロ！」

　なにを感じたのか、キリルが突然、叫さけんだ。「どうしたんですか？」とアルカディが問う。

「わからない。イヤな空気を感じた。まるで前方に地雷源があるみたいな感覚だ」

　キリルはそう言った。ハッハッと息を弾はずませて、オロが大急ぎでキリルのもとに戻ってきた。

　オロを抱きしめ、キリルは「大丈夫か？」と尋たずねた。オロはなんともないようだ。

　オロを車に乗せ、キリルは運転を再開した。一本の単調な街道をゆっくり進む。

　半時間ほどすぎた頃だった。

「つっ……！」

　今度はアルカディが眉み間けんを押さえた。「どうした？」とキリルが尋ねる。

「いや今、耳鳴りと頭痛が……」

　キリルが車を停めた。静かに扉をひらく。キリルは軍服の脇に吊つった銃じゆうに手をのばした。

「やはりおかしい。ここは……さっき車を停めた場所だ」

　え？　とアルカディが不思議な顔をしてキリルを見つめた。
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　夜が明けた。歴史に残るであろう一日の幕開けがやってきたのだ。

「まったく、キリルのやつはどこへ行った!?」

　貴族国家『ノブレス・シテ』の首都執政官メトロミニストル、ルネ・ベルトランはイライラしていた。

　あと数時間で、新教皇の就任式典がはじまる。もしも、メルカンテがテロを仕掛けるとしたら、そのときではないか？　といった予想はルネ・ベルトランでなくても、できただろう。

「単独行動は許したが……昨日から連絡がとれぬとはどういうことだ!?　この肝かん心じんなときに」

　キリルは昨日、アルカディを護送するため首都メトロをでた。以来、戻ってきていない。

　今の彼は、ベルトランの大事な手て駒ごまだった。一番、必要としているときに、手元にないのでは話にならない。

「しかたがない。法王宮の屋上に、優秀な狙そ撃げき手しゆを配置しろ。広場周辺の警備も増やせ」

　ベルトランは部下に命じて、別の「駒」を動かした。外部からの攻撃に備えるためだ。

　式典が行なわれる法王宮内部も、厳戒態勢下におかれていた。祈りをとりしきる場に、武器を携帯した警備隊が入ることに、法王宮は難色を示したが、ベルトランは強行した。

「敵国、メルカンテがよからぬことを企たくらむやもしれませぬ。新教皇の御身の安全が第一なれば」

　こう言われれば、法王宮も従うほかない。

　法王宮前の広場には、すでに新教皇の「お披ひ露ろ目め」を期待したレガ教徒たちで溢あふれかえっている。その広場にも、数百人の警備隊を配置した。

「閣かつ下か、準備万端、整いましてございます」

　警備主任がベルトランに報告に来たのは、式典開始一時間前。

　ベルトランは着替えの真っ最中だった。

　新教皇誕生に立ちあう貴族として、彼は参列するのだ。ほかにも政府高官や、首都の大貴族たちが招かれている。

　レッドカーペットの左側に大貴族。右側にレガ教の高位聖職者が立ちあい、新教皇は中央の祭壇で、頭に大きな聖帽ミトルをいただく。そして、宝玉のはめこまれた美しい聖杖が手渡され、めでたく新教皇は誕生する。

　その聖帽と聖杖を、神に代わって下か賜しする役目を担になったのが、聖地『レガトゥス』の聖女、リュドミラ・カリンだった。

「リュドミラ様……おきれいでございます！　まるで王女様のようですわ」

　ジョセフィーヌが瞳に星を浮かべて、誉ほめちぎった。

　鏡の前に立つリュドミラは、いつもの聖衣ダルマチカのうえから、引きずるほどに長い純白のコープをつけていた。銀と金で縁取りされた襟は異様に大きくて、王女というより「女王様」のようだ。

　自分の頭に聖帽を乗せて、鏡の前で半回転する。

「ジョセフィーヌ……鞄かばんのなかから鬘ウイツグをだして」

　と彼女は聖セントフューレンの旅の最中、もち歩いていた鞄を指差した。

　そのなかに、自分の髪でつくった鬘があるのだ。

　リュドミラは鬘をつけた。白い聖衣の腰元まで、ガーネット色の髪が広がる。

　そのうえに、聖帽を乗っけてみた。

「どう？　このほうがよくない？」

　とリュドミラはジョセフィーヌに訊きいた。

「最高です！　すばらしいです！」

　ジョセフィーヌが頰ほおを蒸じよう気きさせて、手を叩たたいた。リュドミラもジョセフィーヌも年ごろの女の子だった。美しく見せるために一工夫することは、楽しいことなのだ。

　ただ、リュドミラの表情はふいに曇くもった。無理にはしゃいで、フェルナンドとキリルのことを忘れたがっている。そんな自分が、どこかにいたのだ。

「きっと、大司教様がたも、リュドミラ様に見み惚とれてしまいますわ！」

　ジョセフィーヌが大げさに声を張りあげる。

　空から騒さわぎにつき合ってくれる、いい侍女だった。

　たしかに、その日のリュドミラは美しかった。式典会場に向かう最中、出くわすすべての人が「ほぉ」とため息をついた。

　法王宮の聖職者は、こぞって膝ひざをつき、聖句を唱となえた。

　リュドミラはレッドカーペットを通って、祭壇の中央で参列者一同に向き直った。

　昨日、式典のリハーサルを丸一日やっていたのだから、慣れたものだ。

　リュドミラから見て、右側に着飾った貴族たちがいた。

　左には、聖衣をつけた高位の聖職者が並んでいる。

　薄暗い会場のなかで、リュドミラはベルトランの姿を見つけた。

　祭壇のすぐ近くにいる。その彼の隣に、年とし端はもいかない少年がいた。

　短く切り揃そろえた漆黒の髪。その頭のうえに、クッションのような大きな帽子が乗っている。その帽子には、細い糸に宝玉を通した「すだれ」がついていて、顔はわからなかった。

（ひょっとして……彼は……）

　とリュドミラが思ったそのとき、パイプオルガンの音が厳おごそかになり響いた。

　大司教たちが金の香こう炉ろをもって会場を一巡し、場を清めていく。

　高い天井には、ステンドグラスで描かれた宗教画がある。

　天井からふり注ぐ光は場所によって赤であり、青であり、黄色なのだ。

　豪華な衣い裳しようをまとった新教皇が、ゆったりとした足取りで入場した。

　暗くて顔はよくわからないが、茶か黒い髪をした中肉中背の男性だ。

　レッドカーペットの中央を進むと、リュドミラの立つ祭壇の手前で歩みをとめ、膝をついた。

　リュドミラは、ベルベットの台座にのった聖帽を手にして、彼に歩み寄った。

　大きな三角形の帽子を、彼の頭に乗せる。

　ついで聖杖を横にして両手にもち、彼の目の前に差しだした。

　新教皇となる男性が、その杖を両手で受け取る。

　リュドミラは男性の頭上に、片方の手をかざした。

「ここに、新教皇ヤニク三世の誕生を認める。神に代わって、汝なんじに祝福を与えん」

　リュドミラの声が途切れるとともに、法王宮の鐘が鳴り響いた。

　それは、新教皇誕生の瞬間を、広場にいる何万人ものレガ教徒に伝えたのだった。
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　法王宮前の広場は、大歓声に包まれた。

　新教皇と式典に参列したものたちが、薄暗い式典会場から明るい部屋へと移動する。その部屋にはバルコニーがあって、別名『お披露目の部屋』と呼ばれているのだ。

　バルコニーの窓がひらかれる。聖杖を手にした、新教皇ヤニク三世が窓辺に立った。

　すると、真下の広場からあがる歓声は、二倍にも三倍にもふくれあがった。

　ヤニク三世の横に、ルネ・ベルトランが寄り添う。彼らは笑顔で握あく手しゆをかわした。

（あの二人……異様に似ている？）

　リュドミラがそれに気づいたのは、このときだった。

（尖とがった鼻かしら？　眉まゆなんかそっくり。意地悪執政官を小太りにしたらヤニク三世になるわ）

「おめでとう！」

　意地悪執政官、ルネ・ベルトランが満面の笑みで彼の肩を叩いている。

「ありがとう、兄上！」

（えっ!?　ええっ！）

　リュドミラは目を見開いた。

　似ているはずだった。二人は兄弟だった。

　それでは一体、これは、どういうことになるのか？　リュドミラはあわてて考えた。

　ベルトラン家の当主は、すでにノブレス政府の実権を掌しよう握あくしている。

　弟が新教皇におさまり、ノブレスの信仰と人心を掌握する。

（それじゃ、ノブレスはベルトラン家の思いのままじゃない！）

　ルネ・ベルトランはきっと、ずっと前からこのときを待っていたのだ。弟を法王宮に入れ、何十年もかけて周到な根回しをしていたに違いない。

（すっごく、嬉しそうな顔！　いつも意地悪なのに！）

　リュドミラはふと室内を見回した。

　式典に参列していた大司教のなかには、顔色がすぐれないものが何人もいた。

　貴族側は、喜んでいるものと白けているものに大別される。

（やっぱり、これは仕組まれたことなのね。ベルトランに味方するものは喜んでいるけど、反対派は戸惑っているんだわ）

　リュドミラは、自分のあさはかさに気づいた。聖女は俗世に疎うとい。だからといって、こうなるまで「現実」が見えないのは疎かだと思う。

（祝福を与える前に、新教皇の素性ぐらい知っておくべきだったわ。私に口をだす権限がないにしろ、知っているのと知らないのでは大違いよ）

　パーン！　パンパンパン！

　広場から、打ちあげ花火のような音が響いた。祝砲の音だ。

　ノブレスを牛ぎゆう耳じる二人の兄弟は、肩を並べてバルコニーに立ち、民衆に手をふった。

　そのときだった。

　パーン！　ヒュルルルル……

　なにかがバルコニーから室内に飛びこんできた。

　ババババ……バン！

　部屋の床で、大きな音が鳴る。さらに、同じものが数個飛びこんでくる。

　リュドミラの足元で、大音響が爆はぜた。

　リュドミラは反射的に飛びのいた。

　それはひどく大きな音で、頭が痺しびれ、目まいがした。

　ついで、真っ白な煙がもうもうと立ち籠こめる。催さい涙るい弾だんだ。

（な……なに!?）

「伏せろ！」

　誰かが叫んだ。と同時に、リュドミラはコープをひっぱられ、後ろに倒れこんだ。

　尻しり餅もちをつくまえに、腰を抱きとめられる。

　その手の感触を、身体は覚えていた。何度も何度も、こんなことがあったからだ。

「耳を塞ふさげ。『音響爆弾』だ。連続して聴いていると、失しつ神しんする」

（キリル……！）

　見慣れた青い瞳が、至し近きん距離にあった。

　自分をしっかり抱きとめている、たくましい腕の感触にホッとする。

　リュドミラは言われたとおり、耳を塞いだ。

　すると、キリルはリュドミラをそっと床におき、バルコニーに向かって跳ちよう躍やくした。

　新教皇を押し倒す。

　その直後、一条の凶きよう弾だんが室内に乱入した。高価な花か瓶びんが一つ、粉々になる。

「メルカンテの狙撃だ！　全員、退避！」

　ルネ・ベルトランが叫んだ。

　もうもうと白い煙が立ち籠める室内が、大混乱におちいった。
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（足が……ふらつくわ。それに目がすっごく痛い。涙がとまらないわ……）

　部屋の隅すみにいたリュドミラでさえこうなったのだから、中央にいたものは涙をボロボロ流し、身動きできなかった。

　目は開けられないし、音響爆弾のせいで三さん半はん規き管かんをやられ、フラフラしている。

　リュドミラは、なんとか部屋をでて、壁伝いに廊下を歩きだした。

（鼓こ膜まくの奥で、誰かがドラを叩いているわ）

　ウワンウワンと耳鳴りがし、ハンマーで殴なぐられるように頭が痛みだした。

　リュドミラ！

　どこかで、誰かが自分を呼んでいるような気がする。

　だが、実際には耳はまったくといっていいほど、機能していない。聞こえるはずないのだ。

　豪華なコープが重くて、途中で脱ぐ。聖帽も邪魔になって、放りだした。

　鬘は……煩わずらわしかったが、つけたままだ。これは捨てられない、という執着があった。

　リュドミラ！

（また、誰かが私を呼んでいる……わ）

　そんな気がしたが、どうしていいのかわからない。

　目も頭が痛くて、うずくまりそうになった。

（ともかく、どこかへ隠れなきゃ）

　廊下を進み、階段の手すりにしがみついて、一段ずつのぼっていく。

　のぼりきると、上階の廊下を手探りで進む。

　手がドアノブに触れた。ガチャ、と音がして扉がひらく。幸い、鍵がかかっていなかったのだ。

　リュドミラは目を閉じたまま、部屋のなかに入った。

（扉をしめなきゃ……）

　と思って、四つんばいで反転……したら、ガツンとおでこに衝撃が走った。

「いたっ！」

　と一声、涙の溢れる瞳を、無理して開ける。

　目の前に、派手にひっくりかえった少年がいた。

　どうやら、自分のあとにくっついて、部屋に入ってこようとした彼とぶつかったらしい。

「……うっ、誰ぞ？」

　少年は、か細い声で訊いた。いや実際には大声だったのかもしれないが、至近距離で話されても、かすかにしか聞こえないのだ。

　リュドミラはおでこを押さえながら、その少年を助け起こした。

　少年の頭から、クッションのように大きな帽子が転げ落ちる。

「私はリュドミラよ。リュドミラ・カリン」

「なに？」

「リュドミラよ！　リュドミラ・カリン！」

「なにを言っておるかわからん！」

「だから、リュドミラ！　リュ・ド・ミ・ラ！」

　彼女は少年の耳元で、大声で怒鳴った。

　すると、ようやく少年は首しゆ肯こうし、自分のおでこを押さえて、答えた。

「余は、ローラン・ダルデンヌである」

「は!?」












「ダルデンヌ！　ダル・デ・ン・ヌ！　五世！」

　少年がリュドミラの耳元で怒鳴る。

（ダルデンヌ？　ごせい？）

　リュドミラはハッとなった。

「こここ、国王陛下!?」

　そう。それは貴族国家『ノブレス・シテ』の現国王、ダルデンヌ五世だったのだ。
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「リュドミラ！」

　騒然とする現場で、彼女の名を呼んでいたのは、一人の軍人だった。

　耳鳴りを起こしてうずくまる人々の間を、捜し回っている。

　キリルだった。そのキリルにベルトランが駆け寄ってきた。

「国王がいない！」

　まだ耳が回復していないベルトランは、大声でキリルに話しかけた。

「教皇は？」

　とキリルが訊きかえす。

「無事だ。お前のお陰だ！」

　キリルは寡か黙もくに頷くと、「リュドミラもいない」と彼に返した。

「聖女はどうでもいい。ダルデンヌ五世を探せ！」

「そうはいくか。あいつはあいつで、大事な存在だ」

「レガトゥスの聖女を拉ら致ちしても、ノブレスはおとせん。だが国王は違う。メルカンテが狙うとしたら、間違いなくガキのほうだ！」

　ベルトランは自信をもって反論した。「ガキ」とは言うまでもなく、ダルデンヌ五世のことだ。彼がどんな目で国王を見ているか、如によ実じつに語ってくれる一言だった。

「そういう問題じゃない」

「なに？」

「そういう問題じゃない！」

　キリルは声を荒げた。

「もちろん、国王は探す。だが、リュドミラも探す！　両方、全力で探すよう、末まつ端たんにいたるすべての部下に徹底しろ！」

　上官であるベルトランに向かって、キリルは怖い顔つきで言い放った。
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　一時間ほどして、ようやく耳鳴りがおさまってきた。目の痛みも緩かん和わする。

　聖衣の袖そでで涙を拭ぬぐって、リュドミラは立ちあがった。

「どこへ行くのだ？　聖女リュドミラ」

「ここにいても、安全とは言えません」

　リュドミラがそう返すと、国王はリュドミラの聖衣の端を握りしめた。

　行かせまいとする少年の仕草がいとおしく、リュドミラが腰を屈かがめる。

「大丈夫。一人で逃げたりしません。陛下を守ってくれる人を連れてきますね」

　リュドミラがほほ笑む。すると、少年はうつむいた。

「余を守ってくれる人など……この国にはおらぬ」

　ずっしり、重い一言だった。

　ダルデンヌ五世が即位したのは、二年前。父であるダルデンヌ四世が急きゆう逝せいし、少年はわずか八歳でノブレスの王位に就いた。

　このことは、リュドミラも風の噂うわさで聞いたことがある。

（新教皇の就任式で、ベルトランの隣に彼の姿を見たとき、もしかしたらと思っていたけれど……）

　その姿はルネ・ベルトランと比べてあまりに小さく感じた。

　ノブレスは絶対君主制ではない。だから王自体に実権はない。国王は国の象徴だ。

　世襲で受け継がれていくため、長くつづくノブレスの歴史のなかでは、十歳未満で即位した例も複数ある。彼の即位はさほど異例なことではなかった。

　ただし同じ時代、執政官として国の実権を握ったのが、ルネ・ベルトランだったことは、彼にとって不幸以外のなにものでもなかっただろう。

「余のことなど、誰も気にしてはおらぬ。いてもいなくても……一緒なのだ」

「そんなことありません」

　リュドミラは小さな肩にそっと手をかけた。

「私は気にしているもの。亡くなられたメルシエ二世聖下も、貴方あなたのことをとても心配していらしたわ」

　はっと少年はリュドミラの顔を見た。

　見つめてくる瞳の色は、大粒のエメラルドのようだった。その瞳が潤うるみだす。

「聖女リュドミラ……余は、余は……」

「大丈夫。私が陛下を守ります」

　力強くリュドミラは断言した。そっと扉に近寄り、耳をすます。

（外はシンとしているわ。足音も話し声もしない）

　音をたてないようにノブをまわし、扉の隙すき間まから外を観察した。

　廊下には誰もいない。

　リュドミラは国王の手を握った。必要以上に強く。

　少年はリュドミラの手を握りかえしてきた。その手はやや汗ばんでいて、彼の「藁わらをもすがる」心境が伝わってくる。

「こっちよ」

　リュドミラは駆けだした。

　廊下を折れ、階段をおりる。踊り場で一いつ旦たん少年の手を放し、一人で階下を偵てい察さつに行った。

　階段の陰に身を伏せて、廊下の様子を窺ううかが。

（大丈夫、誰もいないわ。みんな法王宮から退避したのね）

　くるっ、と踵きびすを返したら、真後ろにダルデンヌ五世がいた。

　危うく、また、おでことおでこがぶつかるところだ。

「陛下、踊り場で待っていてほしかったのに……」

「わかっておる。だが、聖女リュドミラと離れると、不安なのだ」

　少年はしどろもどろ、言い訳した。

　リュドミラは苦笑して、少年の手を握った。そのときだ。廊下をあわただしく駆けてくる足音が響く。リュドミラは咄嗟に国王の頭を押さえて、身を伏せた。

「見つけたか？」

「いや、法王宮から退避した貴族のなかに、国王はいなかった。ベルトランも血ち眼まなこで探している。ヤツより先に彼を手に入れなければ計画が……」

（計画？）

「聖女リュドミラ……余が狙われておるのか？」

「しっ！」

　リュドミラはあわてて彼の口を塞いだ。階下の「誰か」に聞かれては大変だ。

　幸い、彼らは気づかず、その場を走り去った。

（狙われたのは新教皇じゃなかったの？）

　リュドミラは考えた。国王は不安そうな顔で、リュドミラを見つめている。

（さっきの連中は誰？）

　なんとなく、口調がおかしいと感じた。王宮警備のものなら、ベルトランのことを呼び捨てにはしない。国王にも「陛下」をつけるだろう。だいたい「計画」とはなんの計画なのか？

（ここを脱出しなきゃ。陛下を狙っている連中がいるのかもしれないわ）

　リュドミラは決心した。

「法王宮を抜け、王宮の離れまで一気に走ります」

「一気？」

「そうよ、陛下は駆けっこはお好き？」

「屋外ではあまり遊ばぬ」

「そうなの？　私は脱走常習犯なの。さぁ、私の手を放さないで」

　少年がきょとんとした顔をおかしそうに眺ながめて、リュドミラは走りだした。

　法王宮から王宮へ移動する。王宮の回廊も、そのままの勢いで走り抜けた。

（法王宮も王宮も安全とはいえないわ。なら、城外にでないと）

「せせせ……聖女、リュドミラ……まっ……まって……」

「リュドミラでいいわ、陛下」

　途中、回廊を離れ、咲さき誇ほこる花か壇だんに突入した。

　国王は暴れ馬に振り回されるような顔をして、リュドミラについてきた。

「では余のことも……ローランと呼んでよい」

「ローラン」

　それでよい、と言うように、国王はわずかに首しゆ肯こうした。

「ローラン、隠れて！」

　叫ぶと同時に、頭を押さえつける。花壇の向こうに、衛兵がいたのだ。

　国王は顔面を芝生にしたたかぶつけ、停止した。

　衛兵の姿が消えると、再びリュドミラはローランの手を握って走りだした。

「陛下……じゃなくて、ローラン、あの生け垣を飛び越えるわよ！」

　目の前に、きれいに角刈りされた生け垣があった。リュドミラの目の高さまである。リュドミラより頭一つ小さい少年には、絶壁に見えたかもしれない。

「無理だ！」

　とローランは叫んだ。

「よじ登るのよ、さぁ！」

　リュドミラはローランの腰をもって、生け垣のうえに押しあげた。バタバタしている足を摑つかんで「よいしょ！」と生け垣の向こう側に押しやる。

「うわわわわっ！」

　バランスを崩くずし、ドスンと向こうにおっこちた音がした。

　リュドミラは助走もせず、軽く大地を蹴けった。ふわりと浮きあがり、生け垣の一部に手をかけると、跳び箱の要領で飛び越える。

　尻餅をついているローランの横に、足を揃えて着地した。

　彼女の身体は人より軽いから、こんな芸当もできるのだ。

「リュドミラは、すごいな。脱走をくり返すと、そういうことができるようになるのか？」

　真面目な顔で問うたローランを見て、リュドミラは吹きだした。
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　王宮の端に、ジョセフィーヌたち使用人が住む「離れ」があった。

　実家が首都にあるものたちは、毎朝出勤し、夕刻に帰宅することもできるが、ジョセフィーヌのように地方からでてきたものは、そうはいかない。

　地方出身者は、この離れで共同生活をしているのだ。

　この別邸のことを、リュドミラはジョセフィーヌから聞いていた。

（ジョセフィーヌはどこかしら？）

　リュドミラは彼女を探した。協力者が欲しかったからだ。だが、別邸とはいえ大邸宅である。

　部屋はいくつもあり、どの部屋がジョセフィーヌの部屋なのかわからない。

　リュドミラはローランの手をひいて、屋敷の裏側に回った。

　薪まき割わり場があった。壁ぎわにたくさんの薪が積みあげられている。

　横には、何枚ものシーツや衣服が干してあった。

　リュドミラはシーツを掻かき分けて、慎重に進んだ。

　ふと立ち止まると、干し物のなかから、子供用のシャツを外す。使用人の子供のものなのだろう。質素な麻のシャツだ。まだ若じやつ干かん湿しめっているが、ぜいたくは言えない。

「ローラン、着替えて。その格好じゃ目立つわ」

「余がこれを着るのか？」

　とローランは訊きかえし、リュドミラを見てぎょっとした。

　彼女はすでに、聖衣を脱ぎはじめていた。それもガバッと大胆に。

「リュ……リュ……余は男子じゃ……」

「知っているわ。それ、男の子のものよ。早く着替えて」

「そういう……ちが……」

　ローランが真っ赤になって口くち籠ごもっている前で、リュドミラは下着一枚になった。

　あいにく女性用のドレスが干してなかったので、リュドミラは男性もののブラウスを取った。

　かなり大きい。ぶかぶかで丈は膝下まである。前掛けのようなフリルがたくさんついていた。

　それを頭からかぶり、物干しのロープを腰にぐるりと巻く。

「どうしたの？　ローラン」

「いや……なんでもない」

　なにかを言いかけ、ローランはあきらめた。素直に着替える。

　純白の聖衣とローランの豪華な衣裳を物陰に押しこむと、リュドミラたちは干し物の陰に隠れて、しばらく休憩した。リュドミラはまだ元気だったが、ローランはすでにフラフラだ。

（あれ、城壁ね。壁の向こうは城下町なんだわ）

　目の前に、石壁が連なっている。高さは三メルト以上ある。リュドミラの背の高さの倍ぐらいだろうか。

（裏木戸だわ）

　使用人たちが、街に用を足しにいくとき使用する、出入り口を発見した。

　ローランをその場において、そっと近づく。だが、鍵かぎがかかっている。

「梯はし子ごを探しましょう」

　リュドミラとローランは梯子を探した。だが、どこにもない。

　そのときだ。馬のひづめの音が城壁の向こうから聞こえてきた。

　リュドミラたちは急いで物陰に隠れた。

　裏木戸を叩く荒々しい音がする。

「開けろ！」

「離れ」の勝手口がひらき、背中の丸い老人が鍵束をもってでてきた。

　裏木戸の錠が外れる。すると馬上の衛兵が三人乱入し、一直線に王宮へ向かって馬をかった。

（今だわ！）

　リュドミラはローランの手を握って、走りだした。老人の背後を走り抜け、ひらいた裏木戸をめざす。途中、ローランが水たまりを踏んだ。パシャッと音がして、老人が振りかえる。

「走って！」

　リュドミラは疾しつ走そうした。ローランも懸命に走った。裏木戸を潜くぐる。

「誰か！　誰かが、ここから逃げてったぞ！」

　老人の擦かすれた叫び声が響いた。
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　王宮の背後にある森の小道に、一台の車が停まっていた。

　黒塗りの車だ。そのなかから、旅人風の青年が一人、おりてくる。

　フェルナンドだった。いや、本名はガスパロ・レキスリアン。メルカンテ軍の戦略顧問だ。

　森のなかから、制服姿の警官が駆けてきた。ノブレスに潜せん伏ぷくしているスパイの一人だ。

「大佐、王宮に潜入させている仲間からの連絡です。国王ダルデンヌ五世が行方不明だとか」

「国王はどうでもいい。みんなを脱出させてくれ」

　フェルナンドは腕を組んで、そう指示した。

「しかし国王の拉致が、今回の目的ではありませんか？」

「そうだったが作戦が狂くるった。このままでは、潜入させた部下の身が危険になる」

　一いつ刻こくも早く王宮にいるスパイを退避させろ、とフェルナンドは再度命じた。

「できるなら、個々に首都を脱出。辺境の村に潜むか、メルカンテまで帰れ。ベルトランがすでに街道という街道に検問を設けている。この状態で首都から逃げるのは、容易ではないだろうが……かといって、潜伏も危険だ。……それで、ミケラ・フレーニ少尉の居所は？」

「まだ摑めません」

「急げ、彼女の身が一番、危ない」

　フェルナンドは沈ちん痛つうな顔で、瞳を閉じた。

「初めて私の軍歴に土がついたな……」

　彼は呟いた。それはガスパロ・レキスリアンの作戦が、失敗したということに他ならなかった。

「まさか彼女があんなことをするとは……」

　信じられない、という顔でフェルナンドは首をふった。

「新教皇を撃つなんて、なんてバカなことを……」

　ミケラ・フレーニ少尉。赤いドレスが似合うスレンダーな美女は、狙撃の名手でもあった。

　フェルナンドは彼女に、実行部隊の指揮を任せていた。

　だが実は、新教皇ヤニク三世狙撃は、フェルナンドの作戦にはなかった。

　なかったどころか、「それだけは絶対にしてはならない」ことだった。

　彼が命じたのは、就任後バルコニーがひらくときを狙って、音響爆弾と催涙弾を投げこむことだ。法王宮内部が混乱すると同時に、衛兵に変装したスパイが、国王を救出にいく。国王ダルデンヌ五世に「拉致」と気づかれぬまま車にのせ、検問が設けられる前に首都を脱出する手て筈はずだった。

　一方、ルネ・ベルトランが年端もいかない国王を虐ぎやく待たいしていた話をでっちあげ「号外」と称して町中に配る。

　ついで、国王がメルカンテに「亡命」した偽情報を流す。

　これによって、ノブレスの世論は二手に分かれる。貴族はともかく、民衆は国王に同情する。

　次に亡命した国王に、新しい国を立ちあげることを宣言させる。

　そしてメルカンテはダルデンヌ五世の作る新国と「同盟」を結び、貴族国家『ノブレス・シテ』の弱体化をはかる。

　これがフェルナンドの作戦の全貌だった。

　この大それたペテンを成功させるため、フェルナンドは緻ち密みつな作戦をたてていた。

　一つとして、間違うことが許されない作戦だった。どこかで、ちょっとでもツメが甘くなったら、それがペテンと気づかれるからだ。

　だからこそ、彼は自ら首都に来た。

　ところが作戦は序盤から、ミケラ・フレーニ少尉の独断で思わぬほうへ転がった。

「大佐、まだ我々に勝機があるのでは？　国王さえ手に入れれば……」

　あきらめきれない部下が尋ねた。

「勝機はない」

　そっけなく、フェルナンドは返した。

「この作戦の肝かん心じんなところは、レガ教徒を巻きこまないことなんだ」

　フェルナンドの言葉の真意を、相手はわかりかねたようだ。首をひねっている。

　フェルナンドは説明した。

「幼い国王に同情するのは、国民の八割をしめる情け深いレガ教徒だ。違うかい？」

「それはそうですが」

「その象徴ともいえる教皇を狙撃した。犯人はメルカンテのスパイだと誰もが思う。たとえこれが第三者による犯行でも、ベルトランは情報操作して、メルカンテのテロだとでっちあげる」

　まぁ、でっちあげもなにもない、我々がしたんだ、とフェルナンドは付け足した。

「こうなったら、国王がメルカンテに亡命しても、レガ教徒は同情しない。新しい国を作っても、レガ教徒は動かない。つまり、国王を拉致する意味がない」

　わかるか？　とフェルナンド。

「なんとなく……」

「おまけに、ベルトランはここぞとばかりに、国民の反メルカンテ感情を煽あおり、メルカンテへ進軍する機会を作る。教皇が生きていても死んでいても、狙撃したら、ベルトランの思う壺つぼなんだよ」

　どうして、それがわからなかったんだ、とフェルナンドは独りごちた。

　彼はミケラなら見抜くと思って、あえて「狙撃はするな」と念押ししなかったのだ。

「教皇が無事でよかった。あの瞬間、誰かが教皇を押し倒してくれなかったら、ミケラは教皇を殺していた。彼女の腕はいい意味でも悪い意味でも、超一流だからな」

「しかし、ベルトラン家の次男、ヤニク三世は最低の男ですよ。大方、金をばらまいて必要な票を獲得したんでしょう。レガ教の大司教たちのなかには、反ベルトラン派も多いです」

「そういうことは、どうでもいいんだ」

　とフェルナンドはうんざりした。

「新教皇がメルカンテの狙撃手の手で殺されでもしたら、レガ教の聖地『レガトゥス』が黙っちゃいない。それが大問題なんだ」

　彼は口調を強めた。

「未知数の武力をもっている『聖セントフューレン』は敵にしたくない。大地を数十万キロメルトも裂く連中だぞ？　下へ手たに刺激したら、メルカンテ本国まで危険になる」

『聖フューレン』。

　神の天啓を受け、人々の争いに「武力介入」する聖人たち。

　フューレンとは「愚ぐ者しやを導く力」を意味するという。

　それは今、フェルナンドが一番警戒している「第三勢力」だった。

　彼は知らない。想像もしていない。その要にいる聖女が、リュドミラだとは。

「さわらぬ神になんとやら、だ。聖人の力の正体は、今、情報部と科学技術庁が調べている。それがわかるまでは、私も『対聖フューレン・作戦』が立てられないんだよ」

　以上、と講義を終えた先生のように口をつぐむと、フェルナンドは車から離れた。

「ミケラが心配だ。探してくる」

「大佐！　お一人では……」

「私は大丈夫だ。ミケラの安全を確かめたら、私は私で首都を脱出する」

　とだけ言うと、フェルナンドは森の小道を歩きだした。
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「すごいわ。役人や兵士がうじゃうじゃいる」

　裏木戸から城外へ逃げだしたリュドミラとローランは、民家の陰に隠れて様子を窺っていた。

　街路には大勢の「制服組」が立っている。街の住民より多いのではないかと思えるほどだ。

「新教皇を狙った犯人を探しているのね。ということは、犯人はまだ捕まっていないんだわ」

　とリュドミラ。加えて、行方不明の国王と聖女を探しているのだ。城下町が蜂はちの巣すをつついたような騒ぎになっていてもしかたがなかった。

「リュドミラ……余はもうクタクタじゃ」

　ローランは地べたに足を投げだしていた。王宮から脱出して半時間、休む間もなく走ってきた。リュドミラはまだまだ走れるが、日頃、あまり走ることのない「陛下」は限界らしい。

　さっきから「水が飲みたい」「疲れた」「甘い菓子がほしい」と要求がつぎつぎに飛びだす。

「私、どこかでお水をもらってくるわ。ここで待っていて。絶対、動いちゃダメよ」

　ローランはコクコクと無言で頷いた。本当は独りでいたくないが、これ以上リュドミラと一緒には走れない、というところなのだろう。

　リュドミラは民家の屋根を見あげた。トンと地を蹴る。

　慣れた素振りで、屋根にのぼったリュドミラの様子を、ローランは口を開けて見つめていた。

　リュドミラは屋根のうえを走りはじめた。役人たちに気づかれないよう煙えん突とつや物陰を利用し、慎しん重ちように移動する。ローランを連れていないぶん、あっという間に市街地に辿たどり着いた。

（井戸の周りには物陰がないから近づけないわ。……そうだ。あの店がいいわ）

　ある高級料理店が近いことに気づいた。そう、それは首都に着いたばかりの頃、商人にごちそうになった店だった。

　ストン、と店の裏口におり立つ。

（ここで、オロにお肉をあげたわ）

　と思い出しつつ、リュドミラは裏口の扉を開けて、なかに入った。

　厨ちゆう房ぼうの場所は覚えていた。真っ赤に燃える炎の前で、大きな鍋をふっている男性に、背後から声をかける。

「あの、すみません。お水がほしいんですけれど」

　男は振り向きもせずに、オタマの先で厨房の端を指した。無ぶ愛あい想そうな男だった。「忙しいから声をかけるな」と言わんばかりだ。もしも彼に、リュドミラを顧かえりみる余裕があったなら、不審に思っただろう。リュドミラは男性もののブラウス一枚だったし、この店の客にしては貧相で、幼すぎたからだ。

　リュドミラは「ありがとう」と一言、空あいているカップに水を汲くんだ。

「容器はすぐにお返しにあがります」と一応、断りを入れて再び裏口へ向かう。

　そのときだ。目の端にチラッと店内の様子が入った。

（ベ、ベルトラン!?）

　ドキッとして心臓が縮ちぢみあがった。

「これだけの人数を捜索にあてて、見つからんとはどういうことだ!?」

　声を聞いて確信した。執政官のルネ・ベルトランだ。

　彼は大きなテーブルにたった一人陣取って、食事中だった。

（王宮にいると思っていたのに！　彼まで街におりてきているなんて）

「戒厳令をしけ、ベルトラン。街の人間がうろついていると、捜索がはかどらない」

「たかが、小娘とガキを見つけるために、そんなことできるか」

　若い男性の声に、ベルトランが邪険に返答する。

「王宮の離れに二人の衣裳があった。二人は一緒にいる。平民に変装しているはずだ」

　リュドミラはそろそろと移動した。

　テーブルに座って高級料理を食べているベルトランの後ろに、将校の足が見えていた。

（ひょっとして……というより、この声は間違いなく……）

　怖いもの見たさで、リュドミラはその将校の顔を確認しようとした。

　本来なら、絶対見ずに一目散にローランのところへ帰らなければならなかった。

「余計な手間をかけさせよって……！　あの二人が大人しく王宮にいれば、捜索はメルカンテの狙撃犯一人に的が絞しぼれるのだ！」

（やっぱり、キリル！）

　緑色の、ノブレス軍の貴族服を着たキリル・セロフの顔を見た。

　嫌味なほど軍服が似合う、クールな青い瞳と黒い髪の主だ。

（すっかりベルトランの腹心の部下になっているじゃない！）

　と思ったとたん、キリルと目があった。

（まずい！）

　リュドミラが一目散に裏口へ駆けだす。

「見つけた！　リュドミラ！」

　キリルの声が彼女を追った。

　リュドミラは立ち止まらなかった。外にでるとすぐに屋根まで跳躍した。

　直後、荒々しく玄関の扉がひらき、キリルがでてくる。

「リュドミラ！　どうして逃げる!?」

　キリルは屋根のうえにいるリュドミラを見て、叫んだ。

「おりてこい！」

「イヤよ！」

「どうして!?　レガトゥスに強制送還されるからか？」

「そうよ。でもそれだけじゃないわ」

「なら、理由を言え！」

「キリルが……キリルがベルトランと一緒にいるからよ！」

　感情も露あらわに、リュドミラは怒鳴り返した。

「キリルがベルトランの味方だからよ！」

　キリルはリュドミラを見あげて、言った。

「話を……聞いてくれ。理由がある」

「理由なんかどうでもいい！　キリルなんか、大嫌い！」

　リュドミラは心のなかを暴れ回る、激しい怒りの感情に翻ほん弄ろうされていた。

　自分をないがしろにするベルトランと、彼が仲良くしていると思うと、我が慢まんできないほどむしゃくしゃするのだ。冷静にキリルの話を聞く気になれなかった。

「リュドミラ！」

　キリルの声から逃げるように、リュドミラは屋根のうえを走りだした。

　大嫌い、そう叫んだときに、キリルの見せた表情を思い出して、リュドミラは小さく笑った。

「おかしいの。キリルったら、後ろからフライパンで頭を殴られたみたいな顔をして。はぁ……これでちょっと胸がスッキリしたわ」

　口ではそう言うのに、リュドミラの心はちっともスッキリしていなかった。たぶんそれは、キリルと仲直りする機会を、自分からふいにしてしまったような気がしていたからだ。

（キリルが悪いのよ。ベルトランと仲良くするキリルが悪いの！）

　そう思いこんで自分を正当化する。

　リュドミラは急いで、ローランの元に戻った。

　ローランは民家の片隅で、うたた寝していた。

「陛下、ローラン！　起きて！　寝ている場合じゃないのよ！」

「リュドミラ……」

「ベルトランがあなたを探しているわ！」

　もってきた水を飲ませ、情況を説明する。

「私、水をもらいに行って、キリルに見つかってしまったの。すぐに追いかけてくるわ」

「キリルとは？」

「ええっと、ベルトランの手下よ。今は」

「では余は、正体不明の敵とベルトランの双そう方ほうに追われておるのか？」

　そうよ、と返したものの、よくよく考えれば、ベルトランは敵ではなかった。

　彼は国王を保護するために探しているのだ。

「陛下、ベルトランのところへ帰る？　そのほうが安全かもしれないわ」

　ローランは無言で、首を横に振った。

「どうして？」

「あやつは意地が悪い。余に手をあげたりはせぬが、まともに話せぬ。着々とノブレスを我が物にしようとしている」

　ローランはつづけた。

「新教皇になったのは、ベルトラン家の次男だ。ノブレスはもうおしまいじゃ。この国はメルカンテではなくベルトラン家に滅ぼされる」

「そんなこと、させちゃいけない。そうでしょ？」

　リュドミラは返した。

「無理だ。余には力がない」

「私だって、自信はないわ。でも放ってはおけないわ。レガ教でも『過あやまちを見すごすこと、それ即すなわち過ちなり』と訓おしえているわ」

「それは知っておる。余は、メルシエ二世聖下の直弟子じゃから……しかし」

「あきらめちゃダメでしょ？　陛下」

　ローランは力なく「うん」と頷いた。正しいことはわかっている。でも、彼にはどうしていいのか、わからない。自信もないのだ。

　まだ十歳で、あの老ろう獪かいなベルトランを相手にするのは難しい。

　馬のひづめの音がした。複数の馬が、小道を駆けてくる音だ。

　リュドミラははっとして立ちあがった。

「ローラン、逃げるわよ！」

「また走るのか？」

　疲れきっている少年を引き立てて、リュドミラは走りだした。

　人、一人が通れるのがやっとという、小道を全力で走る。

　馬のひづめの音は、どんどんと近くなってくる。

「こっちよ！　ローラン」

　リュドミラは道をはずれ、林のなかに突入した。街には役人や軍人が溢れている。逃げる場所は、林や森しかなかった。

「いたぞー！　こっちだ！」

（見つかった！）

　男の声が後ろから聞こえてきた。ついで、けたたましい警笛の音がする。

　警笛をならす馬上の役人は、一人から二人、二人から三人と増えていった。

　なぜ、ノブレスの役人に追われなければならないのか？

　リュドミラは逃げながら、歯は痒がゆい思いをしていた。

（私はともかく、ローランはこの国の王なのに）

　自分の手を握って、必死で走る幼い少年を見ると、心が痛む。あまりにも可哀相だ。

　汗ばんでいる手が滑った。ローランが躓つまずく。

「ローラン！」

「リュドミラ！」

　置いていかないでくれ、というようにローランは手を伸ばした。

　リュドミラは背後に迫りくる馬と役人を、見た。

　ローランの手をしっかり握って、助け起こす。

　だがローランはすぐに膝をついた。もう走る力が残っていないのだ。

　逃げ切れない。

　リュドミラはそう直感した。

（誰か……誰かお願い、私たちを助けて……！）

　ローランを抱きしめて、リュドミラは祈った。




[image: ]












　助けて！　リュドミラが心のなかで叫さけんだそのときだった。

「こっちだ！　リュドミラ！」

　リュドミラは、まるで幻げん聴ちようを聞いたような顔をした。

　目の前の林のなかから、一人の男性が飛びだしてくる。

　彼はリュドミラのそばまで駆け寄ると、懐ふところのなかから祭りで使うような爆ばく竹ちくをとりだした。

　素早く火をつけて、放り投げる。

　パパパパパ……パパパン！

　馬の足元で、爆竹が爆はぜた。驚いた馬が、激しくいななき、背をそらす。

　馬上の役人が、つぎつぎと馬から振り落とされた。

「走って！」

　その声に促うながされるように、リュドミラは立ちあがった。

　危機一髪で現われた彼は、軽々とローランを背中に担かついだ。

　さぁ、とリュドミラの手を握ると走りだす。

　その手はローランとは比べものにならないほど大きくて、力強かった。それに温かい。

　リュドミラは走りながら、その手をじっと見た。

　なぜかこのとき、彼女は自分の手を引いて走っている男性の顔が見られなかった。

　見たら、ふいに消えてしまうのではないか？　そんな不安を感じていたのだ。

（どうして？　どうして彼がここにいるの？）

　そう、それは先日、噴水公園で「見納め」したはずのフェルナンドだった。

　足にまとわりつく下草をふみつけて、森のなかに突入する。

　鬱うつ蒼そうとした森のなかで、ふと、彼は振りかえって笑った。

「やぁ、リュドミラ。やっと君を摑つかまえることができた」

　ふわっと、茶色の髪がゆれる。

　話しかけられて、リュドミラは一瞬だけ、彼の紫色の瞳を見つめた。

　長くは無理だった。なんとなく、落ち着かない気分がしたのだ。

「こっちだ」

　彼に導かれるまま、森のなかの勾こう配ばいの激しい斜面を、木を伝っておりた。

　隠れられそうな場所を見つけ、身を潜ひそめる。

　リュドミラは荒い息を整えながら、青年の顔を盗み見た。

　やっぱり、長く顔を見つめられない。

　彼はまだリュドミラの手を握ったままだ。ちょっとひっぱってみたが、放してくれない。

「あの……フェ……フェルナンド、手、放して」

　と言うと、彼は「あ、ごめん」と短く謝罪し、そっと手を放した。

　担いでいたローランを背中からおろし、リュドミラの前にしゃがみこむ。

　温かくて大きな手がなくなって、リュドミラは肌寒さを感じた。

　きっとそれは、庇ひ護ごがなくなったことを、身体が敏感に感じ取ったからだ。

「どうして……ここにいるの？」

　会話がないともっと寒くなる気がして、リュドミラはぎこちない口調で尋ねた。

「近くを散歩していたんだ。そのとき警笛の音を聞きつけてね。野や次じ馬うま根性をだしたら、君が逃げていた」

　彼は「本当にびっくりしたよ」と付け足した。

（偶然なの？　こんな偶然の再会って、本当にあるんだ）

「この間、言い損ねたこと、聞いてくれる？」

　リュドミラの手前に屈かがみこんだフェルナンドは、じっと彼女を見つめていた。

　その視線にリュドミラのほうが居たたまれなくなる。

「あの……今、それどころじゃなくて」

　心のなかは整理のできていない机の上のようだった。

　色々な感情や、気持ちが散乱していて、落ち着いて話が聞けそうにない。

　おまけに今、ローランを連れて逃亡している最中なのだ。

「なにか事情があることは、見ればわかるよ。でも私も譲れない。このままだと一生後悔するっていうか、瀬せ戸と際ぎわというか……つまりだ、このまま終わってしまうにしろ、ちゃんと説明しておきたいんだ」

　フェルナンドは真しん摯しな眼まな差ざしでそう主張した。

　そのとき、間近で警笛が響いた。

　リュドミラが肩を震わせる。

　咄とつ嗟さに、フェルナンドはリュドミラの頭を引きよせて、少女の身体に覆おおいかぶさった。

　全身で守ろうとしてくれる温かさに、リュドミラの心がざわめく。

（私……あきらめたつもりだったのに）

　どうしようもなく、涙腺がゆるんできた。

　警笛が遠ざかり、フェルナンドがリュドミラの身体を放す。

「ともかく、落ち着いて話せる場所を見つけよう」

　彼がそう言ったとき、リュドミラはすでに半泣きになっていた。
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　警笛の音に、フェルナンドが過敏に反応したことは噓うそではなかった。

　奇くしくも、彼はすぐそばの森林のなかにいた。

　警笛の音を頼りに、全力疾走する。

　ただし、彼がそのとき想像していたのは、ミケラ・フレーニ少尉の姿だった。

　役人に追われているのは彼女だと思いこんだのだ。だが彼が見つけたのは、ガーネット色の髪を振り乱し、少年の手を摑んで走っているリュドミラの姿だった。

「足元に気をつけるんだよ。今、ランプをつける」

「うん。……さぁ、ローランも入るのよ。奥にベッドがあるわ。あそこで休むといいわ」

　リュドミラは小さな少年の手をひいて、小屋に入った。

　ローランの目はもう半分、閉じかけている。眠くてしかたがない顔だ。

　森のなかはすでに薄暗くなっていた。もうすぐ日が落ちる。追っ手をかわして、山小屋のなかに逃げこんだリュドミラたちは、そこで一夜を明かすことにした。

　フェルナンドは小屋にあったランプに火をつけ、足元においた。

「一体、どうしたんだい？」

　フェルナンドは尋ねた。チラッと、山小屋の粗そ末まつなベッドのほうを見る。

　疲れ果てた少年が一人、ベッドに手足を投げだしている。

「それがその……わわわ……悪い男の人に狙われていて」

　とリュドミラは答えた。

「人さらいかなにか？」

「そうじゃないんだけど……意地悪な男の人」

　頭にベルトランの髭ひげ面づらが浮かんだ。

「彼は誰？」

　フェルナンドは訊きいた。くたびれている少年のことを問うたのだ。

「弟みたいな子。本当の弟じゃないけれど……」

　とリュドミラ。さすがに、ローラン・ダルデンヌ五世だとは言えなかった。

「意地悪な男の人に追われているのはどっち？」

「どっちもよ。私も彼も追われていて」

「その人、サーカスの団長？」

　フェルナンドが不思議なことを訊いた。

「ほら、物語でよくあるだろう？　孤こ児じ院いんからこどもをひきとって、危険な曲芸を仕込むんだ。その親方はいつも鞭むちをもっていて、意地悪で怖い。林のなかを走っている君たちは、サーカスから逃げてきたこどものようだった」

　くすっ、とリュドミラは笑った。突とつ飛ぴな想像力だと思ったのだが、言われてみればそんなふうに見えて当然の格好だ。

「違うわ。団長じゃないの。でも、雰囲気は似ているわ」

　頭のなかで、執政官ベルトランに、サーカスの団長の衣裳を着せてみた。

（……似合いすぎる）

　フェルナンドが部屋の片隅に畳たたんであった、分厚い毛布を取ってくる。一枚をリュドミラに与え、もう一枚を静かに寝息をたてはじめたローランに、そっとかけてやった。

「ずいぶん疲れて……可哀相に。それに二人ともひどい格好だよ」

　フェルナンドに言われて、リュドミラは恥はじらいだ。

　鬘ウイツグは偶然、頭に乗っているが、首から下が最悪だった。花柄のドレスとは言わないが、せめてスカートがほしい。

「巡礼の旅は終わったの？」

　フェルナンドは訊いた。

　フェルナンドにとってリュドミラは巡礼者。

　リュドミラにとってフェルナンドは旅芸人。

　お互い正体を隠して知り合い、正体を知らぬまま再会をくり返す。

　彼らはそういう運命なのだ。

「うん、というかううんというか……なんとなく、終わってしまったというか」

　噓に噓を重ねるのが苦しくて、リュドミラはしどろもどろになった。

「途中で？」

「ここメトロに着たら、情況がかわってしまって……」

「たしか三人で旅をしていたよね？」

　うん、とリュドミラは首しゆ肯こうした。

「でも……一人とはぐれて、もう一人は勝手に軍隊に入っちゃったの」

（そういえば、アルカディは大丈夫なのかしら？）

　自分のことで精一杯で、留置所に置いてきたアルカディのことを、心配する余裕もなかった。

「そう。どうやら、大変なことが起こったみたいだね」

　フェルナンドがそう言ったとき、リュドミラは回想した。

（そうよ。大変だったの。ベルトランに苛いじめられて、強制送還されそうになって。私、フェルナンドにあったら、いっぱい話を聞いてもらうつもりだったの）

「実はこっちも色々とあって……詳しく説明できないんだ。でも誤解だけは解いておきたい」

　リュドミラの目の前に座ったフェルナンドは「本題」を口にしようとした。

　詳しく説明できない「なにか」を除外して、誤解を解こうとするフェルナンドを見て、リュドミラはこう言った。

「いいのよ、フェルナンド。別に無理して話さなくても」

　すると、フェルナンドは「どうして？」と返した。

「は、話しづらそうだし……私も別に知りたくないっていうか……」

「怒ってる？」

「べ、別に」

「怒っているから、聞きたくないんじゃないのかな？」

　リュドミラは考えこんだ。彼にそう言われてみればそんな気もするし、違う気もする。

「あのね、フェルナンド……私、あなたと旅にでられなくなっちゃったの。私にも色々と話せない事情があるんだけれど……簡単に言うとね、私、修道院に入れられるの」

（ちょっと特殊な修道院だけれど）

　とリュドミラは説明した。

「それでね、お別れなの。だから無理して話さなくてもいいのよ」

　束の間、フェルナンドは沈黙した。

「あのきれいな女の人がね、誰でもいいの。本当に私に気を遣わないで。それより、私のほうこそごめんなさい。約束したのに、守れなくて」

「どこの修道院？」

　とフェルナンドが尋ねた。ちょっと眉み間けんに皺しわを寄せ、考えこんでいる。

　約束をやぶったせいで怒っているのだろうか、とリュドミラは小さくなって呟つぶやいた。

「と、遠くよ。首都メトロじゃない。ずっと東のほう」

「東か。聖地『レガトゥス』の近辺かな。あのあたりには、修道院も多いらしいね」

　巡礼者や熱心なレガ教徒は、余生をみなレガトゥスのそばで送りたがる。

　必然的に、付近には修道院や教会が多くなるのだ。

　でも、とフェルナンドはつづけた。

「ある条件を満たせば、還俗できるはずだよ。迎えにいくよ。戦争が終わったらすぐ」

「……」

「迎えにいく。そうしたら、私と一緒に旅にでてくれる？」

（そんな夢みたいなこと、さらっと言わないでよ）

　フェルナンドの言葉は、ときおり心の真ん中にストンと落ちてくる。

　一生、忘れられないような言葉を、あっさりと投げてよこす。

　それがリュドミラを、戸惑わせる。とくに今は「苦しい」とすら感じる。

（きっと実現はしないわ。フェルナンドがいくら本気でも）

「私……約束、できないわ。事情が変わったり……するかもしれないもの」

「そうか……そうだね。戦争もいつ終わるかわからないからね。じゃ、こうしよう」

　いいアイディアが浮かんだように、彼は言った。

「なにか合図を考えよう」

「合図？」

「そう。たとえば窓に赤いリボンを結ぶとか、赤い旗をたてるとか。リュドミラが旅にでられるなら、合図をしてくれ。私は戦争が終わったらすぐ、その目印を探して修道院を巡るよ」

「でも……」

「リュドミラにその気がないなら、リボンも旗もいらない。私はあきらめて一人旅をつづける」

　リュドミラが住む「修道院」は、絶対聖域と呼ばれる『レガトゥス』だ。普通の修道院とは違う。神が水晶を刳くり貫いて造ったとされる神秘の城じよう塞さいで、東の海岸上空に浮かんでいる。

　この浮遊城塞には、神が認めたもの以外、立ち入ることができない。

　また勝手に還俗も外出もできないのだ。

（あそこで赤い旗をふるの？）

　滑こつ稽けいな図が思い浮かんで、笑えてきた。

　毎日、一生懸命に、旗をふっている自分の姿が浮かんだのだ。いつ来るか知れないフェルナンドを待って、雨の日も風の日も、朝から晩まで、赤い旗をふっている。

　バカじゃないのか、と思うのに、リュドミラはポロリと涙をこぼした。

「ど、どうした？」

　フェルナンドがあわてる。

「なんか、想像したら急に……」

（フェルナンドが一生、迎えにこなくても、私、一生旗をもって待っている気がする）

「私、お婆さんになるまで……旗を、ふっていそうだから」

　嗚お咽えつをこらえて、リュドミラは言った。

「そんなに待たせないよ」

「待つ、待たないじゃないの。旗は……つらいの……」

　感情はますます高ぶって、リュドミラの銀緑色シルバーグリーンの瞳は、清水の溢あふれる泉のようになっていた。

「じゃ、旗はやめよう。この案は却下だ」

「却下する前に、訊かせて。本当に赤い旗をふったら、迎えにきてくれるの？」

　フェルナンドは「一体、どっちだ？」とは訊かなかった。

　彼は涙が溢れてしかたがない少女の顔を見つめて、はっきり「行くよ」と言った。

「旗がなくても行くさ。だから旗は却下しよう。君をこれ以上泣かせたくない」

　慰なぐさめるフェルナンドの声を聞けば聞くほど、逆効果だった。

　リュドミラが大泣きに転じて、フェルナンドは困ったように頭をかいた。

「君は本当に、純粋だね」

「……私って、純粋……なの？」

「そうだ。素直で、驚くほどにピュアだ。でも、君が泣いてくれて、私は嬉しい」

「どうして？」

「リュドミラが私をまだ必要としてくれているんだ、と思えるからだよ。泣くほど感情が高ぶるというのはつまり、そういうことだと思うんだ」

　違うのかい？　と訊かれても、リュドミラはピンとこなかった。

「私は……」

　リュドミラは今、心が感じているものを、そのまま声にした。

「フェルナンドを……遠くで待つのは、イヤなの。独りで、遠くで、いつ来るかわからないフェルナンドを待つのは、つらいの！　寂しくて寂しくて……どうにかなっちゃう」

「……」

「私、うまく言えない……でも、そういうこと、なの」

　わかる？　とリュドミラはフェルナンドに尋ねた。

　すると彼は、リュドミラの頭をすっと引き寄せた。

「君の気持ちは、ちゃんと届いているよ」

　リュドミラはフェルナンドの胸のなかで、答えを聞いた。

　トクン、トクンという、彼の心臓の音も同時に聞こえてきた。

　――ちゃんと、届いているよ。

　その言葉を嚙かみしめて、リュドミラはうんうん、と何度も頷うなずいた。
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　しばらくして、小雨が降りだした。

　リュドミラが泣きやんだかわりに、空が泣きだしたようなタイミングだった。

　すっかり日が落ちて、森のなかは真っ暗だ。

　小さなランプを足元に一つだけ照らして、リュドミラたちは長い時間、動かなかった。

　どこに追っ手がいるかわからないから、暖だん炉ろの火もつけていない。

「寒い？　寒くない？」

　フェルナンドが訊いた。

「大丈夫。フェルナンドがあったかいから」

　と答えて、彼の胸に耳をくっつける。

　彼の鼓こ動どうを聞いていると、不思議なぐらい落ち着いた。

　ねぇ、とリュドミラは小さな声で呼びかけた。

「フェルナンドって女ったらしなの？」

　いきなりだったせいか、フェルナンドは絶句した。

「ジョセフィーヌがね、旅人は各地に恋人がいるんだって言っていたわ」

「ジョセフィーヌって誰？」

「お友達。一緒に公園にいた女の子」

「ああ。君をひっぱっていった……なんとなく、そんなふうに誤解されているんじゃないかって、想像はしていたよ」

　フェルナンドは大きなため息をついた。

　ついさっきまで、この話は聞かないつもりだった。心の机がぐちゃぐちゃだったからだ。

　ところが今になって、心が落ち着いてきた。まるで机の上がすっきり整せい頓とんできたみたいに。

（フェルナンドの心臓の音かな？　音を聞いていたら、急にすっきりしてきたの）

「あの人、誰だったの？」

　リュドミラは尋ねた。いたって普通に。気負いは一切なかった。

「彼女は、私の学校の先生だったんだ」

「先生？　先生と生徒には見えなかったけど……」

　リュドミラがそう言うと、フェルナンドは「噓じゃないよ」と真剣な顔で返した。

「色々教えてもらった先生」

「色々？」

「……そう。『色々』が気になる？」

「うーん、なんとなく」

「少し、付き合っていた」

「それって、恋人同士だったってこと？」

「まぁね。でも学校を卒業して私は旅人になり、彼女は別の仕事で遠くへ行ってしまった。それっきりだ。首都で偶然、再会して……懐かしかった。彼女もはしゃいでいたんだ。あのキスはそういう意味のキスだよ」

（そういう意味っていう意味がわからないわ）

「ええっと、今は恋人じゃないってこと？」

　とリュドミラは訊いた。

「そうだ。信じてくれる？」

「うん……というか私、疑うのは苦手なの」

「本当に本当だからね。だってこういう話って、女性はたいがい信じてくれないだろう？」

　フェルナンドは途と方ほうに暮れた声をだす。こんなふうに困惑するフェルナンドは、リュドミラも見たことがなかった。彼にとってこれ以上の「難問」はないのかもしれない。

「女性は思いこみが激しいからね。ああいう現場を見ると、すぐ怒るんだ。リュドミラは腹がたたなかった？」

「私？　腹はたたなかったわ。胸がドキドキして、足が震えたけれど。それから、雷かみなりにうたれたように、身体のあちこちが痺しびれたの」

　と素直に答えると、フェルナンドはぎゅっと、リュドミラを抱きしめた。

「ごめん」

「どうして謝るの？」

「君が雷にうたれたからさ」

「本当にうたれたわけじゃないわ」

「わかっているよ」

　フェルナンドはまた少し、リュドミラを抱く腕に力を入れた。

　その力が強すぎて、リュドミラが「痛いよ」と文句を言う。その言い方があまりに無邪気で、フェルナンドが目を細めて笑った。

　彼がほんの少し、力をゆるめる。

　リュドミラはモゾモゾして、一番楽な体勢をつくると、彼に身をゆだねた。

　温かくて、居心地がよくて、自然と目ま蓋ぶたがおりてくる。

「ときおり、君になにもかも話してしまおうかと思うよ。君に秘密をもつのは心苦しい」

　そんなリュドミラを見つめながら、フェルナンドは優しい声で呟いた。

「私の生おい立ちも、両親のことも、なにもかもだ。でも、全部いっぺんに打ち明けたら、君はきっとびっくりして、戸惑うと思う」

「……」

「だから、少しずつ話していきたい」

　フェルナンドはそう言った。穏やかな容貌のなかに、ある決意を忍ばせて。

「リュドミラの心をひっかきまわすことなく、すべて伝えるためには、時間が必要だと思うんだ」

　うん、とリュドミラが頷く。我が身に置き換えると、フェルナンドの言いたいことは、とてもよくわかった。

「私もびっくりするような秘密があるのよ」

　とリュドミラ。

「全部いっぺんに話したら、フェルナンドは腰を抜かすわ」

　フェルナンドは「そりゃ大変だ」と言って苦笑した。

「だから、少しずつ話すわね」

「わかった。じゃ、今日の分、一つだけお互いに秘密を暴ばく露ろしよう」

「いいわよ」

「じゃ、私からだ。ええっと……実はメルカンテに親の決めた許婚いいなずけがいる」

　ええっ！　と一声、リュドミラはガバッと起きあがると、目を見開いた。

「やっぱり女ったらしだったの!?」

　その声が大きくて、ローランが不服そうに「ううーん」と唸うなった。

　しっ、と口元に人さし指をたてると、フェルナンドはヒソヒソと言い訳した。

「違う。誤解だ。勝手に親が決めたんだ……！　というわけで、私は旅人になった」

（その許婚から逃げているってことかしら？）

「ふーん。じゃ、私の秘密よ。私、男性とキスしたことがないの」

「いや、それは……わかっていたけれど……」

　そうなの？　とリュドミラ。じゃぁ……とリュドミラは再考した。

「実はこの髪……鬘なの」

　スルッとガーネット色の鬘をとった。

　これにはさすがにフェルナンドはびっくりした。

「ええ!?　まさか。君も……いや君が鬘をつけていたなんて！」

「しっ、声が大きいわ。またローランを起こしちゃう」

　リュドミラとフェルナンドが、同時にベッドを振りかえる。

「巡礼の旅に邪魔だから切ったのよ。でも捨てるのはもったいないから、鬘にしたの」

　とリュドミラは軽く事情を説明した。

「なるほど。けれど、びっくりした……！」

　フェルナンドが驚いた本当の理由は、自分も鬘だったからに違いない。

　まさに、究極の鬘カップルだ。

「この程度でそんなに驚いていたら、フェルナンドに私の秘密は教えられないわ。きっと心臓マヒをおこしちゃう」

　リュドミラはやや困惑気味だった。ガーネットの鬘を手て櫛ぐしでとかして、もう一度かぶる。

「いや、大丈夫。今回はびっくりしたけれど、私はたいがいのことでは驚かない自信がある」

（本当に？）

　とばかりにリュドミラが、フェルナンドの顔を窺う。どうも信じていない顔だ。

「意表をつくとは、このことだよ。いやはや、そうくるか……」

　フェルナンドが「やられた」という顔をするから、リュドミラは呆あきれた。

（私のほうが「やられた」んじゃないのかしら？）

　親の決めた許婚がいるフェルナンド。

　その彼女から逃げだしてきたフェルナンド。

　どう考えても、フェルナンドの秘密のほうが、重い気がした。
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　小雨はいつのまにか止んでいた。森のなかから、なにかの鳴き声が聞こえる。

「フクロウが鳴いているわ……」

　ホゥホゥと鳴く、一羽のフクロウの声は、しんと静まった夜の森に、幻想的に響き渡った。

　リュドミラは、フェルナンドの胸に片方の耳をくっつけたまま、うつらうつらしはじめた。

　フェルナンドはそっと、夢ゆめ現うつつのリュドミラを毛布のうえに横たえる。

「なにか食べるものを買ってくるよ。この山小屋にはなにもないから」

「いい。要らない……ここにいて」

　立ちあがろうとしたフェルナンドの手に、リュドミラはしがみついた。

　そのとき、いつでもくっついてきた、ローランの気持ちがよくわかった。

　独りだと、心の芯しんが寒くなる。心はとても寒がりなのかもしれない。

　彼は大きなため息をついて座り直した。

　ふたたび、フェルナンドの体温と心臓の音を手に入れて、リュドミラは安心する。

「人形はできた？　君に似た顔の人形。私は作ったよ」

　優しい声で、フェルナンドは話しかけてきた。

　夢の国に誘われるようなまどろみのなか、リュドミラは答えた。

「できたわ。今は……ジョセフィーヌが、もっていてくれてるの」

「そう。これからどうする？」

「わから……ないわ。街には役人がたくさんいて……」

　そのあと自分がなにを言ったのか、リュドミラには記憶がなかった。

「リュドミラ……」

「……え？　な……に」

　リュドミラは、もう目を開けていられない。フェルナンドの声も半分しか聞こえない。

　フェルナンドの胸のなかで、とても幸せそうな顔をしている。

　フェルナンドは小さく笑った。彼は少女の、桜貝のような唇をじっと見つめていた。












「キスしてもいい？」

「……」

「寝込みを襲うのは……まずいかな」

　と呟く。「まずい」ですまないことなど、彼は知らない。

　フェルナンドの顔が、ゆっくりとリュドミラの寝顔に接近した。

　彼の前髪が、リュドミラのおでこに触れる。

　フェルナンドの額が、こつんと、少女の額にくっつく。

「……ん」

　それでもリュドミラは起きる気配がない。

　彼は一つ、ため息をついて顔をあげた。

「ここまで無防備だと……こっちが後ろめたいよ」

　フェルナンドが本当の女ったらしだったら、きっと今夜、聖女が一人還俗していただろう。

「リュドミラ、君さえよければの話だが……一度メルカンテに来ないか？」

　聞こえていないと知りつつ、フェルナンドは呟いた。

　いや、聞こえていないと知っていたから、彼はそれを口にしたのだ。
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　森から聞こえてくるのは、一羽のフクロウの声だけだった。

　ホゥホゥと絶え間なく、鳴いている。だがこの森に、フクロウは生息していない。

　そのことを、眠ってしまったリュドミラは知らなかった。

　深夜の、冷たく尖った空気のなか、フェルナンドは動きだした。

　そっとリュドミラを横たえ、うえから自分のマントをかける。

　足音をたてずに、山小屋をでた。

　ホゥホゥ……

　見あげれば、釣り針のような月が浮かんでいる。

　その空をバサッと、一羽の白いフクロウが横切った。

　フェルナンドは、鳥を追いかけるように森を疾しつ走そうしはじめた。

　木立の間を駆け抜け、小川を飛び越え、急な勾こう配ばいを滑すべりおりる。

　目の端に民家の屋根が見えてはじめて、彼は立ち止まった。さすがに息があがっている。

　バサバサッ！　と低い幹に白フクロウがとまった。

　大きな金色の目が、フェルナンドを見つめている。

　フェルナンドはその鳥に「睨にらまないでくれよ」と言った。

「遅いって言いたいことはわかっている。抜けだすタイミングがなかったんだよ、アウル」

「ソレ、タイサのイイワケ。タイサ、おんなったらしダカラ」

「違う！　人聞きの悪いことを言うな」

「アウル、ばかミタイに、ほぅほぅナイタセイデ、ハラへった」

　ツーンとばかりに、フクロウがそっぽを向く。

　それはフェルナンドの使役する軍事用キメラだった。遺伝子操作されたフクロウは、Ｅ特Ｘ急の知能指数をもっている。口が達者で、プライドが高いから、飼い馴ならすのは一苦労だ。

「ご心配しておりました。大佐」

　森のなかから、三人の男性が現われた。農家のせがれとメガネの警官、それから執事風の男だった。みんなメルカンテ軍のスパイだ。

　いてもたってもいれらぬ足取りで近づいてきた三人に、フェルナンドは尋ねた。

「情況は？」

「それが……」

「ミケラは見つかったのか？」

　三人の男たちは、互いに顔を見合わせた。気まずい顔でメガネの警官が口をひらく。

「彼女は、ノブレスに投降しました」

「なんだって……!?」

　フェルナンドは愕がく然ぜんとした。

「首都の厳戒態勢をどうにかしないと、我々が国外に脱出できないと思ったのだと思います」

　自分が投降すれば、他の仲間が逃げやすくなる。

　彼女はそう判断したのだろう、と彼は苦渋の表情で語った。

「確かに、ノブレスの警戒はややゆるみました。ですがまだ検問は解除されていません。どうやら、国王がいまだ行方不明らしく……」

　フェルナンドはやりきれない顔で、ため息をついた。

「ただちに、ベルトランに捕ほ虜りよ交換の申し出をする。私、ガスパロ・レキスリアンの名前で、書簡を用意しろ」

　とフェルナンドは言った。

「メルカンテが拘留しているノブレス軍の将校と彼女を交換する。ベルトランが誘いに乗ってきそうな将校を使おう」

「しかし、公文書を作成するには、まず司令本部の許可が……」

「そんな時間はない！　まごまごしているとベルトランが彼女を処刑するぞ。私は公文書を作れとは言ってはいない。できないことは、重々承知している！　いかにも公文書らしく、書簡を作れと言っているんだ」

「……」

「内容については……そうだな、アウルに聞け」

　と彼は白いフクロウを指した。

　ホゥーとフクロウが鳴く。ちょっと目が尖っている。「気やすく使うな」と言いたげだ。

「私が連れている軍事用キメラだ。白フクロウの姿をしているが、私を言い包くるめるほどに頭が切れる。拘留されている敵将の名前も、全部頭に入っている。完璧な公文書を偽ぎ造ぞうしてくれるだろう」

　ホゥ、ホゥとまたフクロウが鳴いた。億おつ劫くうそうだ。

　だが、急げ！　と一喝されて、まっさきに白いフクロウは羽は撃ばたいた。

　今、一刻を争うことを、軍事用キメラは理解している、ということだ。

　その白フクロウを追いかけて、農家のせがれに扮ふんしたスパイが走りだす。

「ベルトランが誘いに乗ってくれるといいのだが……」

　とフェルナンドは深刻な顔で呟いた。

「大佐はお逃げください。車と三日分ほどの食料を用意してあります」

　メガネの警官が言った。執事風の男がこう付け加える。

「貴方になにかあったら、メルカンテは大打撃をうけます。検問の警備は我々がなんとかします」

「自分のことは自分でなんとかする。君たちこそ逃げろ。そうだ。朝までに十歳の少年と十六歳の女の子が着る服を用意してくれ。地味な平民用のものでいい」

　十歳の少年と十六歳の少女。フェルナンドは具体的にそう言った。

「なんですか、それは？」

「森の外れで、ベルトランの部下に追われているところを発見した。今、山小屋に匿かくまっている。二人をメルカンテへ連れていく」

　待ってください、とたまらず執事が口を挟んだ。

「今、それどころではありません！」

「少年がローラン・ダルデンヌ五世でもか？」

「……！」

　フェルナンドの言葉に、男たちが目を見開いた。

　フェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアン大佐は見抜いていた。今、粗末なベッドで熟睡している少年が誰かを。考えてみれば、国王誘拐を企てたガスパロ・レキスリアンが、本人の姿を知らないはずがない。平民に変装していたことと、連れていたのがリュドミラだったことで、彼も最初は別人だと思っていた。

　だが、リュドミラは「ローラン」と彼を呼んでいる。

　ローラン・ダルデンヌ五世だと、フェルナンドが確信したのはそのあとだ。

「本人に名前を確認したわけではないが、背格好からして、十中八九、彼がダルデンヌ五世だ。国王は今年十歳。十六歳の侍女とともに、城を抜けだしてきた。まぁ、侍女なのか、そうでないのかわからないが……」

　フェルナンドはリュドミラの言葉から、そう仮定したのだ。

「どうして王宮から逃走を？」

「意地の悪い男から逃げてきたと侍女は言っていた。ベルトランのことかな。百に三つぐらいは……我々のことかもしれないが」

「しかしこの厳戒態勢下で、国王をつれて脱出するのは不可能です」

「方法は私が考える。国王はともかく、侍女は捕まったら命がない。ベルトランは必ず、侍女を国王誘拐罪で厳罰に処すだろう」

　国王誘拐罪。当人が聞いたらびっくりの重罪だった。

　だが、ベルトランから逃げるということは、間違いなく犯罪なのだ。

　フェルナンドは少年の正体に気づいてから、焦しよう燥そう感かんと戦っていた。

　一刻も早く、脱出の準備をしたいフェルナンドだったが、リュドミラは寝入ってしまうまで彼を放さなかった。そのせいでフェルナンドは貴重な時間をふいにしたのだ。

「ともかく、服を用意してくれ」

　メガネの警官が「了解しました！」と一声、駆けだす。

　たった一人、残った執事風の男は、声を落としてフェルナンドに訊いた。

「国王がこちらの手中にあるとしたら、我々に勝機はありますか？」

　フェルナンドはチラリと相手を窺い、そっけなくこう言った。

「今はない。この作戦は根本から崩れている。私がメルカンテに連れていきたいのは、侍女のほうだ。国王は彼女に懐なついていて、彼女は国王をおいて逃げるわけにはいかないんだ。だから二人とも連れていく」

「はぁ……しかし」

「切札はね、手に入れるタイミングと、使うタイミングが重要なんだよ」

　納得のいかない顔をする執事を見据えて、フェルナンドは策さく士しらしい名言を口にした。

「ま、いいさ。国王もついでに連れていくんだ。それで当面、司令本部への言い訳もたつ。侍女にはメルカンテへ亡命するよう説得しなきゃならないな。ベルトランに捕まったら……修道院どころか、あの世行きだぞ」

　国王はついで、と言った大佐の横顔を、執事は不思議なものでも見るような目つきで眺めていたのだった。
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　夜明けとともに、森には白い靄もやが発生した。

　背中がゾクゾクする寒気とともに、リュドミラは目を覚ます。

　ペロッとなにかが頰ほおに当たった。

「オン……オン」

「おはよう……」

　寝ぼけたリュドミラが、「なにか」に挨あい拶さつする。

　ふぁぁぁ……と大おお欠伸あくびを一つして、リュドミラは目をこすった。

「あのね、今、フェルナンドがでてくる夢を見たのよ」

　真横にいたのは、黒いドーベルマン型のホムンクルス、オロだった。

　不思議とは思わなかった。巡礼者を装よそおった旅の道中、オロはリュドミラに懐なつき、よく一緒に眠ったからだ。朝寝坊をすると決まってオロに頰を舐なめられた。

「あれ……れ？」

　リュドミラは上半身を起こしたものの「？」という顔で硬直した。ようやく、なにかがおかしいことに気づいたらしい。

（男もののマントが掛けられているんだけれど？　それにここは山小屋？）

「そうなんですか、フェルナンドが一緒だったんですか。それ、フェルナンドのマントです？」

　リュドミラはその美声を聞いて、一気に覚かく醒せいした。

　マントを抱きしめて叫さけぶ。

「あああ……アルカディ！　カーディ！　どうしてここにいるの!?」

　プラチナの髪を肩ほどで切り揃そろえた絶世の美男子は、オロの隣にしゃがみこんで、寝ぼけたリュドミラをおもしろそうに見ていた。

　アルカディ・トルストシェイン。リュドミラとともに旅をした白き聖人だ。あだ名は『白き神の手』役割は『救済者』だ。ただし、時折暴走する。

　彼とは留置所ではぐれて以来の再会だった。

　リュドミラはオロとアルカディを交互に見た。ついで、ベッドのなかでモゾモゾしているローランを確認する。

（フェルナンドがいない!?）

　この山小屋にはフェルナンドがいたのだ。なのに彼はいなくなっていて、代わりにアルカディとオロがいる。

「どうしてここがわかったの？」

　リュドミラは声をひそめて、アルカディに訊きいた。

「オロがリュドミの匂においを追いました。オロはホムンクルスなので、普通の犬の十倍は探知能力がすぐれているんです」

　オロを見た。オロは「クゥン」と鳴いた。

　オロはリュドミラの匂いを熟知している。変装しても無意味だ。

（そうだったわ。オロから逃げるのは無理だわ）

　オロがリュドミラの膝ひざに前脚をひっかけた。

「いいのよ。それがオロの役割なんだもの。気にしないで」

　そう言って、頭をよしよしと撫なでる。

　オロは気き兼がねしているらしい。自分が発見したことで、リュドミラが苦況に立たされたらどうしよう、と心配しているのだ。人間以上の知能があるオロは、ときに人間以上に気を遣う。

　頭を撫でてやると、オロはホッとしたのかリュドミラの胸に黒い頭をすり付けてきた。

（オロには敵かなわないわ。逃げる気もなくなっちゃうっていうか……この分だとキリルも近くにいるのね）

　リュドミラは観かん念ねんし、アルカディに向きなおった。

「そうだ。アルカディはあれからどうしたの？」

「しばらくは留置所にいました。そこへベルトランがやってきてね。まずキリルを連れていったんです」

　アルカディはわかりやすく丁寧に、リュドミラに経緯を話した。すっとばさず、リュドミラが理解するまで待って、つぎの話をする。

「キリルはね、オロを人質にとられて、やむなくベルトランの言うことに従ったんです。逃走したリュドミにも発砲許可がでる直前でした。彼は自分が捜索の主導権を握ることで、貴女に危害が及およぶことを阻そ止ししようとしたんです」

　クーン、とオロが鳴いた。なんとなく「面めん目ぼくない」と言ったような気がした。

「私の安全のために、私を捕まえる側にまわったの？」

　リュドミラは驚いた。

（そんなこと、一言も言わなかったじゃない……）

「ええ。そのあと、ふたたびベルトランに協力を要請されたようです。メルカンテの企くわだてたテロが起こるという情報が入ったみたいで……彼の力が必要だったんでしょう」

　新教皇就任式典のときのことだ、とリュドミラは悟さとった。

　キリルが立派な軍服を着て、王宮に出入りするようになった時期と一致する。

「私、なにも聞いていない……」

　不服そうにリュドミラは呟つぶやいた。口にしたあと、自分の失態に気づいた。

（そうだ。私がキリルの話を聞こうとしなかったんだ）

　軍服を身に着けているキリルを見ただけで、腹がたって喧けん嘩か腰ごしになった。

　逃亡の最中にも一度、キリルは「話を聞いてくれ」と言った。それを無視したのは自分だ。

「テロの前日、キリルはベルトランの命令で、僕をレガトゥスに連行しようとしました。そのとき彼は軍用車のなかで延々と愚ぐ痴ちってましたよ。リュドミに真実を告げようとしたけれど、聞いてもらえなかったとね」

（延々と愚痴る？）

　想像できなくて、リュドミラは首を傾かしげた。寡か黙もくなキリルが、愚痴を何時間もつづけるというのは信じがたかった。アルカディが、その話相手だというのも不思議だ。

「二人って、そんなに仲がよかったっけ？」

「いえ、全然。途中で嫌気と眠気がさして、大変でした。ところがそのとき、不思議なことが起こりまして……」

　アルカディは、そのときの出来事を語った。深夜、街道で起こった怪奇現象のことだ。

「道がね。行けども行けども、戻ってしまうんです」

「……え？」

「堂々巡りです。気がつくといつのまにか、同じ地点に戻っている。まるで魔法にかけられたような感じでした」

　アルカディはつづけた。

「この不可視のサイクルから逃げようと色々と試しましたが、無む駄だでした。やや疲れてきたとき、ふと我々は同時に思ったんです。これは『天啓』の一種ではないかとね」

「天啓って……神様の言葉じゃないの？」

「我々もそう思っていました。まさか言葉ではない『天啓』があろうとは考えなかった。でもね、意志は言葉以外でも伝えられるでしょう？」

　それはそうだと思う。たとえば行動で示す、というものだ。

「そう思うと、二人とも『天啓』の意味はすぐ理解できました」

「意味って？」

「『リュドミの元へ帰れ』です。間違いなく。だから、帰ってきたんです」

　キリルとアルカディがそう信じて首都メトロに帰った直後、新教皇を狙ったテロが勃ぼつ発ぱつする。

　キリルはギリギリ間に合って、リュドミラを庇かばい、新教皇を凶きよう弾だんから守った。

「僕は町外れの宿屋に潜ひそんでいたんですが、テロのあとすぐ『リュドミラが失しつ踪そうした！』ってキリルが血けつ相そうをかえて駆けこんできたんです。だから協力を……」

　オロとアルカディの異色コンビは、かくして出来上がったらしい。

（キリル……血相をかえるぐらい心配してたのかな？）

　軍服を着たキリルは、いつもにまして迫力があった。困っている顔も偉そうに感じられて、「どうして逃げる？」と問われたときも、厳しい叱しつ責せきにしか聞こえなかった。

（私、キリルの気持ちも考えず……悪いことをしたわ）

　と反省する。

「以上で僕たちの話は終わりです。今度はリュドミの番ですよ」

　とアルカディは促うながした。リュドミラが一つ頷うなずいて、話しだす。

「あのね、王宮に国王陛下を狙う敵がいたのよ。だからローランと一緒に王宮を抜けだしたの」

　リュドミラはそう言って、ベッドを指した。

　アルカディが「ローラン？」と訊きかえし、オロはじっとベッドの方向を見ていた。

　ローランはすでに起きているようだが、モゾモゾして毛布からでてこようとしない。

「ローランよ。ええっと。ローラン・ダルデンヌ五世陛下」

　ピクリ、と毛布の動きがとまった。毛布ごしに話を聞いているようだ。

「リュドミ……それって……いや、いいです。話のつづきをどうぞ」

　アルカディは大きなため息をついたが、リュドミラの話の腰を折ることはしなかった。

「でね、城外にでたらベルトランの手下が追いかけてきたの」

「それは国王陛下を捜索していた輩やからでは？」

「私もそう思うわ。でもローランが帰りたくないって言うの。ベルトランは彼を苛いじめているのよ。で、役人に捕まりそうになったとき、フェルナンドが助けてくれたの」

　リュドミラはフェルナンドと再会したときのことを、かいつまんで話した。

　隠し事の下へ手たなリュドミラだから、森の山小屋に逃げこんで、「もう一度、戦争が終わったら旅にでる約束をした」ということも話す。「女の人は思いこみが激しいんだって」ということまで話した。

　しかしこのとき、リュドミラは赤いドレスの似合うスレンダーな「元彼女」のことを話し忘れた。頭のなかにはあったのに、口からでてこなかったのだ。

　フェルナンドのプライベートだからだろうか？　いやむしろ、「昔の彼女」のことを自分の口から話したくない。なんとなくそういう心理が働いたのだ。

「で、小屋のなかで一夜を？」

　とアルカディが質問した。

「ええ」

「なにもありませんでした？」

「なにもって？」

「たとえばキスとか……そのつづきとか」

「そそそ……そんな、するはずないじゃない……！　もうアルカディったら！」

　リュドミラが真っ赤になって否定した。アルカディが「ですよねー」とほほ笑む。

　危機一髪だったと知ったら、二人ともこんなにのほほんとしていられなかったに違いない。

「それにしても、出来すぎていませんか？　旅の人形師がタイミングよく登場するなんて。首都は広い。いくら再会を約束した地でも、偶然に、それも絶体絶命の瞬間にでくわす可能性はほとんどありませんよ」

「警笛の音を聞きつけたって言っていたわ。はじめは私が追われていると知らなかったのよ」

「警笛の音で、野や次じ馬うまは集まりますが、役人の邪じや魔まをしてまで追われてる人間を救いたいと思う人間はほとんどいません。逃とう亡ぼう幇ほう助じよ罪ざいに値しますから」

「だから……それは私だったから」

「リュドミだったから？　犯罪も平気なんですか？　そういう旅芸人って普通ですか？」

（ええっと……）

　なんとなく、アルカディに問い詰められている気がして、リュドミラは困りだした。

「彼は大だい胆たんな性格だと思いますか？」

　アルカディは尋ねた。

「ええ」

「では、向こう見ずな性格ですか？　それとも慎しん重ちようですか？　小屋で火を焚たきましたか？」

「いいえ。彼は大胆だけれど、向こう見ずではないわ。火は焚かないでおこうって。役人に見つかるから」

「今、フェルナンドはどこに？」

「知らないわ。眠っている間にいなくなって……」

「逃げたと思います？」

　リュドミラは大きく首をふって否定した。

「絶対、違う。きっと、食料をとりに行ったのよ。彼は私を置いて逃げたりしないわ！」

　アルカディは無言でリュドミラの顔を見据えた。

　金色の瞳は、一足先にのぼった太陽のような輝きをしている。

　一切の「不浄」を焼き尽くす色だ。強すぎる瞳の輝きに、リュドミラはドキドキしてきた。

　厳格な法王の前で、彼の正当性を必死で訴えている気分になったのだ。

　するとアルカディは、ふっと相そう好ごうを崩くずした。いつもの、優しいアルカディに戻る。

「だいたいの事情はわかりました。それじゃ行きましょうか。フェルナンドが帰ってくる前に」

　彼は立ちあがった。まって、とリュドミラ。だが、アルカディは彼女の口を遮さえぎった。

「リュドミ、気づいていないようだから言っておきます。今、貴女に『国王誘拐罪』がかかっています」

　えっ！　とリュドミラが目を見開く。

「国王を王宮から連れだし、捜索隊から逃亡した。言い逃れはできません」

「でもそ、それは……」

「それは、余が望んだことだ」

　少年の声が、小屋に響いた。

　むっくりと起きだした少年は、ベッドのうえではっきりとした口調で語った。

「ベルトランのもとへ帰りたくないと、余が言った。リュドミラは悪くない」

　よく眠ったせいか、ローランはしっかりした表情をしていた。少しやつれた感はあるが、しかたない。昨日からなにも食べていないのだ。

「恐れながら陛下」

　アルカディは水面を歩くような足取りで、ベッドに近づいた。

　そのアルカディの美貌を、ローランが見あげる。

　無機質な金細工のような瞳で幼い国王を見つめながら、アルカディは言った。

「貴方は、ベルトランを知らなさすぎる。彼は子供の戯ざれ言ごとなど聞きませんよ」

「余はこの国の国王だぞ」

「お飾りのね。装飾品が口をきくと嫌われますよ、陛下」

　アルカディ！　とリュドミラは割って入った。

「そういう言い方は、いくらなんでも失礼よ！」

「嫌われたら、陛下はますます苛められます。僕は善意で忠告しているんですよ、リュドミ」

「でも……！」

「ベルトランに嫌われた聖人が、どんな仕打ちをうけたか具体的に話しましょうか？」

　リュドミラは声がでなくなった。

　ローランもだ。表情はさっきから硬直している。容姿に似合わず、酷こく薄はくな物言いをするアルカディに気け圧おされていることは明白だった。

　彼はそっと、腕につけられた烙らく印いんをめくって見せた。

　犯罪者の印である、二本の黒い線。

　そして１６８の焼印。懲役１６８年を表す永久犯罪者の印だ。

「それってベルトランのせいなの？」

　リュドミラが驚いて問い返す。

「そうです。彼は昔、聖人の力をイレギュラーに発生させる実験に、執心していました。まぁ、失敗したんですがね。僕は利用されたあげく、失敗の原因をなすりつけられたんですよ」

　アルカディは皮肉な笑みを見せて、そう言った。

「僕の話は今はいいんです。ベルトランとはそういう男です。おわかりですか、陛下？」

　袖そで口ぐちを正すと、アルカディは妖あやしい仕草で前髪をかきあげた。

　このとき、ローラン・ダルデンヌ五世より絶対的優位に立っていたのは、聖人アルカディ・トルストシェインのほうだった。
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　アルカディがリュドミラに怪奇現象の話をしているとき、山小屋の脇には黒髪の青年が一人立っていた。

「ったくあいつ、よくも人の話をベラベラと……。告こつ解かいには守秘義務があるんだぞ」

　緑色の丈の長い軍服を着ている彼は、懐ふところから黒い飴あめ缶かんを取りだした。

　むしゃくしゃするといった素そ振ぶりで、飴を一つ口のなかに放りこむ。

　キリル・セロフだった。

　告解の内容は、絶対に秘密なのだ。他言してはならない掟おきてがあった。

　だから、キリルはアルカディに心のうちを暴露した。

　なのにそれをアルカディは、みんなリュドミラに伝えてしまった。

「あいつ、絶対、許さない……」

　とキリル。だが、「どうして話した!?」と詰問したらアルカディは平然と「あれは告解じゃなく、ただの愚痴です。愚痴に守秘義務はありません」と言い返してくるに違いない。

　また、本当に愚痴だったから、キリルは切り替えせない。そういう「計算」もちゃんとしているところが、アルカディ・トルストシェインの抜け目のないところだった。

「おまけに、いつまで待たせる気だ？」

　キリルはオロ、アルカディとともに、ここへやってきた。だが小屋には立ち入らなかった。

　リュドミラと気まずかったからだ。自分がいることで、またリュドミラが怒りだして、頑かたくなになったら手がつけられない。そう思ったのだ。だからアルカディに説得を任せた。

「遅い……遅すぎる」

　小屋のなかでは、リュドミラがフェルナンドの話を延々としている。

　その声が聞こえてくると、キリルは余計に不機嫌になった。「なにがフェルナンドだ」とブツブツと文句を言う。どうもキリルは人形師のことが好きになれないらしい。

　やがて、ローラン・ダルデンヌ五世らしき少年の声が聞こえてきた。

　そのときだった。山小屋の目の前の木の幹が、わずかにゆれた。

　風が通ったかのような微かな動きだったが、キリルは見過ごさなかった。

　ピシッと小枝を踏む音がする。

　キリルは飴缶から数個の飴を取りだし、目にも留まらぬ速さで投げた。

　彼の手にかかれば飴も即席の武器になるのだ。

　ザザッ！　と幹が大きくゆれる。

「外した……!?」

　そのことに驚きつつ、キリルは目前の森に向かって疾走した。

　木陰にある布鞄かばんを発見する。鞄のなかから、パンや水のはいった水筒がはみだしていた。

「オロ！」

　キリルは大声で呼んだ。

　小屋から漆黒の犬が飛びだしてくる。

「追え！」

　キリルの命令で、ドーベルマン型のホムンクルスが、まだ暗い森のなかに飛びこんだ。

　オロにつづいてリュドミラが小屋からでてきた。キリルの声に驚いたらしい。

　キリルはそのリュドミラを一いち瞥べつし、無言のままオロの軌き跡せきを追いはじめた。

「キリル……!?」

　リュドミラはなにが起こったのか、わからない顔をしていた。

　木陰に散乱した食料を見つける。

　とたん、リュドミラは真っ青になった。

「キリル！　やめて!!　お願い、やめて！」

　リュドミラは絶叫した。
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　キリル！　やめて！

　遠くでリュドミラの声が聞こえていた。声というより悲鳴のようだった。

　キリルは獣けもの道みちもない森のど真んなかで、静かに立ち止まった。

　目の前に、一人の男が座りこんでいた。

　黒い犬を抱きかかえている。

　旅人の格好をしていた。軽くクセのある茶髪。年齢は自分とさほど変わらない。

　森と同化してしまいそうなほどに地味な外見なのに、瞳だけはそうではなかった。

　それは、アメジストのように輝いていた。

「誰かと思ったら……リュドミラと一緒に旅をしていたお兄さんか」

　と言って、彼は屈くつ託たくのない笑みを見せた。

　だがキリルは、全身でその笑みを跳ねかえした。

「どうやって、オロを捕まえた？」

　第一に、キリルはそう質問した。

　黒いドーベルマン型のホムンクルスは、旅人の腕のなかでもがいていた。

　口をがっちり片方の手で押さえられ、くびれた胴をもう片方の腕で押さえられている。












　呻うめき声もでない状態だ。

「座って『おいでおいで』と言ったら、飛びついてきたんだ」

「飛びかかった、の間違いだろう」

「いや、喰い殺される危険は感じなかったな。『非戦闘モード』だったのかな？」

「！」

　キリルは驚いた顔を隠せなかった。

　そのキリルの顔を見つめ、彼……フェルナンドは語った。

「この犬種は、一世紀以上前に絶滅している。それを知っていたら、想像はつくからね」

「で、お前はオロが『軍事用ホムンクルス』で、その思考が非戦闘モードになっていることも見抜いて、捕獲に踏み切ったのか？」

「そこは賭かけかな。戦闘モードだったら、首を嚙かみ切られて死んでいた」

「……」

　賭けといったが、相手が「イカサマ師」であることをキリルは知っていた。

　イカサマ師は賭けなどしない。必ず勝てるよう仕組むからイカサマなのだ。

「お前のことは覚えている。辺境の街で軍人相手にイカサマをやっていたな」

　とキリル。

「そんなこともあったね。そういうお兄さんは、偉そうな軍人に喧嘩を売っていた。てっきり軍隊嫌いかと思っていたのに。その格好は……入隊したのかい？」

「お前に関係ない」

「リュドミラが、事情があって巡礼の旅ができなくなったと言っていたよ。ちょっと悲しそうで、憂ゆう鬱うつそうだった。それとも関係ないのかな？」

「俺に関係があろうと、お前に関係はない！」

　キリルは鋭い口調で言い返すと、フェルナンドを油断なく見据えた。

「お前は誰だ？」

「旅の人形師さ」

「ふざけるな！」

「本当だよ」

　なんなら人形劇を見せるよ、とフェルナンド。

「旅の人形師が、軍事用ホムンクルスの思考モードのことまで知るか」

「これは心外な。旅人はなにかにつけ物知りなんだ。知っている旅人をもう一人連れてこいというなら、連れてくるよ」

　キリルは憮ぶ然ぜんとした。なにを言ってもフェルナンドは堪こたえず、あっさり反論してくる。

「リュドミラとローランに、食物と水をあげてくれ。昨日からなにも食べていないんだ」

　とフェルナンドは憤いきどおるキリルを恐れもせずに頼んだ。

「オロを放せ」

「それはできない相談だ。私はまだ死にたくない」

「リュドミラに近づくな」

「それもできない相談だ。あんな純粋でいい娘こは、めったにいないよ。たとえ君に殺されそうになっても、彼女をいつか必ず恋人にする」

「この……」

　口では勝てない。キリルがそう思ったときだった。

「キリル！　オロ！」

　悲鳴をあげてリュドミラが駆けてきた。

　小枝にひっかかれた傷が、白い手に無数についていた。頰も切れている。なりふりかまわず、無む我が夢む中ちゆうで走ってきたのだ。

「フェルナンド！」

　リュドミラは森のなかに座っているフェルナンドを見つけた。

　オロを抱えているフェルナンドは、真っ青な顔をしているリュドミラを見て「やぁ、おはよう」とほほ笑んだ。

　リュドミラが顔をくしゃくしゃにさせて、しゃがみこむ。彼の無事を確認して、全身から力がぬけたらしい。

「キリル、やめて。彼は……私を助けてくれたのよ！」

　リュドミラは無表情なキリルを見あげ、一途に訴えた。

「フェルナンドは朝、街まで行って食料をとってきてくれたのよ！　ひどいことしないで！」

「お前は……まだわからないのか！」

　キリルが怒鳴った。聞いたこともない怒号で、リュドミラは電流に打たれたようにビクッと震えた。

「今、自分がなにをやっているかよく考えろ！　一晩中、男とイチャイチャしている場合か！」

　国王誘拐罪のことを言っているのだ、とリュドミラは理解した。

　だが「男とイチャイチャ」と言われたことに、リュドミラはカチンときた。

　カチンカチン、と心と頭で音がして、リュドミラは爆発したように反論した。

「イチャイチャしていない！　寒いから、ずっと抱きしめてくれていただけよ！」

「なにぃ!?」

　キリルが怒鳴る。顔が目め茶ちや苦く茶ちやに怖い。

「私が心細くて、寂しがるから、ずっとそばにいてくれたのよ！」

「それをイチャイチャって言うんだよ！」

「違う！」

「違わない！」

「違うわ！　キリルのバカー！」

　バカー！　の瞬間、リュドミラは怒りながら泣きだした。

「キリルなんか、大嫌い！　大嫌い！　大嫌い！」

　三回、「大嫌い」と連呼すると、キリルに摑つかみかかってこぶしで叩たたきはじめる。

「どうしてよ、どうしてわかってくれないのよ！　私はフェルナンドが好きなの！　大好きなの！　彼を苛めないでよ！　キリルのバカ！」

　両手で思いっきり押す。半歩さがったキリルの隙すきをついて、リュドミラはフェルナンドに駆け寄った。土と枯れ草を蹴け散ちらして、フェルナンドに抱きつく。

「フェルナンド！」

　オロが黒い目をキョロキョロさせる。フェルナンドとリュドミラにサンドウィッチになっている状態だからだ。

「私……もうイヤ。フェルナンドと離れるのはイヤ……！」

　フェルナンドは黒い犬を放した。両手でリュドミラを抱きとめる。

「戦争が終わるまで待つのもイヤ！　赤い旗をもって……独りで待つなんて、そんなの耐たえられない」

「リュドミラ」

　フェルナンドはいとおしげに、リュドミラの頭を首に挟んだ。

　オロが二人の間から抜けだして、キリルのもとに戻ってくる。キリルは無表情だったが、オロは「どうしていいかわからない」という素振りでキリルを見あげた。

　リュドミラは言った。

「私はフェルナンドがどこの誰でもいいの。どんな理由で旅人になったのかも、気にしない。お金もいらない。家もいらない。フェルナンドと一緒にいられたら、なにもいらない！」

　フェルナンドは瞳を閉じて、ありがとう、と返した。

「ありがとうリュドミラ。私も君がどこのお嬢様でも気にしない。ありのままのリュドミラが……世界で一番好きだ」

　――世界で一番好きだ。

　その言葉が、リュドミラの心の中心に落ちてくる。

　心の泉が輝く。

　初めて万まん華げ鏡きようを覗いたこどものように、リュドミラは自分の心の変化を見つめて感動した。

　それは、フェルナンドと心がつながったときに起こった、一つの奇跡だった。
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「行けよ」

　リュドミラがはっとして、キリルを振りかえった。

「そいつと、どこにでも行ってしまえ」

　キリルは投げ遣やりに言葉を吐はいた。

「キリル……」

　リュドミラが呼びかけたとき、すでにキリルは踵きびすを返していた。

　オロが彼にくっついて歩きだす。

「それから、アルカディが言ったことは全部忘れろ。俺はお前のことなんか、これっぽっちも心配していない。任務だから、護衛したこともあったが……それだけだ。今度会ったら、躊躇ためらわず撃つからな」

　それがキリルの捨て台詞ゼリフだった。

　リュドミラがふらっと立ちあがった。そのリュドミラの手をフェルナンドが摑む。

　はっとして、リュドミラがフェルナンドを見た。

「彼は……見逃してくれる気なんだよ」

　うん、とリュドミラは頷いた。

（わかっているわ。彼がわざと冷たい言葉を使っていることも）

「追いかけちゃだめだ」

　うん、とまた頷く。わかっている。でもリュドミラの目にキリルの背中は寂しく映る。

「行こう、リュドミラ」

　リュドミラの手をしっかり握ったまま、フェルナンドは立ちあがった。

「どこへ？」

「メルカンテへ行く。この分じゃローランは一緒には連れていけないが……」

「フェルナンド……ローランのことだけれど」

　リュドミラは言いづらそうにした。

「知っているよ。ローラン・ダルデンヌ五世なんだろ？」

　えっ、とリュドミラは驚いた。

　いつ気づかれたのだろうか？　フェルナンドが意外なほど冷静で、リュドミラは二重に驚いた。

「君に誘拐罪がかかっていることも、想像がついている。だからノブレスにはいられない」

　リュドミラは戸惑う。メルカンテは果てしなく遠い北の国だ。首都を無事にでられるかどうかもわからないのに、そんなところまで行けるだろうか？

「そんなに不安そうな顔をしない。私がなんとかするから」

　動揺を隠せない顔で、リュドミラはフェルナンドを見つめた。

（なんとかって？　なんとかなるものなの？）

「メルカンテと聞いて怖くなった？　敵国だからね」

「そうじゃないわ。私、フェルナンドを危険に巻きこんでしまって……」

「私は平気だ。好きな娘一人ぐらい守ってみせる」

（でも相手はノブレスの陰の国王なのよ）

　そう思うと、自分はなんと向こう見ずな決断をしたのだろうかと思うのだ。

「大丈夫。口先だけで、黒髪のお兄さんから君を奪ったわけじゃない。それを証明してみせるよ」

　とフェルナンドは言ってウィンクし、今にも泣きそうなリュドミラの背中を優しく押した。
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　その日の昼すぎ。リュドミラは地味な色のチェックのドレス姿で、街の外れに立っていた。

　一夜を過ごした森のすぐ近くだ。

　服はすでにフェルナンドが用意していた。ローランのものもあると言っていたから、彼は夜が明けないうちから「首都脱出作戦」を練っていたことがわかった。

　リュドミラはメイドがかぶる頭ボ巾ン型ネ帽ツ子トで、ガーネット色の髪を隠している。小間使いの少女という格好だ。

「お待たせ。乗って」

　そこに一台の車がやってきた。運転席から腕を伸ばして、助手席の扉を開けた男性を見て、リュドミラは大きな銀緑色シルバーグリーンの瞳をパチパチさせた。

「フェ……フェルナンド!?」

「そうだよ」

　という声はたしかにフェルナンドだった。でも容姿が大きく違った。

　髪が短くなっていた。それも眩まぶしい金色をしている。アルカディの瞳の色だ。

　紫色の瞳を隠すためか、色つきのメガネをかけていた。服装は「貧乏貴族」のようだ。骨こつ董とうか芸術で身代を食い潰つぶした、ろくでもない男爵みたいな格好と言えばいいだろうか。

「髪、染めたの？」

「ん？　……ああ」

　と彼は言ったが、本当は違う。いつもの茶髪が鬘で、本来の髪がこちらだ。

　車に乗りこんだリュドミラに、フェルナンドは言った。

「これから南の国境に向かう。ノブレスの南に大きな鉱山がある。我々はその地質調査に向かう地質学研究所の教授と助手だ。新しく発見された鉱石が、軍事利用できるかの調査だ。軍事目的のため、というのが一番検問を通過しやすいからね」

「私が助手？」

「そう。名前はイリナ・パブロワ。覚えて」

「うん……。イリナ・パブロワ」

「私はイヴァン・アレクサンドル・ニコライ男爵。いいね」

　と言うとフェルナンドは、車を市街に向けて走らせはじめた。

　リュドミラはさっきから唖あ然ぜんとしていた。そう、色々な意味で。

「この車どうしたの？」

「レンタルだよ」

「フェルナンドって、車の運転ができるの？」

「できるよ。どうして？」

「だって、いつも大きな荷物をもって歩いていたわ。車を運転できるなんて知らなかった」

　と言うと、フェルナンドは声をだして笑った。

「私のイメージは、貧乏で徒歩一筋の旅人なわけか。辺境じゃ車こそ、お荷物になりかねない。燃料が切れると粗大ゴミ同然だ。それに山さん岳がく部には適さない」

「そうか。だから徒歩だったのね」

　先入観から生じたイメージの違いに、リュドミラは戸惑い気味だった。

　いつのまにか、「人形劇しかできないフェルナンド」と思いこんでいたわけだ。

「ち、地質学のことなんか、私、わからないわ」

　とリュドミラが不安げに呟いた。もし検問でなにか問われたらどうしよう、という顔だ。

「大丈夫。私の話にあわせてくれればいい。『そうです、教授』『わかりました、教授』この言葉だけで十分だ」

「フェルナンドは地質学がわかっているの？」

「まぁ、検問の役人を丸めこむぐらいはね」

「フェルナンドって、ひょっとしてすごく頭がいい人なの？」

　リュドミラのおかしな質問に、フェルナンドは「ひょっとして、すごくバカだと思っていたの？」と反問した。

「そ、そうじゃないわ。ふ、普通ぐらいかと」

「ははは……当たらずとも遠からずだ。よく悪知恵が働くと言われるけれど」

　唖然としつづけるリュドミラを乗せて、車は繁華街に入った。

「なんだか不思議。夢を見ているみたい。フェルナンドと一緒に車に乗っているなんて」

　とリュドミラ。

「そうだね。私だってこんなに早く君を連れだせるなんて、思わなかったよ」

（私、本当にフェルナンドと逃避行するんだ。それも恋の逃避行よ）

　リュドミラは、車を運転するフェルナンドの横顔を見つめた。

「これからずっと一緒にいられるの？」

「そうだよ。ずっと一緒だ」

　フェルナンドがちらっと助手席の少女を横目で見つめ、ほほ笑む。

　リュドミラははにかんだ。

（金髪のフェルナンドって、すっごい美青年なんだけど……）

　もっともっと嬉しくなっていいはずなのに、素直に喜べない。

　これは現実なのに、まるで現実感がないのだ。

（夢みたいなの。本当に夢みたいで……ちょっと怖いの）

「困ったな。すごい人だかりだ。道が渋じゆう滞たいしている」

　フェルナンドがクラクションを鳴らした。

（なんの騒ぎ？）

　リュドミラは窓の外を見た。人々がみんな同じ方向に歩いている。駆けているものもいる。

　労働者だけでない。主婦もこどもも老人もいる。

「法王宮前の広場で、なにかあるのかしら？」

　人が多くて車が走れない状態だ。

『……の女……メル……カンテの……スパイ……！』

　拡声器をつかった、怒声が耳に入ってきた。

（これ、ベルトランの声だわ！）

　リュドミラは助手席の窓をひらいた。

『新教皇聖下を、亡きものにせんと企んだ許されぬ所業を、断罪せよ！』

　うわぁぁぁ……人々が口々に騒ぐ声が、爆発する。

「このままでは進めない。回り道しよう」

　と言ったフェルナンドに「待って」とリュドミラは返した。

「聖下を狙った犯人が捕まったのよ！」

『魔女を断罪せよ！』

　ベルトランが民衆を煽あおる。

　魔女だ！　火あぶりにしろ！

　罪人に天罰を！

　徐々に高まってくる民衆の雄お叫たけびを聞いて、リュドミラは車から飛びだした。

「リュドミラ、だめだ！」

　フェルナンドの制止の声を無視して、広場まで走る。

　先日、メルシエ二世の追つい悼とうミサが行なわれていた広場に、何万人という人が詰めかけていた。

　広場の前には、高い演説台があり、そこでベルトランが叫んでいる。

　広場を囲むように取りつけられた拡声器が、四方からベルトランの声を増ぞう幅ふくしていた。

　そして……

　演説台の横に、囚人がいた。手足と首にいかつい枷かせがつけられている。下着一枚のみすぼらしい姿だ。剝むだしの腕には、たくさんの傷があった。頰にも痛々しい痣あざがある。

「あの人……」

　リュドミラの心臓は、とまりかけた。見覚えがあった。やつれているが「彼女」だ。

（フェルナンドにキスしていた人！）

　赤いドレスが似合う、スレンダーな美女だ。

　まさか……とリュドミラが呟いたとき、ベルトランは声を張りあげた。

『我はこの悪業を決して許さぬ。この魔女にも、魔女を差し向けたメルカンテにも、天罰がくだるであろう！』

　おおっ！　人々の呼応する声が爆風のように押しよせた。

『敬愛なるレガ教徒諸君もメルカンテを許すまい。ノブレスの国民はみなメルカンテを許すまい！』

　再び、賛同する声で広場がゆれる。

『ゆえに、我は宣言する。メルカンテへの報復を。明日、十万の兵を国境へ派遣する！』

（な、なんですって……！）

　人々がベルトランに賛同する声を聞きながら、リュドミラは立ちくらみがした。

　倒れそうになったリュドミラの身体を、背後から誰かがささえてくれる。

「フェルナンド……」

　教授に扮ふんしたフェルナンドが、そこにいた。

「フェルナンド……あの人」

　ああ、というようにフェルナンドは沈ちん痛つうな面持ちで頷いた。

「リュドミラ、手を握ってくれ」

　請こわれて、リュドミラはフェルナンドの両手を自分の手で包みこんだ。

　彼は言った。まるで告解の言葉のようだった。

「彼女を止められなかったのは私のミスなんだ。そばにいたのに……まさか、こんなことになるなんて」

「彼女は本当に犯人なの？　メルカンテの女スパイって……なにかの間違いじゃないの？」

　フェルナンドは答えなかった。いや、彼は黙認するしかなかったのだ。

　彼はリュドミラの手をぎゅっと握った。

「今、メルカンテにいる知人を通して、彼女の安全を確保してもらえるよう働きかけている。だから、彼女は助かる。絶対、助かる。私はそう信じている」

　行こう、とフェルナンドはリュドミラの手をひっぱった。

「とても……見ていられない」

　フェルナンドの心苦しさが伝わってきて、リュドミラは顔を歪ゆがませた。

（なんと言って慰めればいいのか、わからないわ）

　そのときだ。にわかに広場が静まった。人々が指をさしているのは、囚人だ。

　私は……！

　何万もの冷たく、白い視線を真っ向からうけながら、彼女、ミケラ・フレーニは語りだした。

「私はメルカンテ軍情報部所属、ミケラ・フレーニ少尉です」

　彼女が名乗ると、広場から一斉にヤジがとんだ。

（ヤジが大きくて、彼女の声が聞こえないわ）

　リュドミラは人を押し退けて、前に歩きだした。

　フェルナンドは止めようとしてあきらめた。リュドミラを追いかけて歩きだす。

「ですが！　私は、敵国のスパイだから、新教皇を狙撃したわけではありません！」

　ミケラの叫ぶ声が、やっと聞こえるところでリュドミラは立ち止まった。

「私はレガ教徒です！　ノブレスに来て入信したのです！　私は一人のレガ教徒として、ヤニク三世が許せなかったのです。彼は『聖下』と呼ばれる器うつわではない！　金で教皇の座を手に入れた、汚れた人間だ。これ以上、ベルトラン家の思い通りにさせたら、ノブレスだけでなくレガ教も地に堕おちます！　こんなこと……みんなわかっているはずだ！」

『うるさい！』

　キーンと耳をつんざくハウリングとともに、ベルトランの怒号が響く。

「みんなわかっていて、ベルトランに怯おびえている。国王も、貴族もみな、ベルトランの言いなりだ！　けれど、法王宮までベルトランの思い通りにさせてはならない！」

『引き立てろ！　魔女は裁判ののち、しかるべき刑に処す！』

「みんな勇気をもって立ちあがって！　レガ教の訓おしえを思い出して！　『過ちを見すごすこと、それ即すなわち過ちなり』なのよ！」

『黙れ！』

　パン、と囚人を張り倒す音が、拡声器をつたって広場に流れた。

　そのとき、広場は今までにないほど静まりかえった。

　人々は互いに顔を見あわせ、やがてあいまいな表情で私語をはじめた。

　ミケラの切実な気持ちが偽りでないことを、多くの信者が感じ取ったのかもしれない。

「彼女はレガ教徒になっていたんだね。知らなかったよ」

　フェルナンドがリュドミラの背後で呟いた。

「付き合っていた頃は、たいがいのことは知っていたのに……今じゃ、彼女がなぜ入信したのか、想像もできない」

　でもね、とフェルナンドはつづけた。

「ミケラはね、なんにかけても一途なんだ。その性格は変わっていないよ」

　リュドミラは振りかえった。

（そんな悲しそうな顔で話さないで）

　リュドミラは自分から勧んで、フェルナンドの手を握った。

　フェルナンドはその手を握りかえし、こう言った。

「彼女は『殉じゆん教きよう』する気で撃ったんだね」

　信仰のために命を捧げることを「殉教」という。

（でも殉教は、レガ教では認められていない行為よ。命はなにより大切なものだから）

「彼女はどうしてもベルトランが許せなかったんだ。……バカだよ。独りで熱くなったって、誰も同調しない。ベルトランは怖いからね。彼女の投じた一石は、無駄になってしまう」

　フェルナンドは悔しそうにした。

（そんなこと……ない）

　フェルナンド、とリュドミラは呼びかけた。

「私、戻るわ」

「えっ？」

「やり残したことがあるの。今、それに気づいたの」

　リュドミラの大きな瞳は、フェルナンドをまっすぐ見ていた。逃避行に戸惑っていたときと違って、一本、筋が通った顔をしている。

「ある人にね、ローランとノブレスのことを頼まれていたの。もうちょっとで全部放りだして逃げちゃうところだったわ。……自分のことしか考えないなんて……ダメね」

　リュドミラはそう言って、フェルナンドの手を放した。

「彼女のことも任せて。法王宮にツテがあるの。私、できるだけのことをするから！」

　リュドミラは走りだした。

「リュドミラ！　待つんだリュドミラ！」

　フェルナンドが何度叫んでも、彼女は立ち止まらなかった。

　それは、ミケラが投じた一石を、一人の少女が心で受けとめた瞬間だった。
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「まったく、あの魔女め……余計なことを！」

　王宮の執務室に戻ったものの、執政官ルネ・ベルトランはイライラしていた。

「異い端たん審しん問もんにかけて、火あぶりだ」

「過激なことをするな。民衆が反感を覚える」

　反対した黒髪の将校の顔を見て、ベルトランはくくっと笑った。

　みなが畏おそれているベルトランを相手に、ズケズケと進言するのは、彼くらいだろう。

　おまけに愛想もない。「なにがおかしい？」と言いたげに、ベルトランの笑みを突っかえす。

　キリル・セロフだった。彼の足元には黒い犬がいる。

　その犬を一瞥し、ベルトランは「ペットを我の部屋に入れるな」と文句を言った。

「オロはペットじゃない。軍事用ホムンクルスで、俺の相棒だ」

「死んだ戦友の記憶を引き継いだ、か？　センチメンタルなことだ。言っておくが、我はそういうのは嫌いだ」

「知っている」

　ふん、とまたベルトランは小さく笑った。

「で、世話のかかる国王はどうした？」

「言われたとおり軟なん禁きんしてある。アルカディが面倒を」

「どうしてアルカディ・トルストシェインが王宮にいる？」

「強制送還に失敗した。神に邪魔をされては、俺もどうしようもない」

「それはなにかの比ひ喩ゆか？」

「いや、真実だ」

　ベルトランはムッとした。「神」とか「天罰」という単語が大嫌いだったからだ。

　ついでに言うと、アルカディのことはもっと嫌いだった。聖人の力をもち、美しく、聡明で、自分に反抗的とくれば、メリットは一つもない。

「もう一度、強制送還しろ。国王に余計な入れ知恵をせぬうちにな。それで、国王を連れだした誘拐犯人のほうは？」

「リュドミラは男と逃げた」

「それは冗じよう談だんか？」

「真実だ」

　キリルの報告に、ベルトランは「お手上げだ」という表情をした。

「国王誘拐犯として、国内外に指名手配をかける」

「放っておけ。一人ではなにもできない」

「そうはいかん。レガトゥスに圧力をかけるいい材料になる」

　虎こ視し眈たん々たんと話すベルトランを無感動に眺め、キリルは「それより」と話を戻した。

「女スパイの件だ。異端審問にかけるより、メルカンテ軍と交渉しろ。捕ほ虜りよになっている将校と交換したほうがメリットがある」

「かもしれんな」

　見ろ、というように、ベルトランは一通の書簡をキリルに投げてよこした。

「昨夜遅く、フクロウが届けにきた」

「フクロウ？」

「そうだ。メルカンテ軍の軍事用キメラだ」

　キリルが書簡に目を通す。そこには捕虜となったミケラ・フレーニ少尉と、メルカンテ軍が捕らえているノブレス軍の将校を交換したい、という内容が記載されていた。

　文末にあるサインを見て、キリルが目を細める。

「ガスパロ・レキスリアン？　メルカンテの英雄候補？」

　そうだ、とベルトランは言った。

「今回のテロにヤツが一枚嚙んでいた証だ。だが、書面を作成するのが早すぎる。我々が魔女を捕らえたのは昨日の夕方だ。公文書を作成するには、最低二日はかかる」

　すなわち、とベルトランはつづけた。

「これは偽物だ」

「サインも偽物か？」

「今、鑑定している。どっちにしろ、向こうの動きが早すぎる。ガスパロ・レキスリアンが首都に潜伏していて、独断で捕虜交換を申し出てきたというセンが濃厚だな」

　ルネ・ベルトランは侮あなどれない男だった。ズバリとメルカンテの動きを見抜いていたのだ。

　キリルはそっけなく書簡を返した。

「どうする？」

「だから異端審問で火あぶりだ」

　ベルトランは言った。彼はミケラを是が非でも処刑する気だった。

「ガスパロ・レキスリアンの申し出は、理に適っている。だが、あえて無視する。我は正攻法でおとせぬことを知らしめてやる。昨夜、書簡が届いてすぐ、ノブレス中央軍十万人に召集をかけた。今こ宵よい、決起集会をし、明日早朝、メルカンテに向けて進攻する」

「速攻だな。『ノブレスの隼はやぶさ』の異名を思い出す。だが軽率すぎないか？」

「今、人心はメルカンテ打倒に一つになっている。この機を逃すことはできぬ。ついてきてくれるな？　キリル」

　キリルは目を細めて沈黙した。

「なにを迷う？　ほしいだけの戦力をお前にくれてやる。好きに戦え」

「戦っても戦っても……戦争は終わらないぞ。ベルトラン」

「どちらかが圧勝すれば、平和は訪れる。束つかの間まだがな。そしてまた開戦。人間はそのくり返しだ。恒こう久きゆう的てき平和など、ありはしない。我はそれを思い知った。十代から戦場に身をおいてな。お前もそうだろう？　キリル」

「……俺は、もう戦場に戻りたくない」

「では聖地『レガトゥス』へ帰れ」

　ベルトランは無情に言い放った。キリルの目に、一瞬、動揺が走る。

「そこにもお前の居場所はないのだろう？　我はな、哀れなお前に身の置き所を与えてやろうというのだ」

　キリルは言いかえせなかった。彼は戸惑いをそのままため息にかえた。

　ベルトランはキリルの肩に、手をおいた。

「お前がいれば、前線の兵士の生存率は高くなる。何十、何百もの命を助けると思えばいい」

「汚い言い方だ、ベルトラン。そう言えば、俺が拒こばめないと知っている」

「そうかもな」

　くくくっと笑って、ベルトランはキリルの肩を放した。

　そのときだった。窓辺に吊つり下げられたカーテンがゆれた。

「出兵なんて、私は許さないから」

　少女の声が聞こえて、ベルトランは機き敏びんに窓を振りかえった。

　キリルの足元に伏せていたオロが、すくっと立ちあがる。

　カーテンの向こうには、広いバルコニーがある。そこに、小さな人影があった。

　ベルトランは手にしたブロンズの杖で、勢いよくカーテンをはね除けた。

　チェック柄のドレスをきた小間使い風の少女は、腕を組んで仁王立ちしていた。

「リュドミラ……」

　キリルが驚く。

「盗み聞きとは、たいそうな礼儀ですな、聖女リュドミラ」

　ベルトランが憎々しげに言った。

「男と逢あい引びき中と伺いましたが？」

　という嫌味も忘れない。

「やめたの。公衆の面前で、捕虜に暴力をふるうあなたを見たから」

「あれは魔女です」

「魔女に仕立てたいのはあなたよベルトラン！　今すぐ虐ぎやく待たいをやめるように指示しなさい」

　リュドミラは命令した。だが、ベルトランはクツクツと笑っただけだった。

「あいにく、我は無神論者で……聖女様の言葉も、小娘のたわごとにしか聞こえません」

「恥を知りなさい！　ベルトラン」

「俗世を知らぬ聖女が、なにゆえ政治に口をだす？　捕虜をどうするかは我が決める！」

　ベルトランは突っぱねた。でもリュドミラは負けていなかった。

「そうはいかないわ。彼女はレガ教徒なのよ。レガ教徒を虐待するなら、私は許さないから！　これって政治じゃなく、宗教問題よね!?　彼女の身柄は、聖地『レガトゥス』が預かります！」

　ベルトランは煩わずらわしそうに舌打ちした。

　リュドミラはキッと尖った目でキリルを見た。

　一歩、下がったのはオロだった。それほどの剣けん幕まくだったということだ。

「キリル！」

「な、なんだ？」

「軍服を脱いで！」

「……」

　キリルが反応しないと、リュドミラはズカズカとベルトランの部屋に乱入し、キリルに摑みかかった。

「脱ぐのよ、こんなもの！」

　とボタンが弾はじけ飛ぶ荒々しさで、緑色のジャケットを脱がす。

「似合っていると思って着ているの？　全然よ。全然似合っていないわ！」

　ぐいぐい、ひっぱって、キリルから上着を奪った。

　リュドミラはその上着を、ベルトランに突き返した。

「キリルを返してもらいます。私たちのうけた天啓は『戦争を止めよ』というもので、戦争に加担することではありません。戦争はまだ終わっていない。ううん、あなたが大きくしようとしている！　だから、『聖セントフューレン』はまだ解散しない！」

　リュドミラは興奮して、真っ赤になっていた。

　本当は、足が震えるほど怖かった。怒ることで、怖さを忘れたかったのだ。

　キリルの手を握って、リュドミラはぐいっと、強くひっぱった。

「行くわよ！」

　キリルは棒立ちだ。

「歩くのよ、キリル！」

　怒鳴った拍子に、声が上うわ擦ずった。キリルと仲違いしたあとだったから、拒絶されるのではないかという不安でいっぱいだったのだ。

「私の護衛がキリルのうけた天啓でしょ！　思い出してよ！」

　キリルの顔を間近で見る勇気もなく、うつむいたらオロと目があった。

　オロはリュドミラを見つめて、そのあとキリルを見あげた。

　オロがキリルのスボンの裾すそを嚙んで、リュドミラとともに、ひっぱりだした。

（オロ……！）

　オロが味方してくれた、と思ったら、涙が溢れてきた。

　声もでないほど泣けてきて、無言でキリルの手をひっぱる。

「泣くな。ベルトラン相手に大おお見み得え切るからだ」

　キリルの声が響いた。

（私が怖いのはベルトランじゃなくて、キリルなの！　キリルに冷たくされるのが怖いのよ）

　そう言い返そうとしたが、言葉は嗚お咽えつにかわった。

　ストン、とキリルの反対側の手が、リュドミラの頭のうえに落ちてきた。

「あいつは、いいのか？」

　そっと頭を撫でながら、キリルが訊いた。

　フェルナンドのことだ、とリュドミラにはすぐにわかった。

「広場で……別れて……私、まだ彼と行けない。戦争が……終わって、いない、から」

　しゃくりあげながら、リュドミラはキリルに答えた。

「戦争が終わるまで待たせておくのか？」

「……うん」

　ベルトラン、と彼は執政官を顧かえりみた。

「そういうことらしい。悪いな」

「どういうことだ？」

「『聖フューレン』は継続していて、俺はまだリュドミラの手のうえに乗っている。だからお前の駒にはなれない」

　リュドミラが見あげたら、キリルのブルーの瞳とぶつかった。

　彼の青い瞳は、穏やかな海の色だった。青い氷海のような険しさはない。

　ホッとするリュドミラに、キリルは言った。

「これからのことだが……ちょっとは、俺の言い分も聞いてほしい」

　わかった、とリュドミラは素直に頷いた。怒鳴って、大嫌いを連発し、彼の言い分を一度も聞かなかったことは反省している。

（あとでちゃんとキリルに謝ろう）

「それから、すぐ怒るな」

「うん、わかった」

「すぐ泣くな」

「うっ……わかった」

「それから……」

「要求、多いわよ」

　たまらず言い返したら、キリルは瞳を閉じて「そうだな」と言った。

　その顔が呆れているように見えて、リュドミラは安心する。

（よかった。いつものキリルだわ）

　そのときの表情こそ、リュドミラにとってのキリル・セロフだったのだ。

　それじゃ、とリュドミラは、元気よくベルトランに手をふった。

　相手が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで殺気立っていようと、リュドミラには一切、関係のないことだった。
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　普段はただの荒地にすぎない首都メトロの郊外に、無数のテントがはられていた。

　その数は夜だというのに、どんどん増えている。

　ノブレス軍の緑色の軍用車と、黒光りする戦車は、まがまがしい大河のように列をつくっていた。

　歩兵と物資を運ぶ移送用トラックが、ひっきりなしに出入りする。

「まるで……世界が終わる前のようだわ」

　リュドミラはその情景を、すぐ近くの丘のいただきから見ていた。

　赤い炎が点々と光っている。松たい明まつの灯あかりだろうか？　それが噴火直前のマグマのように見える。街に流れでたら最後、みんな焼け死ぬのだ。

「行くわよ、みんな」

　リュドミラは両脇にいる仲間に声をかけた。

　彼女は純白の聖衣ダルマチカをまとっていた。これが聖女の正装であり、戦う姿だというように。

　彼女の右横には、黒い聖衣で身をかためたキリル・セロフがいた。軍服にも似た、詰め襟の聖衣だ。銀糸を織りこんだ、黒いストラを首からさげている。

　キリルの足元には、黒いドーベルマン型ホムンクルス、オロが静かに立っている。

　リュドミラの左側には、白き聖衣をまとうアルカディ・トルストシェインがいた。

　そのアルカディの脇に、大きすぎる王冠をのせた一人の少年が佇たたずんでいる。

　貴族国家『ノブレス・シテ』現国王、ローラン・ダルデンヌ五世である。

　ローランはリュドミラの顔を見て小さく頷うなずいた。その表情は、リュドミラの手を握って離さなかった少年のものではなかった。自らの運命に立ち向かう覚悟を決めた小さき王の姿だった。

『明朝、我らは出陣する！』

　がなりたてるような、ベルトランの声が響いた。拡声器を使っているから、音質が最悪だ。

『我らの手で、メルカンテに制裁を！　そして、まやかしの自由主義国に鉄てつ槌ついをくだすのだ！』

　うぉぉぉ！　と地響きするような歓声が起こった。

『メルカンテの首都をおとした部隊のものは、全員貴族に引き立てる！　大統領アルベルト・レキスリアンと、その息子ガスパロ・レキスリアンを仕留めたものには、望みの報ほう酬しゆうを与えよう！』

　大歓声があがった。

　リュドミラはふとキリルを見た。キリルはリュドミラの視線を受けとめ、こう言った。

「本気でベルトランを敵に回すのか？　メルカンテを相手にするより厄やつ介かいなことになるぞ」

　うん、とリュドミラは迷いなく頷いた。

「では、思うようにやれ。今の俺は、お前の片翼に乗っている、一人の聖人もどきだ。お前が俺を望むかぎり、俺はどこまでも、お前についていく」

「私たちは仲間よ、キリル」

　リュドミラは言いかえした。

「私はベルトランから、チェスの駒を取りもどしたんじゃない。仲間を取りかえしたのよ」

　キリルは黙って聞いていた。足元に佇むオロに視線を向ける。

　ふと、彼は苦笑した。「仲間」という単語に、なにかを回想したらしい。

「ホント、聞いて呆あきれますよ。あのベルトランに喧けん嘩かを売ってくるなんて。それはね、僕の専売特許だと思っていたんですけれどね」

　白き聖人アルカディが口をひらいた。

　彼はそのお陰でベルトランに毛嫌いされている。終身刑より重い永久犯罪者の烙らく印いんを押されたにも拘かかわらず、ベルトランに楯たて突つくところが、アルカディのアルカディらしいところだ。

「余も仲間に入れてくれるか？」

　アルカディのすぐ近くで、王冠をつけた少年はリュドミラに尋ねた。

「リュドミラが仲間に入れてくれないと、余は独りぼっちなのだ」

「ローラン……」

　リュドミラはローラン・ダルデンヌ五世の手前に膝ひざをつき、彼の手を握った。

「もちろんよ。私たちが力を合わせて、ベルトランから国を取りもどすのよ」

　うん、とローランが頷く。リュドミラも一つ、首しゆ肯こうした。

　そのとき、リュドミラたちの立つ丘きゆう陵りように、突風が吹きぬけた。

　――はばたけ、我が分身よ。

　リュドミラははっとして天を見あげた。だがそこに、彼女の期待した「姿」はなかった。

（空耳かしら？）

　そうだったのかもしれない。

　そうでなかったのかもしれない。どちらでもよかった。

　リュドミラは、己おのれがするべきことを決めている。

　彼女はすくっと立ちあがり、荒こう涼りようたる大地に群むらがる、十万の兵士たちを見おろした。

　リュドミラは思いっきり、息を吸いこんだ。凜りんとした表情で声をはる。

「私、リュドミラ・カリンは、審判の神の名において、ここにジャッジをくだす」




　私、リュドミラ・カリンは、審判の神の名において、ここにジャッジをくだす。

　ルネ・ベルトランの口車にのって、戦いに行こうとするすべての兵士に天罰を。

　報酬に目が眩くらんだもの。

　名誉に目が眩んだもの。

　自分の過あやまちに気づかないもの。

　過ちを過ちと知りつつ、見すごすもの。

　それらすべてを「有罪」とする！




　リュドミラの背中から、放出されるようにまばゆい光がのびた。

　それは片翼の白き翼だった。対をなす漆しつ黒こくの翼は、闇に同化して見えなかった。

　これが、リュドミラの背中にあった小さな聖せい痕こんの、真の姿だ。

　白と黒。善と悪。救済と粛正。

　相反する二つのものを両翼に乗せる「審判」の翼。

　白い光は空を照らすようにゆらめく。まるで大地からオーロラが出現したかのようだ。












「聖痕が発動しました。これより『救済者』アルカディ・トルストシェインは、十万の軍勢の目を覚まさせてきます。行きましょうか、陛下」

　アルカディはひょいとローランを抱きあげた。

　オーロラに身を委ゆだねるように浮上する。

　彼はそのまま、群がる大軍に向かって飛ひ翔しようしはじめた。

　ローランが驚いている。当然だ、人が空を飛ぶことはない。

　普段封じられている聖人の力は、リュドミラのジャッジとともに、解放されるのだ。

　アルカディの身体が、まばゆい太陽のように輝きはじめた。

　ローランが目を細める。眩まぶしくて、とても目を開けていられないのだ。

　光の輪がアルカディの額から迫せりだした。

　すっと抜けて、上空に浮かびあがる。

　またたくまに拡張し、夜空に大きな円形の模様が映しだされた。

　象徴化された太陽のようだ。これがアルカディのもつ聖痕。一切の穢けがれを焼きつくす「浄化の神」の印だった。

　兵士たちが夜空の異変に気づいた。空を指して口々にわめく。

「ああ……なんて無ぶ様ざまな。弱い犬ほどよく吠ほえるとは、まさにこういうことですね」

　アルカディは毒どく突づいた。その姿は神々しさを増していたが、口の悪さも増幅していた。

　彼は頭上のサークルに片方の手を掲げた。

　天を覆おおうような大きな光のサークルは、意志をもった生物のように十万の兵士に迫った。

　ちょうどキャンプ地全体を照らすように真上で制止する。

　兵士たちが、不思議な光のサークルに見み惚とれている。

　サークルの縁を回転しているのは、不思議な文字と数字の羅ら列れつだった。なんと書かれているのかわからない。だが、多くの兵士が目をこらして見ている。

「聞いてくれ！　ノブレスの民よ！」

　ローランが声を張りあげた。

「余の名はローラン・ダルデンヌ五世である！」

　サークルに見惚れていた兵士たちが「国王陛下だ」とざわめきだした。

「ベルトランの口車にのってはならぬ！　メルカンテへ進攻すれば多くの兵士が死ぬことになる。そなたたちが死ぬと、家族が悲しむ！」

　偽者だ！　とベルトランの声が割って入った。拡声器を使い、怒鳴る。

『国王陛下は王宮におられる。出兵に賛成なさったゆえに、ここに命令書があるのだ。王家の印もある、正式なものだ！　見たいヤツはここに来るがいい！』

　ベルトランは命令書をだした。

　ローランは歯を食いしばった。

「王家の印はベルトランに没収されていて、あやつは思いのまま公文書が発行できるのだ」

　ほらね、とアルカディはローランに返した。

「ベルトランは抜け目がなく、兵は愚ぐ民みんばかり。口でお説教なんて無駄なんですよ、陛下。国民はたった一人の独裁者に扇せん動どうされ、踊り狂う人形のようなものです」

「しかし……」

「僕はね、愚民が嫌いです。ちなみにまだるっこしい説教も嫌いです。わからない連中にはお仕置きが一番。ちょっと懲こらしめてやりましょう」

　アルカディはそう言って、薄く笑んだ。

　上空に浮かぶサークルの中央に、光が集まりだした。

　と、突然、その光が雨のように降りはじめた。

　いや、雨でない。それは槍やりだった。

　無数の光は大地に突きささった。光がつきささったテントは一瞬にして消滅した。

　物資も弾薬の入った木箱もつぎつぎに消滅した。

「ひえっ……」

　肩にかすった光に驚いて、兵士が腰をぬかした。

　光があたったところは、衣服がなくなっていた。

「俺の帽子が！」

「わわ儂わしの鬘かつらが……！」

　不思議と怪我をしたものはいなかった。光はそこにある「物」だけを、消滅させていく。

　髪や皮ひ膚ふはなんともないが、鬘や衣服は消滅した。

　人々が光の槍から逃げようと跳びはねだした。

「くくく……あはははは！　見てごらん。人形が踊っている！」

　アルカディは高らかと嘲ちよう笑しようした。

　光は大地に突きささっても、消えなかった。引き抜こうとしてもびくともしない。

　やがて、人々は光の槍に挟まれて、身動き一つできなくなっていた。

　片方の足をあげ、道化のような格好で制止するもの。

　両手を掲げ、爪つま先さき立ちになっている兵士もいる。

「あはははは……！　最高だ。みんななぜビクビクしているんです？　羞しゆう恥ち心しんを捨てて丸裸になればいい。槍から逃れることなんて簡単ですよ！」

　アルカディの嘲笑がこだまする。

「この……壊れた聖人め！」

　ベルトランが憎々しげに罵ののしった。

　彼は光の槍に閉じこめられてはいなかった。アルカディは故こ意いに、彼を外していたのだ。

　プツリと笑いをおさめると、アルカディは金色の瞳でベルトランを睨にらんだ。

「僕はこの機会を待っていたんです。あなたの前で『力』が解放される瞬間をね！」

　アルカディは胸につかえていたものを吐きだすように、ベルトランに向かって言い放った。

「よくも僕を利用してくれましたね。聖人の軍事利用を考えるだけでなく、自分に邪魔なものを僕に始末させて、僕にその罪を押しつけるなんて！」

「ほざくな。実際に１６８人の人間を殺したのはお前だ！　我は命じてはいない」

「僕が暴走することも計算していたはずだ！　ベルトラン、あなただけは許さない！」

　アルカディの手のなかに、光が集結した。それは小石大の光の弾丸だった。

「手加減しませんよ。骨も残さず消してさしあげます」

　光がアルカディの手を離れた。

　ベルトランに向かって高速で走る。

「消えなさいルネ・ベルトラン！　消えろ消えろ消えろ！」

　強い恨みを込めるように、アルカディが叫んだ。
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　ベルトランはとっさに腕で顔をガードした。そんなもので、光の弾丸をどうにかできるものではなかったが、反射的にとった防御姿勢だった。

　彼の目の前で、光が四散した。

　黒い巨大な「鎌」が光を弾はじき飛ばしたのだ。

　九死に一生をえたベルトランの前に、漆黒の青年がふわりとおり立つ。

　天空からやってきた彼は、黒い聖衣をまとい、死神がもつような大鎌をもっていた。自分の身長の倍はありそうな柄には、大人の男性を二、三人乗せられそうな巨大な刃がついている。

　それは彼の「力」から生じる、特殊な武器だった。

　いつもキリルがもっているあの飴あめ缶かんだ。あれは、あらゆる武器に変形するブラックボックスなのだ。

「キリル……」

　ベルトランが額の汗をぬぐう。

「勘違いするな」

　力を解放された『粛正者』キリル・セロフは、背後のベルトランに言った。

「お前を守るためじゃない。ヤツの暴走を止めるためだ」

　キリル！　と上空のアルカディが叫んだ。

「邪魔をしないでください！」

「拒否する。ジャッジの内容は、ベルトランの殺害ではない」

「関係ありません！　僕はベルトランを殺す！　髪の毛一本残さず浄化してやるんです！」

「勝手は許さない。俺もリュドミラもな」

　アルカディ……！

　そのとき、オロと一緒に一人の少女が駆けてきた。リュドミラだ。

「もう！　どうしてすぐ暴走しちゃうのよ!?」

　と怒られて、アルカディはバツが悪そうにした。

「ローランをおろしてやって！　泣きそうじゃない！」

　ローランはアルカディの暴走に度ど胆ぎもをぬかれて、涙もでない状態だ。

　アルカディはすっと地におり立つと、抱いていたローランを素直にリュドミラに渡した。

「でもねリュドミ……！」

「言い訳はいいの！　ちゃんとジャッジに従って！　あなた『救済者』でしょ!?」

「そうですが！　けど、ベルトランだけは許せ……」

「いいから！　ちゃんとするの！」

　言い訳も聞いてもらえず、アルカディが不ふ貞て腐くされる。

　キリルの後方でベルトランが動いた。

　すると、漆黒の鎌は、彼の影のように追いかけた。ベルトランの首筋に切っ先が当たる。

「動くなベルトラン。首がおちるぞ」

　キリルが警告する。

「あんな小娘の戯ざれ言ごとに……言いなりか、キリル」

　腹立たしそうにベルトランは言いかえした。

「お前の戯言に振りまわされるよりマシだ」

「マシなものか、綺き麗れい事ごとで戦争は終わらん。それはお前も知っているはずだ！」

「そうだな。だが、お前の策に乗っても戦争は終わらない。だから好きにさせてもらう」

「……愚おろか者め！」

　ベルトラン！　とリュドミラが声をはりあげた。

「武装解除を命じなさい。全員、家族のもとに帰すのよ！」

「断る！」

「ああそう！　なら、ここにある武器全部、壊してしまうわ！　そうしたら出兵したくてもできないでしょ？　キリル、やっちゃって！」

　キリルは「了解した」と呟いて、大鎌を肩に担ぎあげた。

　リュドミラは荒野の端に整然と並んでいる、戦車や軍用車、トラックを指した。

　キリルが、薪まきを割るような動作で、漆黒の大鎌を振りおろす。

　それは黒い空気の刃となって、大地を裂いた。

　ズズズ……ドーン！　と地面が大きくゆれた。

　兵士が一斉に大地に転がる。光の槍に当たって、大勢が衣服の一部を失う結果になった。

　一直線に巨大な地割れが走る。

　戦車も軍用車もトラックも、その地割れに飲みこまれた。

「やめろやめろやめろ！　どれだけの国費が注つぎこまれたと思っている……！」

　ベルトランがわめく。

　次にキリルは、大鎌を横に一いつ閃せんした。

　ベルトランが反射的に首をちぢめる。

　彼の頭髪を掠かすめて、黒い刃の放ったカマイタチは、残った戦車群を輪切りにした。

　大爆発が起こった。まさに一瞬の出来事だった。一瞬にしてすべての武器が失われたのだ。

　キリルは黒い鎌を担ぎあげ、絶句しているベルトランを見つめた。

「これが神の力だ、ベルトラン。もっている俺が言うのもなんだが、すさまじい破壊力だ。お前にこの力があやつれると思うか？」

　ベルトランが無言でキリルを見た。

「無理だ。こんな力、人間にはあやつれない。俺だって振りまわされそうになる。アルカディはすぐに暴走する。この力はリュドミラがジャッジをくだしたときにだけ発動する。あいつの言葉に従うことで、暴走を防ぐことができる。つまり、あいつがいないと……ダメなんだ」

「……」

「『粛正者』キリル・セロフは、今後も『審判者』リュドミラ・カリンの天てん秤びんのうえで、力をふるう。そういうことだ」

　ふたたび大爆発が起こった。地割れに飲みこまれた軍用車や戦車が、地中で爆発したのだ。

「こんなバカな……」

　炎上する戦車を眺め、ベルトランは愕がく然ぜんと大地に膝をついた。
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　聖セントフューレンの武力介入によって、ノブレス中央軍がメルカンテへの派兵を断念した翌日、リュドミラは聖地『レガトゥス』のモス枢すう機き卿きように連絡し、教皇を狙撃したミケラ・フレーニの処遇を相談した。

　リュドミラは彼女をレガトゥス近くの修道院に入れることにした。もっとも戒かい律りつの厳しい修道院を選んだのは、彼女に罪を償つぐなわせるためでもあるが、俗世、ひいてはベルトランの干渉が唯一及ばない場所がそこだったからだ。

「リュドミ……僕の『告解』を聞いてください～」

　目ま蓋ぶたを閉じたり開けたりをくり返すアルカディの顔を見て、リュドミラは苦笑した。

　白き聖人は王宮のソファに寝そべっている。起きあがれないらしい。

「それ寝言？」

「いやだなー、あははは……寝てなんかいませんよ。あはは……夢を見ているだけです～」

（やっぱり、寝言か）

　アルカディは神の力を使うと、反動で強烈な睡魔が襲ってくるらしいのだ。

　一方、キリルのほうは、黒い飴缶のなかから、つぎつぎに飴を取りだし頰ほお張ばっている。

（力を使うと、反動で甘いものが欲しくなる『粛正者』ってキリルだけなのかな？　それにしてもよく食べるわね）

　じっと見ていたら、キリルがポイッと一つ、キャンディを投げてよこした。

（いや、欲しくて見ていたわけじゃないんだけれど……）

　と思いつつ、返すのも失礼な気がして頰張る。昨夜から一睡もしていないからか、キャンディの甘さが口いっぱいに広がると、ホッとした。もらって正解かもしれない。

　ベルトランとはあれ以来、顔をあわせていない。というか、彼がリュドミラを避けていた。

　ちょっとは懲りたらしい。

（これで、ローランへの仕打ちも少しは和やわらぐはずね）

　と思うと、口のなかのキャンディは、さらに美お味いしく感じられるのだった。
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「そのとき、醜みにくいアヒルのお姫さまは言いました。『ありがとう。私がアヒルだと告白しても、かわらず私を愛してくれて』」

　首都で一番大きな教会、『聖ヨシフ大聖堂』の前の噴水公園で、あやつり人形のお芝居をしている青年がいた。茶色の髪をした、優しげな風ふう貌ぼうの青年だった。

　公園には、色々な菓子を売っている露店がでている。そこで一つ好きな菓子を買って、人形劇を見る。それはこどもたちにとって、楽しい行事のようなものになっていた。

「『君だって、僕が無一文になっても、ずっとそばにいてくれる。お金も家も要らないと言ってくれた人ははじめてだ』と牛飼いの青年は言いました。彼は醜みにくいアヒルのお姫さまを人間にしてもらうため、魔女に全財産を渡したのです」

　人形劇は進んでいった。最後は二人で仲良く旅にでてハッピーエンドだ。

　人形劇を見たこどもたちはパチパチと拍手をし、人形師にキャラメルをもらって解散した。

「あの……フェルナンド様ですね？」

　店仕舞いをはじめた青年に、一人の女性が声をかけた。茶色の巻き毛が愛らしい娘だった。

　どこか大きな屋敷の使用人なのか、華やかな色のドレスにエプロンをしている。

「私、ジョセフィーヌと申します。リュドミラ様のお遣いで……」

　ジョセフィーヌはそう言うと、鞄かばんのなかから一体のあやつり人形を取りだした。

　赤い髪と淡い緑の目をした、少女の人形だ。

「リュドミラ様から、これを貴方に渡してほしいと言こと付づかりました」

　彼、フェルナンドはそれを受けとると、即座にこう尋ねた。

「リュドミラは？　彼女は無事かい？」

「あ、はい。今はちょっとお忙しくて……でもお元気です。とても」

　そう、と言ってフェルナンドは肩をなでおろした。本当にホッとしたらしい。

「ここで人形劇をしていたら、もう一度彼女に会える気がしたんだ」

　と彼は言った。そのあとジョセフィーヌの顔を見て、真面目な顔でこう付け足す。

「私は旅人だけれど……各地に恋人はいない。リュドミラ一筋だよ」

「そうでなければ、わたくし、許しませんわ」

　言い返されて、フェルナンドは泡をくったように「誓うよ」と手をあげた。

「リュドミラ様は本気なんです。今朝も『戦争が終わったらフェルナンドと旅にでる！』と宣言なさっていましたもの」

　ジョセフィーヌがそう言うと、フェルナンドは「ありがとう」と呟いた。

「その言葉が聞けただけで十分だ。ここで待っていた甲か斐いがあったよ。私もそのつもりだと伝えてくれ。必ず、迎えに行くからと」

　フェルナンドは、大きな黒いケースのなかをゴソゴソと探した。

　茶色い髪をした男の子の人形を取りだす。

「これをリュドミラに渡してくれ。なかに紙が入っているから、水洗い厳禁だ」

　ジョセフィーヌは両手で恭うやうやしく、その人形を受けとった。いささか仰ぎよう々ぎようしい仕草だったが、ジョセフィーヌにとっては、宝冠以上の価値があるものに見えていたのだろう。

「一つ訊いてもいいかな？」

　フェルナンドはジョセフィーヌに問うた。

「なんでしょうか？」

「リュドミラはノブレスの貴族なの？　まさか、王族じゃないよね？」

　えっとそれは……とジョセフィーヌは狼狽うろたえ、しばらく沈黙した。

「な、内緒です」

　と彼女は小さく肩をすくめたのだった。
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　フェルナンドは「紙が入っているから水洗い厳禁」と言ったのだが、ジョセフィーヌはリュドミラに「お洗濯はお控ひかえください」という伝え方をした。間違っていないがちょっと違う。

　リュドミラもリュドミラで、フェルナンドに似た人形を汚すまいと気遣うあまり、大切にしまいこんでしまい、人形のなかに一枚の「紙」が入っていることに長いこと気づかなかった。

　とそんな折、前線の兵士が王宮に一大事を報しらせた。

「国境線での戦闘が激化。我が軍はメルカンテ軍の奇き襲しゆうにあい被害甚大。中央軍の応援を求む」

「今、そんな余力があるか！　武器をすべて破壊した聖フューレンに『助けてくれ』と言え！」

　執務室のベルトランは、嫌味と憎悪をブレンドしてわめき散らした。

　というわけで、兵士は王宮に滞在していたリュドミラたちに泣きついた。

「わかったわよ。私たちが前線に行くわよ。十万の中央軍が動くよりマシよ」

　リュドミラは即答したが、そばにいたアルカディは「ええ～」とイヤそうにした。

　キリルは「やっぱりそうなるか」と呟く。

　聖フューレンが動く。その報はまたたくまに王宮全体に広がった。

「物資や車は余が手配する。だが、くれぐれも気をつけてな」

　ローラン・ダルデンヌ五世はリュドミラの手を握った。

　リュドミラは感激してローランを抱きしめた。

「よかった！　徒歩で行かずにすむのね！」

　些さ細さいなことで感激されて、ローランのほうがびっくりだ。

　かくして、リュドミラ、アルカディそしてキリルとオロを乗せた車は、急きゆう遽きよノブレス首都メトロを出発した。

　最初の旅に比べたら、楽な旅路だった。燃料も食料も十分にある。

　だがある辺境の村で水を補給しようとしたとき、リュドミラは大失敗した。

「ぎゃぁぁぁ！　大変！　鞄が井戸におちたー！」

「リュドミがあわてるからですよ」

　アルカディが「よしよし」と慰め、鞄を引きあげてくれる。

　ずぶ濡ぬれになった鞄のなかから、リュドミラはガーネット色の鬘ウイツグを取りだした。

「びっしょびしょ！」

「整えて干しておけば大丈夫ですよ」

「フェルナンドの人形もびしょびしょ！」

　リュドミラは半泣きになった。水のしたたる人形を抱く。

「濡れますよ、リュドミ」

　アルカディが人形を取りあげた。

「返して！　アルカディ！」

「誰も奪いませんよ。もっとも、もう一度、井戸に投げこみたい衝動にはかられますが」

「だめー！　それはフェルナンドの分身なの！」

　アルカディがふと怪け訝げんな顔をした。人形のお腹のあたりを指で押している。

「いやー！　お腹を指で潰つぶさないで！」

「なにか入っています。綿じゃないですね。紙かな？」

　オロと一緒に木陰で休憩していたキリルが「貸せ」と手をあげた。

　ぽい、とアルカディが放り投げる。リュドミラが「やめてー！」と絶叫した。

　キリルは飛んできた人形を受けとった。人形をぎゅっぎゅっと握る。

「キリル、そんなに力いっぱい握らないで！　形が壊れちゃう！」

　リュドミラはキリルの腕にすがりついて阻止しようとしたが、キリルはビリッと人形の胴体の縫ぬい目を裂さいた。

　ぎゃぁ！　とリュドミラが涙を溜ためて真っ青になる。

　キリルは無言で人形のなかから、一枚の紙を取りだした。小さく折り畳まれた紙も、水でぐしょぐしょだった。薄い紙だったので慎重にひらいていく。

　細かく文字が並ぶ用紙を見て、しばらく三人は無言になった。

「これ、なに？」

　とリュドミラ。

「メルカンテ軍が発行している、自由主義国『メルカンテ』の入国許可証ですね」

　アルカディが答えた。

（フェルナンドだわ。あのとき、私のために用意したんだ）

　恋の逃避行は、検問に着く前に潰ついえた。だが、フェルナンドは本気でメルカンテまでリュドミラをつれていく気だったのだ。ノブレスの追っ手をかわすまで、人形に仕込んで、この書類をもち歩く気でいたのかもしれない。

「リュドミラ、あの男はやっぱりダメだ」

　キリルは言った。「どうして!?」とリュドミラが反発する。

「こんな書類をさっさと用意できる男なんか、胡う散さん臭くさすぎて話にならない」

「フェルナンドはいい人よ！」

「いい人で片付くか。もうちょっとマシな相手を選べ」

　リュドミラがムッと膨ふくれた。

「すぐに怒らない、そう約束したはずだ」

　キリルはリュドミラの顔を見て、たしなめた。

（フェルナンドのことを悪く言われると、相手が誰でも腹がたつのよ！）

「私、前線での任務が終わったら、その足でメルカンテへ行くわ」

　ぶっきらぼうに、リュドミラは宣言した。

　はぁ!?　とアルカディとキリルが同時に声をだす。

「メルカンテに行く！　入国証があるってことは、向こうでフェルナンドが待っている、ということかもしれないもの」

「馬鹿なことを言うな！」

「そうですよ、リュドミ、落ち着いて！」

「オンオン……オオーン」

　ついにオロまで止めに入ったが、リュドミラは聞き入れなかった。

「イヤならついてこなくていい。一人で行くから！」

　リュドミラはフェルナンドの人形をキリルの手から奪だつ取しゆすると、車に戻っていった。

　アルカディは呆ぼう然ぜんとしたあと、クツクツと笑いだした。

「まぁ、メルカンテ本国をぶっつぶすっていう展開もおもしろそうですが……」

　と言って、空を見あげる。

　一羽の白い鳥が飛んでいる。鳥が向かう先にはメルカンテがある。

　リュドミラも同じ方向に進もうとしている。

「鳥もリュドミラも……どういうつもりで、メルカンテへ行くのやら……」

　自由主義国『メルカンテ』。

　リュドミラは今、その未知なる国に向かって、一歩踏みだそうとしていた。





◇ＥＮＤ◇
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　みなさん、こんにちは。尾お久く山やまゆうかです。今、なにをしていますか？

　あ、愚ぐ問もんでした。「あとがき」を読んでくれているんですよね。

　ちなみに私は今、「あとがき」を書いています。（笑）

　私とあなたのタイムラグは、最短で二十六日です。（十五日発売と考えて）

　リアルタイムで情報が更新される現在、このタイムラグって……？

　書籍って、一冊作るのに時間がかかります。こんなに情報化社会になっているのに、これ以上短縮できないんですよ！

　ということで、長い前置きになりましたが『天翼のジャッジメント　英雄はキスに戸惑う』をお届けします。超、頑張って早く書いたんですが、出版までに三ヵ月かかりました。

　物語のなかじゃ、一冊目の出来事から十日しかたっていません。このタイムラグったら、ああひどい！　（リュドミラが二十歳になる前に、きっと私は老ろう衰すいだよ）

　脳とパソコンを直結して、『脳内妄想変換ソフト』で活字化できる時代がこないかなぁ？




　今年のクリスマスはトナカイじゃなく、シカです。




　ちょっと早めですが、自分用クリスマスプレゼントに、カメを買いました。

　本当のところ、そろそろ家にシカをお招きしなければならなかったので、ついでの衝しよう動どう買がいです。今年のクリスマスはトナカイじゃなくシカですよ！

　地○ジカ！　来年のクリスマスじゃ間に合わないです。

　○ジカメはおリコーなのを選びました。メタリックなピンク色をしています。




　リュドミラが旅先で作った、自分似のあやつり人形。その裏話をしようと思っていたんですが、そろそろお別れですね。さいごまで読んでくださって、ありがとうございました。

　お金の持てないリュドミラが、どうやって人形を作る材料を手に入れたのか？

　気になる人は携帯サイト『ぽけっとＢ[image: ]‐ＬＯＧ』へ！

　ちょうど一冊目と二冊目に挟まれた、空白の十日間の短編が読めます。

　それでは最後に、イラストの凪なぎかすみ先生と編集部の担当氏にお礼を。

　いつか三人で「ぶっちゃけトーク」がしたいですね！


２０１０年11月　　尾久山　ゆうか












※携帯サイト「ぽけっとビーズログ」のサービスは終了しております。
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ある占いによるとペガサスで、またある占いによると、火星人－（マイナス）霊合星人に分類されるそうです。

寒くなってくると、毛並みのいい動物に触りたくなります。犬とかネコとかウサギとか。本物はなかなか飼えないんで、メリノウールの敷きパッドで我慢しています。
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凪かすみ
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先日数年ぶりに夜行バスに乗る機会がありました。

久しぶりの雰囲気が新鮮で意外と悪くなかったです。

うん、でもやっぱり今度乗るのはまた数年後でいいです…（腰をさすりつつ）
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